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理
事
長

小
林 

英
三※本誌に掲載されている学生数・生徒数・園児数は、学校基本調査に基づきます。

　

学
校
法
人
愛
知
産
業
大
学
は
、傘
下
に
大
学
、短
期
大
学
、専
門
学
校
４
校
、高
等
学
校
２
校
、

幼
稚
園
を
擁
す
る
学
園
で
あ
り
ま
す
。本
学
園
は
、建
学
の
精
神
に
あ
り
ま
す
と
お
り
、広
く
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
教
育
理
念
と
し
て
い
ま
す
。設
置
す
る
各
校
は
、年
齢
層
、教
育
形

態
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、教
育
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、建
学
の
精
神
に
集
約
さ
れ
て
お
り
ま
す
。今

年
四
月
に
は
、編
入
生
を
含
め
約
三
千
百
名
を
本
学
園
に
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。本
学
園
の
学

生
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、知
識
、技
術
の
習
得
と
と
も
に「
物
事
の
本
質
を
見
極
め
る
」「
誠
実
で
あ

る
」「
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
」こ
と
の
大
切
さ
を
身
に
着
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。本

誌
は
、各
設
置
校
の
基
本
情
報
と
、こ
の一
年
間
を
中
心
に
教
育
研
究
活
動
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

そ
の
様
子
な
ど
が
、皆
様
の
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
後
、私
た
ち
は
新
た
な
日
常
を
迎
え
ま
し
た
が
、依
然
と

し
て
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。世
界
情
勢
は
不
穏
な
状
態
が
続
き
、気
候
変
動
は
深
刻
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。国
内
に
目
を
向
け
て
も
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、経
済
の
停
滞
な
ど
問
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、生
成
Ａ
Ｉ
技
術
の
急
速
な
発
展
は
、教
育
や
社
会
の
在
り
方
そ
の
も
の

を
大
き
く
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、本
学
園
は
建
学
の
精
神
に
則
り
、社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の

育
成
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。昨
年
度
は
第
三
次
中
期
計
画
を
策
定
し
、そ
の
初
年
度
と
し
て

Ｄ
Ｘ
推
進
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
施
策
を
実
行
い
た
し
ま
し
た
。「
Ａ
Ｓ
Ｕ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
７
」で

掲
げ
た「
地
域
と
と
も
に
歩
み
ユ
ニ
ー
ク
で
力
強
く
成
長
・
進
化
す
る
学
園
を
創
造
す
る
」の
実
現
に

向
け
て
、学
生
・
生
徒
た
ち
が
自
ら
考
え
、行
動
し
、未
来
を
創
造
す
る
力
を
育
む
教
育
を
実
践
し

て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、今
後
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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国際コミュニケーション学科／専攻科

愛知産業大学 短期大学
通信教育部

昭和61年4月開学
学長 髙橋 実　
通信教育部長 三苫 民雄
事務室長 竹下 大一
学生数 565名
教職員数 教員：8名、非常勤講師：40名、職員：2名

ホームページ ホームページ

平成8年4月開設
学長 髙橋 実
通信教育部長 宮﨑 晋一
通信教育課長 吉田 勝
学生数 1,389名
教職員数 教員：7名、非常勤講師：64名、職員：5名

平成4年4月開学
学長 髙橋 実
大学院造形学研究科長 新井 勇治
造形学部長 新井 勇治
経営学部長 石橋 豊
事務局長 計屋 昭生
学生数 大学院：66名、大学：894名
教職員数 教員：42名、非常勤講師：38名、職員：32名

ホームページ Facebook Instagram YouTubeX LINE

設置学部・学科・募集定員
◎造形学部・建築学科：100名（3年次編入学200名）
◎科目等履修生（1科目から受講可能）
◎特修生（本学入学資格取得）制度あり

アクセス
◎名鉄名古屋本線「藤川駅」よりスクールバス3分
　「藤川駅」へは、「名鉄名古屋駅」より45分、「豊橋駅」より30分
◎名古屋スクーリング会場（「金山総合駅」南口より南へ徒歩1分）
◎東京スクーリング会場（JR山手線「田町駅」より徒歩10分）

所在地
◎岡崎校舎
　〒444‐0005 愛知県岡崎市岡町原山12‐5
　TEL 0564‐48‐8282
　https://www.aisan-tsukyo.jp
◎名古屋スクーリング会場 れんが橋STUDIO
　〒460‐0024 名古屋市中区正木4丁目8-7れんが橋ビル4F・B1F
◎東京スクーリング会場
　〒105‐0014 東京都港区芝2‐29‐13キンレイビル4F・5F・6F

設置学部・学科・募集定員
◎国際コミュニケーション学科：600名（実用英語、英語教員養成、
　ネイティブ・イングリッシュ、日本語教育、子ども、心理の６コース）
◎専攻科：2０名
◎科目等履修生（1科目から受講可能）
◎特修生（本学入学資格取得）制度あり

アクセス
◎名鉄名古屋本線「藤川駅」よりスクールバス3分
　「藤川駅」へは、「名鉄名古屋駅」より45分、「豊橋駅」より30分
◎名古屋スクーリング会場（「金山総合駅」南口より南へ徒歩3分）
◎東京スクーリング会場（JR山手線「田町駅」より徒歩10分）

所在地
◎岡崎校舎
　〒444‐0005 愛知県岡崎市岡町原山12‐5
　TEL 0564‐48‐8282
　https://www.aisan-tsukyo.jp/tandai
◎名古屋スクーリング会場
　〒456‐0018 名古屋市熱田区新尾頭1‐12‐10 ELIC ビジネス＆公務員専門学校内
◎東京スクーリング会場
　〒105‐0014 東京都港区芝2‐29‐13キンレイビル4F・5F・6F

設置学部・学科・募集定員
◎大学院造形学研究科 建築学専攻：10名、デザイン学専攻：10名
◎造形学部 建築学科：70名、スマートデザイン学科：70名
◎経営学部 総合経営学科：120名

アクセス
名鉄名古屋本線「藤川駅」よりスクールバス3分
「藤川駅」へは、「名鉄名古屋駅」より45分、「豊橋駅」より30分

所在地
〒444‐0005 愛知県岡崎市岡町原山12‐5
TEL 0564‐48‐4511
https://www.asu.ac.jp/

ここからつながる理想のジブン

造形学部 建築学科

愛知産業大学
通信教育部

建築を学びたい人のための通信教育

大学院 造形学研究科
造形学部 建築学科／スマートデザイン学科
経営学部 総合経営学科

愛知産業大学
「モノとしくみを創る」人をつくる
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愛
知
産
業
大
学

建築学科 山本愛唯さんが
2023年技能五輪愛知県大会
建築大工部門にて優勝

　

建
築
学
科
の
山
本
愛
唯
さ
ん（
名
古
屋
市

立
工
芸
高
校
出
身
）が
2
0
2
3
年
技
能
五

輪
愛
知
県
大
会
の
建
築
大
工
部
門
で
見
事
優

勝
を
果
た
し
、愛
知
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。10
月
17
日
に
刈
谷
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、大
村
秀
章
愛
知
県

知
事
か
ら
賞
状
と
盾
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

愛
知
県
代
表
と
し
て
2
0
2
3
年
11
月

17
日
よ
り
愛
知
県
常
滑
市
ス
カ
イ
エ
キ
ス
ポ

で
開
催
さ
れ
た
第
61
回
技
能
五
輪
全
国
大

会（
建
築
大
工
部
門
）」に
出
場
。２
日
間
、

計
12
時
間
を
か
け
て
制
作
す
る
難
易
度
の

高
い
課
題
に
挑
み
、こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

愛
知
県
知
事
賞
を
受
賞
し

全
国
大
会
へ
出
場

　

2
0
2
3
年
9
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
、

夢
の
島
公
園
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た

第
61
回
全
日
本
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
個
人
選
手

権
大
会
に
お
い
て
、リ
カ
ー
ブ
部
門
男
子
に
て

総
合
経
営
学
科
の
西
川
晴
貴
さ
ん（
愛
知
産

業
大
学
三
河
高
校
出
身
）が
８
位
入
賞
し
ま

し
た
。西
川
さ
ん
は
全
日
本
学
生
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
王
座
決
定
戦
5
位
入
賞
メ
ン
バ
ー
で
も
あ

り
、2
0
2
3
年
度
21
歳
以
下
の
日
本
代
表

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
ピ
ャッ
ク・ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
さ
ん
が
開
発
に
関
わ
っ
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョン「
シ
ェ
ア
ガ
ン
ト
」が
、

2
0
2
3
年
11
月
1
日
か
ら
発
売
開
始
と
な

り
ま
し
た
。製
造
業・工
務
店・建
設
会
社・マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
部
署・人
事
チ
ー
ム・P
R
会
社・コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
な
ど
で
必
要
と
さ
れ
る
、

段
取
り
に
特
化
し
た
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
で
す
。既
存
の
W
E
B
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ス
マ
ホ
版
開
発
に
お
け
る
主
要
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、３
年
時
か
ら
開
発
を
進
め
て
き

ま
し
た
。「
シ
ェア
ガ
ン
ト
」の
発
売
は
、在
学
生

が
開
発
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
商
品
化
さ
れ
た

初
め
て
の
事
例
と
な
り
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
学
科

ピ
ャ
ッ
ク・ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
さ
ん
が

開
発
に
携
わ
っ
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
シ
ェ
ア
ガ
ン
ト
」が
発
売

総
合
経
営
学
科 

西
川
晴
貴
さ
ん
が

第
61
回
全
日
本
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

個
人
選
手
権
大
会
に
て
8
位
入
賞 

　

大
河
ド
ラ
マ「
ど
う
す
る
家
康
」の
放
送
を

き
っ
か
け
に
結
成
さ
れ
た
、市
内
大
学
の
学
生

に
よ
る
岡
崎
の
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
岡

崎
探
検
隊
！！
」。2
0
2
4
年
度
メ
ン
バ
ー
の

任
命
式
が
5
月
16
日
に
岡
崎
市
役
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。本
学
か
ら
は
新
た
に
6
人
の
学

生
が
加
わ
り
、中
根
康
浩
岡
崎
市
長
か
ら
任

命
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。式
後
、市
長
か

ら
は
今
後
の
岡
崎
市
政
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、未
来
の
岡
崎
市
を
担
う
学
生
た
ち
に
大

き
な
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。地
域
と
連
携
し
、

市
の
魅
力
発
信
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
岡
崎
探
検
隊
！！
」の
活
動
に

本
学
か
ら
6
人
の
学
生
が
参
加

 

2
0
2
4
年
2
月
27
日
か
ら
3
月
1
日
に

ハ
ワ
イ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議「
2
0
2
4 

R
ISP  

In
ternationa

l  W
orkshop  

o
n  

N
o
n
l
in
e
a
r  

C
ir
c
u
it
s
,  

C
om
m
un
ications  

and  

S
igna

l  

Processing  

（N
C
SP
'

24
）」に
お
い
て
、

ス
マ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
学
科
西
村
雅
史
教
授（
学
科

長
）の
研
究
室
と
ヤ
マハ
発
動
機（
及
び
静
岡
大
学
）

と
の
共
同
研
究
成
果
と
し
て
発
表
し
た
論
文
が

「S
t
u
d
e
n
t  

P
a
p
e
r  

A
w
a
r
d

」

を
受
賞
し
ま
し
た
。本
共
同
研
究
は
、最
先
端

の
情
報
技
術
を
活
用
し
た
次
世
代
の
生
産
現

場（
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
）を
実
現
す
る
た
め

に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、論
文
で
は
特
に
工

場
作
業
者
の
熟
練
度
を
自
動
的
に
評
価
し
、

可
視
化
す
る
た
め
の
手
法
を
提
案
し
て
い
ま

す
。

ス
マ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
学
科

西
村
雅
史
研
究
室
と

ヤ
マ
ハ
発
動
機
の
共
同
研
究
論
文
が

国
際
会
議N

C
S
P
'

24
に
て

「S
tu
d
e
n
t  P
a
p
e
r  Aw

a
rd

」

を
受
賞

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学
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UNIVERSITY, JUNIOR COLLEGE

　
2
0
2
4
年
3
月
9
日
、岡
崎
市
内
の

大
学
研
究
者
が
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
研
究

成
果
を
発
表
す
る
第
23
回
地
域
活
性
化

硬式野球部

　硬式野球部は2002年に創部、現在103人の部員

が所属しています。専用の硬式野球場・室内練習場

を有し、天候に左右されず練習に打ち込める環境が

整っています。ここ数年のリーグ戦では、春季・秋季共

に悔しい結果に終わっていますが、2024年は「全員

戦力」で２部リーグ優勝、１部昇格を目指します。

［2023年度実績］
愛知大学野球連盟
春季リーグ戦 ２部Aリーグ 3位（6勝6敗）
秋季リーグ戦 ２部Aリーグ 4位（4勝6敗）

［2024年度実績］
春季リーグ ２部 Bリーグ ３位（7勝3敗）

アーチェリー部

　アーチェリー部は男女ともに全国大会優勝を目指

し、日々練習に取り組んでいます。部員23人は全国

大会常連校として積極的に他校とも交流を深め、お

互いを高め合っています。2024年度も団体戦アベッ

ク優勝を飾り、男女とも全日本王座決定戦への出場

を決めています。

［2023年度実績］
2024ナショナルチーム選考会 3名出場（男子2名/女子1名）
2024 U‐21ナショナルチーム選考会 １名出場（男子1名）
第62回 全日本学生アーチェリー男子王座決定戦3位
第58回 全日本学生アーチェリー女子王座決定戦6位

［2024年度実績］
東海王座出場権決定戦（団体） 男子優勝 女子優勝
全日本アーチェリー王座決定戦出場

男子バレーボール部

　強化団体となって以来、東海の上位リーグで

戦っています。毎年西日本大学選手権に出場し、

全日本大学選手権大会に出場することを目標とし

ています。部員20人がそれぞれ力を出しあい、目

標に向かって日々練習に取り組み、2024年春季

リーグでは2年振りの1部昇格を決めました。

［2023年度実績］
東海大学バレーボール連盟
春季リーグ 2部 3位（4勝2敗）
秋季リーグ 2部 2位（6勝1敗）
愛知県バレーボール連盟

［2024年度実績］
東海春季男子リーグ入替戦勝利
1部昇格（2022年春以来）

男子ハンドボール部

　設立5年目ながら急成長を続ける男子ハンドボール

部。部員37人、マネージャー1人、監督、コーチ、トレー

ナー4人で活動しています。日頃から試合を意識し、お

互いを高め合いながら練習を行った成果により、2024

年春季リーグでは過去最高の成績を収め、念願の西

日本インカレ出場権を勝ち取りました。

［2023年度実績］
東海学生ハンドボール連盟
春季リーグ 2部 優勝（7勝0敗）1部昇格
秋季リーグ 1部 8位（2勝7敗）1部残留

［2024年度実績］
春季リーグ 1部 4勝5敗 第6位
西日本学生ハンドボール選手権大会出場

春季リーグ 2部 優勝（4勝0敗）1部昇格
秋季リーグ 1部 5位（0勝4敗）2部降格
西日本大学選手権 決勝トーナメント進出
東海オープン選手権 準優勝

ク
ラ
ブ
活
動
（
強
化
指
定
ク
ラ
ブ
）

岡
崎
市
内
4
大
学
の
研
究
者
が
集
う

第
23
回「
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を

本
学
で
開
催

ス
マ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
学
科
の

学
生
グ
ル
ー
プ
が
、

愛
知
県
大
学
対
抗
ハ
ッ
カ
ソ
ン

「H
a
c
k

 

A
i
c
h
i＋

2
0
2
3
」

に
て
企
業
賞
を
受
賞

　 

H
a
c
k

 

A
i
c
h
i

 

と
は
、モ
ノ

づ
く
り
王
国・愛
知
の
企
業
が
保
有
す
る
様
々

な
技
術
シ
ー
ズ
を
も
と
に
、大
学
生・大
学
院

生
が
サ
ー
ビ
ス
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョン
を
考
案
す

る
愛
知
県
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。愛
知
県
内

外
の
大
学
生
の
参
加
研
鑽
を
促
す
こ
と
で
、デ

ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
3
年
9
月
9
日
、「H

a
c
k

 
A
i
c
h
i＋

2
0
2
3
」最
終
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、ス
マ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
学

科
の
有
志
学
生
グ
ル
ー
プ
が
C
K
D
株
式

会
社
の
企
業
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。「
ル
ー

チ
ン
ワ
ー
ク
に
や
り
が
い
を
も
た
せ
よ
う
〜

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
で
あ
り
が
ち
な
事
務
作
業

軽
減
〜
」
と
い
う
課
題
に
対
し
、仕
事
に

ゲ
ー
ム
性
を
取
り
入
れ
る
ア
プ
リ「J

O
B

 

“
”

　
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
礎
を
築
い
た
豊
田
佐

吉
氏
は
、少
年
期
に
心
身
鍛
錬
の
た
め
、故

郷
の
静
岡
県
湖
西
市
か
ら
岡
崎
市
の
岩
津

天
満
宮
ま
で
歩
い
て
参
拝
し
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。産
業
大
学
と
し
て
も
の
づ
く
り
人
材

た
す
き
を
つ
な
い
で
走
る

「
佐
吉
ロ
ー
ド
」企
画

硬
式
野
球
部
が
静
岡
県
湖
西
市
か
ら

愛
知
県
岡
崎
市
の
60
キ
ロ
を
走
破

S
W
I
T
C
H

」を
提
案
し
、学
生
ら
し
い
ア

イ
デ
ア
で
あ
る
と
の
好
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

の
育
成
を
担
う
本
学
は
、そ
の
精
神
を
受
け

継
ぎ
未
来
へ
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

同
じ
ル
ー
ト
を
た
す
き
で
つ
な
い
で
走
る「
佐

吉
ロ
ー
ド
」を
企
画
、2
0
2
4
年
3
月
30

日
に
実
施
し
ま
し
た
。硬
式
野
球
部
員
19

人
が
大
学
を
代
表
し
て
挑
戦
、佐
吉
ゆ
か
り

の
道
の
り
を
走
り
な
が
ら
、も
の
づ
く
り
へ
か

け
る
情
熱
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
本
学
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

本
学
は「
岡
崎
産
材
を
活
用
し
た
保
育
園

改
修
の
提
案
」に
つ
い
て
発
表
し
、大
学
院
建

築
学
専
攻
修
士
課
程
2
年
生
の
平
賀
美
希

さ
ん
が
具
体
的
な
保
育
施
設
の
設
計
案
を

紹
介
し
ま
し
た
。70
人
を
超
え
る
大
学
・
地

域
関
係
者
の
来
場
で
会
場
が
賑
わ
い
、大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学
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現
在
の
研
究
は
、情
報
通
信
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
専
門
で
す
が
、そ
こ
に
至
っ
た
理
由
は
、

高
校
3
年
の
頃
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。受
験

す
る
大
学
の
学
部
や
学
科
に
つ
い
て
調
べ
て
い

て
、特
に
通
信（
移
動
通
信
で
ア
ポ
ロ
計
画
や

船
舶
な
ど
）と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
夢
と
希
望
を

感
じ
た
の
で
す
。理
学
部
に
も
興
味
が
あ
り

ま
し
た
が
、直
接
社
会
に
役
立
つ
工
学
部
を

選
択
し
、通
信
と
情
報
を
専
門
と
す
る
工
学

科
を
受
験
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

大
学
3
年
の
と
き
に
、「
デ
ー
タ
通
信
」と
い

う
講
義
に
出
会
い
ま
し
た
。衛
星
パ
ケ
ッ
ト

通
信
な
ど
の
最
先
端
の
技
術
の
話
を
聞
い
た

と
き
、自
分
が
や
り
た
か
っ
た
の
は
こ
れ
だ
と

感
じ
ま
し
た
。そ
の
講
義
の
先
生
の
研
究
室

に
入
り
、も
う
少
し
研
究
し
た
い
と
思
い
大

学
院
修
士
課
程
に
進
学
し
ま
し
た
。将
来

的
に
研
究
者
に
な
ろ
う
と
決
意
し
た
の
が
、

修
士
1
年
の
終
わ
り
頃
で
し
た
。全
国
大
会

や
研
究
会
な
ど
で
の
研
究
発
表
を
通
し
て
、

研
究
者
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

修
士
課
程
修
了
後
は
、日
本
電
信
電
話

公
社（
現
在
、N
T
T
）武
蔵
野
電
気
通
信

研
究
所
に
入
社
し
ま
し
た
。私
が
入
っ
た
研

最
先
端
技
術
に
触
れ

志
し
た
研
究
者
の
夢

［学歴］
名古屋工業大学工学部情報工学科卒業

名古屋工業大学大学院工学研究科修士課程情報工学専攻修了

1981年 3月

1983年 3月

［主な業績］

［学位・称号及び免許・資格］
第一種情報処理技術者（通商産業大臣）

工学博士（名古屋工業大学）

論文題目「情報ネットワークにおける通信プロトコルの性能評価に関する研究」

1982年 1月

1990年 9月

［職歴］
日本電信電話公社（現在，NTT）武蔵野電気通信研究所入社

NTT情報通信処理研究所主任研究員

NTTヒューマンインタフェース研究所主任研究員（1993年3月まで）

名古屋工業大学工学部電気情報工学科 助教授

文部省在外研究員として米国University of South Floridaへ出張（2001年3月まで）

名古屋工業大学工学部電気情報工学科 教授

名古屋工業大学大学院工学研究科情報工学専攻 教授

名古屋工業大学大学院工学研究科 情報工学専攻長（2006年3月まで）

名古屋工業大学工学部 情報工学教育類長（2009年3月まで）

名古屋工業大学大学院工学研究科創成シミュレーション工学専攻 教授

名古屋工業大学 しくみ領域長（2020年3月まで）

名古屋工業大学大学院工学研究科情報工学専攻　教授

名古屋工業大学大学院工学研究科工学専攻 教授（2024年3月まで）

名古屋工業大学 名誉教授

愛知産業大学経営学部 学部長、総合経営学科 教授

1983年 4月

1990年 2月

1991年 7月

1993年 4月

2000年 6月

2001年 8月

2003年 4月

2005年 4月

2007年 4月

2008年 4月

2016年 4月

2016年 4月

2020年 4月

2024年 4月

2024年 ４月

●著書（Book Chapter）： 8編

●解説記事：11編

●学術論文（査読有）：113編

●国際会議論文（査読有）：287編

●基調講演・招待講演：33件

●特許（特願含む）：19件

●表彰：電子情報通信学会通信ソサイエティ活動功労賞（2006年9月）、電子情報通信学会コミュニケーションクオリティ

（CQ）研究会研究賞（2009年7月）、電子情報通信学会通信ソサイエティ功労顕彰状（2009年9月）、Lifetime 

Achievement Award of 9th International Conference on Computer and Communications （ICCC 2023）

（2023年12月）、Best Paper Award: 9件

●学会活動：電子情報通信学会コミュニケーションクオリティ研究専門委員会委員長（2007年5月～2009年5月）・顧問

（2009年5月～）、IEEE Nagoya Section Chair（2017年1月～2018年12月）、映像情報メディア学会東海支部支部長

（2020年5月～2021年4月）、映像情報メディア学会副会長（2020年5月～2022年5月）、情報処理学会東海支部支部

長（2022年4月～2023年5月）、IEEE LMAG Nagoya Secretary（2024年1月～）、IEEE Life Senior Member、

ACM Member、電子情報通信学会フェロー会員、情報処理学会シニア会員、映像情報メディア学会会員

●その他：科研費（研究分担を含む）17件、科研費以外の公的研究費 24件、その他外部資金 7件、国際会議Conference 

Chair 24件、Technical Program Chair 4件、Local Chair 5件、Publicity Chair 3件、Advisory Chair 7件

［専門］情報通信、ネットワーク

経営学部 総合経営学科

石橋 豊 教授

Interview
新任教員紹介 01

究
室
は
主
に
通
信
処
理
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化

研
究
を
行
っ
て
お
り
、在
籍
し
て
い
た
10
年

間
に
3
つ
の
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
研
究
を
行

い
、最
初
の
一つ
は
商
用
化
さ
れ
ま
し
た
。開

発
し
た
も
の
が
商
品
化
さ
れ
る
や
り
が
い
は

さ
る
こ
と
な
が
ら
、自
分
に
と
っ
て
は
論
文
を

書
い
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
の
ほ
う
が
喜
び
が

大
き
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、大
学
の
恩
師
か
ら
お
誘
い
も
あ

り
、工
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
て
名
古
屋
工

業
大
学
に
助
教
授
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。そ

れ
か
ら
ビ
デ
オ
や
音
声
な
ど
の
通
信
サ
ー
ビ
ス

品
質（Q

oS
:Q
ua
lity  

o
f  

Serv
ice

）

制
御
の
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
遅
延
や
パ
ケ
ッ
ト
損

失
な
ど
の
影
響
を
軽
減
す
る
制
御
で
す
。8

年
後
に
教
授
に
昇
任
し
て
か
ら
は
、新
し
い

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
触
覚
情
報
を
扱
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。視
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
に
次
ぐ
第

3
の
メ
デ
ィ
ア
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
た

か
ら
で
す
。さ
ら
に
、通
信
の
臨
場
感
を
向

上
す
る
た
め
、嗅
覚
メ
デ
ィ
ア
も
研
究
対
象

と
し
、人
間
の
五
感
の
う
ち
四
感
ま
で
を
一
緒

に
扱
い
ま
し
た
。

　

直
近
の
10
年
間
は
、力
覚
セ
ン
サ
を
有
す
る

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
遠
隔
か
ら
制
御
し
、よ
り
精

密
な
作
業
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

Q
o
S
制
御
の
他
に
、シ
ス
テ
ム
の
不
安
定
現
象

（
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
振
動
な
ど
）の
発
生
を
抑
制

す
る
、安
定
化
制
御
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。さ

ら
に
、2
0
2
2
年
に
知
の
拠
点
あ
い
ち
重
点

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
IV
期「
多
感
覚
I
C
T

を
用
い
た
フ
レ
イ
ル
予
防・回
復
支
援
シ
ス
テ
ム

の
研
究
開
発
」（
3
年
間
）が
研
究
代
表
者
と
し

て
採
択
さ
れ
、名
古
屋
工
業
大
学
、名
古
屋
大

学
、国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、（
株
）セ
カ

ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
ら
と
の
共
同
研
究
を
推
進
し
て

い
ま
す
。フ
レ
イ
ル
と
は
、健
康
な
状
態
と
要
介

護
の
状
態
の
中
間
段
階
の
心
身
機
能
脆
弱
状

態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。私
は
全
体
の
と
り
ま

と
め
を
は
じ
め
、触
覚
を
用
い
た
仮
想
書
道
シ
ス

テ
ム
、メ
タ
バ
ー
ス
に
よ
る
歩
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の

研
究
開
発
を
担
当
し
て
い
ま
す
。前
者
は
主
に

精
神
的
な
フ
レ
イ
ル（
認
知
症
な
ど
）、後
者
は

身
体
的
な
フ
レ
イ
ル
、社
会
的
な
フ
レ
イ
ル（
孤

立
な
ど
）に
役
立
つ
の
は
な
い
か
と
考
え
て
お

り
、最
終
年
度
で
あ
る
2
0
2
4
年
度
は
実
証

実
験
を
行
う
予
定
で
す
。

　

卒
業
研
究
の
と
き
よ
り
現
在
ま
で
、一
貫
し

て
情
報
通
信・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究
に
従
事

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
非
常
に
幸
運
で
あ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
こ
れ
ら
の
研
究

を
継
続
し
、成
果
を
出
す
こ
と
に
よ
って
、社
会

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

代
表
者
と
し
て
フ
レ
イ
ル

予
防
の
共
同
研
究
に
邁
進

視
・
聴
・
触
・
嗅
覚
を
備
え
た

ロ
ボ
ッ
ト
で
人
々
の
健
康
を
守
る

▲メタバースによる歩行支援システム

▲力覚センサを有する
　遠隔ロボットシステム

▲触覚を用いた
　仮想書道システム

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学
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私
は
こ
れ
ま
で
、公
立
高
校
の
教
諭
を
17

年
、愛
知
県
教
育
委
員
会
で
の
仕
事
を
12

年
、そ
し
て
校
長
職
9
年
の
計
38
年
間
、学

校
教
育
畑
で
の
勤
務
一
筋
に
務
め
て
き
ま
し

た
。近
年
は
県
内
公
立
高
校
の
校
長
・
教
頭
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
会
合
や
全
校
集
会
な
ど
、人
前
で

の
あ
い
さ
つ
や
講
演
は
数
多
く
経
験
す
る
一

方
、い
わ
ゆ
る
教
室
で
の
授
業
か
ら
は
遠
ざ

か
っ
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
春
高
校
教
員
を
退

職
し
、縁
あ
っ
て
愛
知
産
業
大
学
で
21
年
振

り
の
教
壇
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
の
私
は
、改
め
て「
自
身
で
決
断
し
た
人

生
」が
始
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
深
い
感
慨
に
包

ま
れ
て
い
ま
す
。教
諭
で
は
で
き
な
い
経
験
を

し
て
き
た
と
い
う
点
に
お
い
て
充
実
感
は
あ

り
ま
す
が
、公
務
員
、い
わ
ゆ
る
宮
仕
え
人
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、こ
れ
ま
で
一
度
も
職
場
や
職

位
を「
選
ぶ
」こ
と
が
で
き
る
場
面
に
出
合
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。授
業
担
当
者・

学
級
担
任
・
部
活
動
顧
問
と
い
う
3
足
の
草

鞋
を
履
く
教
員
に
な
る
こ
と
を
志
し
て
大
学

に
進
学
し
、自
ら
の
意
思
で
教
員
採
用
試
験

を
受
験
し
た
と
き
の
初
心
を
全
う
で
き
た

か
、と
い
う
点
で
は
、何
か
忘
れ
物
を
し
て
き

た
よ
う
な
気
が
し
て
い
た
の
で
す
。

 

今
は
ま
さ
に
、38
年
前
の
新
任
教
員
に
戻
っ

た
よ
う
で
す
。言
い
過
ぎ
だ
と
言
わ
れ
そ
う

で
す
が
、こ
れ
か
ら
が
む
し
ろ「〝
第
1
〞の
人

［専門］日本文学、言語学、国語教育法、学校経営学

造形学部 建築学科

柴田 悦己 教授
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生
」な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。学

生
た
ち
と
触
れ
合
う
こ
と
は
と
て
も
新
鮮

で
、古
く
か
ら
の
教
員
仲
間
に
会
う
と「
柴
田

さ
ん
、本
当
に
楽
し
そ
う
だ
ね
」な
ど
と
羨
ま

し
が
ら
れ
て
い
ま
す
。実
際
に
は
多
く
の
新
科

目
を
担
当
し
、常
に
授
業
準
備
に
追
わ
れ
て

い
る
の
で
す
が
、確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
い

る
の
も
事
実
で
す
。

　

教
育
を
天
職
だ
と
感
じ
て
い
る
私
で
す
が
、

小
学
生
の
頃
は
、野
口
英
世
の
偉
人
伝
や
漫

画「
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
」な
ど
の
影
響
で
医
者

に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、当
時
愛
読
し

て
い
た
学
習
雑
誌
の
付
録
で
あ
っ
た
職
業
適

性
検
査
を
や
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、抜
群
に
中
学・

高
校
教
師
に
向
い
て
い
る
と
の
結
果
が
で
ま

し
た
。あ
ま
り
に
も
安
易
で
単
純
な
決
め
方

だ
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、そ
の
時

初
め
て
教
員
と
い
う
職
業
を
意
識
し
、医
者

で
な
く
て
も
人
の
心
を
癒
や
し
、時
に
は
人
生

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
道
が
あ
る
こ
と
に

気
付
い
た
の
で
す
。人
間
の
成
長
段
階
の
な
か

で
、と
り
わ
け
高
校
生
の
時
期
の
教
育
に
関

わ
る
こ
と
は
、子
ど
も
た
ち
の
人
生
に
多
大
な

影
響
を
与
え
ま
す
。近
年
、教
職
へ
の
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
が
、実
に
社
会
的
意
義
が
高
く
、価
値
あ

る
仕
事
だ
と
今
も
っ
て
感
じ
て
い
ま
す
し
、経

験
者
の一
人
と
し
て
そ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
く

責
任
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、こ
と
ば
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い

［主な研究・発表等業績］

［略歴］
筑波大学第二学群比較文化学類卒業

愛知県立豊田北高等学校 教諭 （至 1993年3月）

愛知県立刈谷高等学校 教諭 （至 2003年3月）

愛知県教育委員会学習教育部高等学校教育課 指導主事 （至 2007年3月）

愛知県教育委員会学習教育部高等学校教育課 主査 （至 2010年3月）

愛知県教育委員会学習教育部高等学校教育課 課長補佐 （至 2011年3月）

愛知県教育委員会学習教育部高等学校教育課 主幹 （至 2012年3月）

愛知県立岡崎東高等学校長 （至 2016年3月）

愛知県教育委員会学習教育部高等学校教育課長 （至 2018年3月）

愛知県教育委員会学習教育部長 （至 2019年3月）

愛知県立岡崎高等学校長 （至 2024年3月）

愛知産業大学造形学部建築学科 教授

1986年 3月

1986年 4月

1993年 4月

2003年 4月

2007年 4月

2010年 4月

2011年 4月

2012年 4月

2016年 4月

2018年 4月

2019年 4月

2024年 4月

１．教科指導（国語）に関する啓発資料「関心と意欲を引き出す表現指導の試み　－卒業生の残した書簡集を教材にしてー」（愛知県教育委員会　2002.10）

２．教科教育（国語）に関する提言「生涯学習を見据えた国語力の育成　―本県の県立高等学校の取組を例としてー」（『月刊国語教育』東京法令出版 2006.12）

３．進学指導部会における研究「高等学校における進学指導の現状と課題　―コミュニケーション能力の向上の観点からー」（愛知県公立高等学校長会研究集録 2012）

４．校長研修、教頭研修等、各種教員研修における講師（愛知県教育委員会及び愛知県公立高等学校長会主催、2012～2024） 

［社会的活動］
１．常用漢字表改定に伴う学校教育上の対応に関する専門家会議委員（文部科学省主催、2002） 

２．愛知県公立高等学校長会 会長 （2020.4～2022.3）、愛知県公立高等学校長会 顧問 （2022.4～2024.3） 

公
立
学
校
教
員
生
活
を
終
え
、

「〝
第
1
〞の
人
生
」が
ス
タ
ー
ト

　

本
年
度
は
、全
学
科
の
学
生
が
選
択
す
る

教
養
科
目
と
し
て
、レ
ポ
ー
ト
や
論
文
の
書
き

方
な
ど
学
び
方
を
教
え
る「
ス
タ
デ
ィ
ス
キ

ル
」、さ
ら
に「
文
章
表
現
法
」、「
倫
理
学
」、

「
現
代
文
化
論
」を
担
当
し
て
い
ま
す
。授
業

の
度
に
提
出
さ
れ
る
週
4
0
0
枚
近
い
授
業

プ
リ
ン
ト
や
レ
ポ
ー
ト
を
一
枚
一
枚
添
削
す
る

作
業
は
か
な
り
骨
が
折
れ
ま
す
が
、朱
を
入

れ
て
返
却
す
る
と
、う
れ
し
そ
う
な
表
情
で

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
喜
ぶ
学
生
の

姿
に
接
し
、大
い
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。こ
の
自
然
豊
か
な
原
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰

囲
気
の
良
さ
が
影
響
し
て
い
る
の
か
、素
直
で

心
根
の
ま
っ
す
ぐ
な
学
生
像
が
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
教
員
と
し
て
、そ
し
て
校
長
と
し

て
、こ
と
ば
を
大
切
に
し
な
が
ら
一
人
で
も
多

く
の
人
に「
伝
え
る
」こ
と
に
努
め
て
き
ま
し

た
。私
が
心
の
中
で
い
つ
も
つ
ぶ
や
い
て
い
る
こ

「
今  

こ
こ
」を
大
切
に
し
な
が
ら

人
の
あ
り
方
、生
き
方
を
考
え
る

と
ば
の一つ
に
、「
今　

こ
こ
」が
あ
り
ま
す
。こ

れ
は
文
字
ど
お
り「
自
分
が
存
在
し
た
り
所

属
し
た
り
し
て
い
る
時
間
と
場
所
を
大
切
に

す
る
」と
い
う
意
味
で
す
が
、「
自
分
を
見
つ

め
る『
も
う
一
人
の
自
分
』に
よ
り
、客
観
的
に

自
分
を
見
つ
め
る
」と
い
う
意
味
で
も
あ
り

ま
す
。そ
の
ほ
か
に
も
、こ
れ
ま
で
折
に
触
れ
、

伝
え
て
き
た
こ
と
ば
は
数
え
き
れ
ま
せ
ん
。

　

講
義
な
ど
を
通
し
て
、こ
れ
か
ら
社
会
へ
羽

ば
た
く
学
生
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
掛
け

を
し
な
が
ら
、社
会
人
と
し
て
の
あ
り
方
や

地
域・企
業
へ
の
貢
献
の
意
味
、そ
し
て
一
人
の

人
間
と
し
て
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
む
の
か
、

と
も
に
真
摯
に
追
求
し
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▲研究室にて

▲これまで子どもたちに伝えてきた「ことば」

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学
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自
然
が
豊
か
な
愛
知
県
大
府
市
で
生
ま
れ

育
ち
ま
し
た
。実
家
が
造
園
業
を
営
ん
で
い
た

こ
と
も
あ
り
、廃
材
や
石
材
な
ど
が
身
近
に
あ

る
環
境
。子
ど
も
の
頃
は
、自
然
と
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
自
由
に
も
の
づ
く
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。小
・
中
学
生
時
代
は
ス

ポ
ー
ツ
と
読
書
に
熱
中
し
て
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な

ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
著
書
を
好
ん
で
読
ん
で
い
ま
し

た
。高
校
生
に
な
り
、友
人
の
影
響
で
デ
ザ
イ
ン

の
び
の
び
育
っ
た
幼
少
期

も
の
づ
く
り
や
デ
ザ
イ
ン
に
興
味

　

大
学
で
の
久
野
紀
光
先
生
と
の
出
会
い
は
、

と
て
も
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
し
た
。そ
れ
ま
で
知
識
や
作
法
と
し
て
建
築

を
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、例
え
ば「
な
ぜ
住
宅
は

北
側
に
寄
せ
て
南
側
に
庭
が
な
け
れ
ば
い
け
な

い
ん
だ
ろ
う
？
」と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
話
が
は
じ

ま
る
先
生
の
授
業
。当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
こ
と
が
、考
え
る
べ
き
対
象
と
な
る
面
白
さ

を
知
り
ま
し
た
。大
学
で
の
教
育・研
究
と
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
ワ
ー
ク
の
実
施
設
計
を
両
輪
と
し

て
活
動
し
て
い
る
姿
に
も
影
響
を
受
け
、気
付

け
ば
建
築
の
世
界
に
の
め
り
込
み
、コ
ン
ペ
や
共

同
研
究
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、い
つ

か
自
分
も
大
学
に
い
な
が
ら
設
計
し
た
い
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
院
を
卒
業
後
、東
京
の
ア
ト
リ
エ
で
修

行
を
積
み
、夢
で
あ
っ
た
大
学
教
員
と
し
て
愛

知
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。以
来
、学
生

た
ち
と
一
緒
に
実
践
的
に
手
を
動
か
し
、ま
ち

づ
く
り
の
プ
ロ
ジ
ェク
ト
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま

「
あ
た
り
ま
え
」を
疑
う
恩
師
と
の

出
会
い
で
建
築
に
の
め
り
込
む

［主な業績］

［略歴］
名古屋市立大学大学院芸術工学研究科 建築都市領域 修了
一級建築士事務所 株式会社アトリエ・天工人（至 2016年3月）
名古屋市立大学大学院芸術工学研究科 建築都市領域 助教（至 2024年3月）
大同大学 非常勤講師（至 2021年3月）
一級建築士事務所 合同会社ZSA パートナー（現在に至る）
愛知産業大学造形学部建築学科 准教授
名古屋市立大学大学院 研究員

2011年 3月
2011年 4月
2016年 4月
2018年 4月
2019年10月
2024年 4月
2024年 4月

●建築内観写真からみる外部への眺めの構図／芸術工学会誌2011／2011／芸術工学会奨励賞
●亀崎三軒長屋 レトロフィット&コンバージョン（共著）／日本建築学会 日本建築学会作品選集2018／2018
●コンバージョンされた欧州の美術館における空間操作の構成類型（共著）／日本建築学会大会／2019
●現代日本住宅作品における敷地形態と建築空間の平面輪郭の構成類型（共著）／日本建築学会大会／2019
●亀崎三軒長屋 レトロフィット&コンバージョン（共著）／新建築20208月号／2020
●日本空間デザイン賞 入賞（星乃珈琲店 守谷店）／2022年
●Color Standards in City Planning and Shop Facade Design Change （共著）／AICA2023／2023
●景観計画における色彩基準と店舗ファサードデザイン変更の実態（その1）（共著）AIJ東海支部研／2023
●第36回茨城建築文化賞 優秀賞（星乃珈琲店 守谷店）／2023年
●景観計画における色彩基準と店舗ファサードデザイン変更の実態（その2,3,4）（共著）AIJ東海支部研／2024

［主な研究テーマ］
景観計画における色彩基準と店舗ファサードデザイン変更の実態 
地域支援と保護者支援を見据えた児童発達支援センターにおける活動空間の研究

［社会的活動］
日本建築学会 東海支部 設計計画委員会 幹事 
愛知14大学合同企画展・合同講評会・コンペ 審査員 

［主な研究・発表等業績］

［略歴］
大阪大学大学院 工学研究科 博士前期課程 知能・機能創成工学専攻 修了
株式会社デンソー 入社（至2022年5月）
株式会社日本自動車部品総合研究所 出向（至2017年3月）
名古屋工業大学大学院 工学研究科 博士後期課程 情報工学専攻 修了
博士（工学）取得 名古屋工業大学「触感に着目したストレス緩和効果を引き出すロボットの開発」
株式会社国際電気通信基礎技術研究所 連携研究員（現在に至る）
大阪大学大学院 工学研究科 機械工学専攻 特任研究員（常勤）（至2024年3月）
愛知産業大学 造形学部 スマートデザイン学科 准教授

2012年 3月
2012年 4月
2012年11月
2018年 3月

2021年 7月
2022年 6月
2024年 4月

1.“セラピーロボットのストレス緩和効果を高める硬度の実験的検討”（単著）,
  計測自動制御学会論文集, Vol.60, No.1, pp.2-7 （2024.1） 
2.“Is two cuter than one? Number and relationship effects on the feeling of kawaii toward social robots”
（共著）, PLOS ONE, Vol.18, No.10, e0290433 （2023.10） 
3.“繊維製セラピーロボットの手入れ方法提案に向けた実態調査”（単著）,
  計測自動制御学会論文集, Vol.59, No.1, pp.48-50 （2023.1） 
4.“ユーザの性格特性がユーザの働きかけに対するロボットの反応による心理的ストレス緩和効果に与える影響”
（単著）, 計測自動制御学会論文集, Vol.57, No.4, pp.203-208 （2021.4） 
5.“ユーザの性格特性がユーザの働きかけに対するロボットの反応への印象に与える影響”（単著）,
  計測自動制御学会論文集, Vol.56, No.1, pp.2-7 （2020.1） 

1. セラピーロボットの設計指針提案に向けたストレス緩和効果を高める要素の検討 
2. ユーザのストレス状態に適した癒しを提供するセラピーロボットシステムの提案

［所属学会等］
計測自動制御学会、日本感性工学会、情報処理学会 

［主な研究テーマ］

考
え
を
重
ね
、設
計
で
課
題
を
解
決
す
る
醍
醐
味

癒しのロボットが
社会実装される日を夢みて

す
。ま
た
、個
人
で
も
設
計
事
務
所
を
い
く
つ

か
共
同
主
宰
し
、デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
等
で
得
た
案

件
を
進
行
し
て
い
ま
す
。教
壇
に
立
ち
な
が
ら

日
々
イ
ン
プ
ッ
ト
と
リ
サ
ー
チ
の
繰
り
返
し
で

す
が
、そ
れ
こ
そ
が
自
身
を
深
め
る
た
め
の
手

段
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。デ
ザ
イ
ン
や
設
計
に

と
っ
て
大
切
な
も
の
は「
課
題
設
定
と
ニ
ー

ズ
」。調
べ
、考
え
続
け
、や
っ
と
見
つ
け
た
課
題

の
解
決
方
法
を
建
築
で
提
案
で
き
た
と
き
、何

よ
り
の
喜
び
を
感
じ
ま
す
。ぜ
ひ
学
生
た
ち
に

も
そ
の
瞬
間
の
達
成
感
を
感
じ
て
も
ら
い
た

い
。そ
ん
な
や
り
が
い
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
こ

と
を
、心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

や
建
築
の
世
界
を
知
り
、漠
然
と
そ
の
よ
う
な

道
に
進
み
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

入
学
し
た
名
古
屋
市
立
大
学
の
都
市
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科（
現
：
建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学

科
）は
、芸
術
工
学
部
に
属
し
て
い
ま
す
。当
初

は
家
具
や
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
も

興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、１
年
次
か
ら
建
築
の

専
門
講
義
が
あ
り
、自
然
と
建
築
分
野
に
意

識
が
向
い
て
い
き
ま
し
た
。

▲星乃珈琲店守谷店

Interview 新任教員紹介 03

［専門］建築設計、インテリアデザイン

造形学部 建築学科 寺嶋 利治 准教授

Interview 新任教員紹介 04

［専門］感性ロボティクス

造形学部スマートデザイン学科 林 里奈 准教授

　
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
専
門
に
、一緒
に
い
る
と
ほ

ん
わ
か
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
現
に
向
け
て
研
究

を
し
て
い
ま
す
。小
学
生
の
頃
は
文
学
少
女
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
読
ん
で
い
ま
し

た
。中
学
生
に
な
る
と
、源
氏
物
語
や
古
事
記

な
ど
の
古
典
に
惹
か
れ
、著
者
ゆ
か
り
の
地
を

巡
る
な
ど
し
て
自
分
な
り
の
解
釈
を
レ
ポ
ー
ト

に
ま
と
め
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
研
究
者
の
方
と

議
論
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。文
学
作
品
に
は

様
々
な
解
釈
が
あ
り
、正
解
は一つ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
面
白
い
の
で
す
が
、議
論
を

重
ね
る
な
か
で
、そ
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。文
学
の
難
し
さ
に
挫
折
し
た
時
、出
合
っ
た

の
が
メ
ン
タ
ル
コ
ミ
ッ
ト
ロ
ボ
ッ
ト「
パ
ロ
」で
す
。

　

産
業
技
術
総
合
研
究
所
が
開
発
し
た
そ
れ

は
、見
た
目
は
ふ
わ
ふ
わ
と
し
た
か
わ
い
ら
し
い
タ

テ
ゴ
ト
ア
ザ
ラ
シ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
な
の
で
す
が
、体

全
体
に
触・視・聴
覚
セ
ン
サ
ー
が
あ
り
、人
工
知

能
を
搭
載
し
て
い
ま
し
た
。外
の
環
境
を
認
識

し
、な
で
る
と
声
を
出
し
て
喜
び
、名
付
け
て
繰

り
返
し
呼
び
か
け
る
と
学
習
し
て
反
応
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。動
作
を
さ
せ
る
う
ち
に
個
体

ご
と
の
個
性
ま
で
出
て
く
る
と
知
り
、抱
い
た
り

話
し
か
け
た
り
す
る
こ
と
で
利
用
者
が
癒
や
さ

れ
、心
の
ケ
ア
に
つ
な
が
る
ロ
ボ
ッ
ト・セ
ラ
ピ
ー
と

い
う
分
野
に
と
て
も
興
味
を
惹
か
れ
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト
と
の

出
合
い
で
開
か
れ
た
研
究
者
の
道

　

そ
れ
か
ら
、大
学
院
で
一
貫
し
て
癒
し
の
ロ

存
在
だ
け
で
癒
さ
れ
る

セ
ラ
ピ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
た
い

ボ
ッ
ト
の
開
発・研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ボ
ッ
ト

は
、開
発
者
の
経
験
や
勘
を
頼
り
に
試
行
錯
誤

を
重
ね
開
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の
設

計
指
針
を
つ
く
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

癒
し
と
は
何
か
？
ど
う
いっ
た
も
の
で
引
き
出

せ
る
の
か
？
柔
ら
か
さ
、重
さ
な
ど
の
要
素
を

か
み
く
だ
い
て
定
義
し
、そ
れ
ら
の
実
現
に
必

要
な
セ
ン
サ
ー
や
ア
ク
チ
ュエ
ー
タ
ー
の
開
発
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

私
の
癒
し
の
理
想
図
は
、縁
側
で
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
お
茶
を
す
す
り
、そ
の
横
に
猫
が
佇

ん
で
い
る
様
子
。ふ
れ
あ
い
は
な
く
て
も
、そ
の

存
在
に
よ
っ
て
癒
さ
れ
る
、そ
の
よ
う
な
関
係

を
構
築
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。技
術
の
進
化
に
よ
っ
て
、今
後
ロ

ボ
ッ
ト
が
よ
り
日
常
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
き
、癒
し
と
い
う
要
素
は
必

要
不
可
欠
に
な
る
で
し
ょ
う
。こ
の
大
学
で
さ

ら
に
研
究
を
深
め
、開
発
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
社

会
実
装
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、学
生
た
ち

と
奮
闘
し
ま
す
。

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学
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▲木製足踏み式アルコールポンプ ▲作品『木製オートバイ』

▲図1：人と人のコミュニケーションに介入する
　会話支援ロボットの研究
　－科研費・若手研究（B）（課題番号16K16102）

UNIVERSITY, JUNIOR COLLEGE

 

3
6
0
度
、見
渡
す
限
り
森
林
に
囲
ま
れ
た

兵
庫
県
丹
波
市
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。実

家
は
商
売
を
し
て
お
り
、幼
い
頃
か
ら
父
親
に

連
れ
ら
れ
て
大
阪
船
場
に
あ
る
問
屋
を
よ
く

訪
れ
ま
し
た
。中
学
生
に
な
っ
た
あ
る
日
、通
い

慣
れ
た
店
内
に
ズ
ラ
リ
と
並
ん
だ
ヤ
カ
ン
に
目

が
留
ま
り
ま
し
た
。あ
り
ふ
れ
た
も
の
し
か
知

ら
な
か
っ
た
私
は
、そ
の
デ
ザ
イ
ン
の
多
種
多
様

さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。身
の
回
り
に
あ
る
も

の
全
て
は
誰
か
が
デ
ザ
イ
ン
し
、誰
か
の
手
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
、と
い
う
当
た
り
前
の

こ
と
に
気
付
い
た
瞬
間
。も
の
づ
く
り
の
道
を

目
指
し
た
き
っ
か
け
で
あ
り
、そ
の
時
の
興
奮

は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

 

そ
の
後
、愛
知
産
業
大
学
で
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ

イ
ン
を
学
び
、自
分
の
手
で
モ
ノ
を
生
み
だ
す

魅
力
に
取
り
つ
か
れ
ま
し
た
。ま
た
、デ
ザ
イ
ン

し
た
も
の
を
自
分
の
手
で
カ
タ
チ
に
し
た
い
と

の
思
い
が
強
く
な
り
、一人
で
全
工
程
を
担
う
こ

と
が
で
き
る
木
工
の
世
界
に
魅
か
れ
て
い
き
ま

し
た
。卒
業
後
は
木
製
品
の
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
、

手
掛
け
た
商
品
を
世
に
送
り
出
す
夢
を
叶
え

ま
し
た
。職
場
だ
け
に
飽
き
足
ら
ず
、休
日
は

市
営
の
工
房
に
通
い
、週
7
日
間
、朝
か
ら
晩

ま
で
木
工
に
明
け
暮
れ
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

　

2
0
0
5
年
か
ら
は
本
学
実
習
棟（
モ
デ
リ

ン
グ
ス
タ
ジ
オ
）の
技
術
指
導
員
と
し
て
学
生

た
ち
と
共
に
も
の
づ
く
り
に
励
み
、今
日
に
至

り
ま
す
。

　

木
工
は
身
近
な
資
源
を
カ
タ
チ
に
す
る
こ

と
で
、人
々
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
分
野
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
飛
沫

防
止
ス
ク
リ
ー
ン
や
足
踏
み
式
の
ア
ル
コ
ー
ル

ポ
ン
プ
を
製
作
し
ま
し
た
。世
に
は
流
通
し
て

い
な
い
も
の
を
、身
近
な
木
材
を
使
っ
て
ゼ
ロ
か

ら
生
み
だ
す
経
験
を
通
し
て
、木
工
の
魅
力
や

可
能
性
を
、私
自
身
が
再
認
識
し
た
出
来
事

で
し
た
。

　

ほ
ん
の
数
十
年
先
を
生
き
た
先
人
た
ち

は
、身
の
回
り
に
あ
る
森
林
資
源
と
と
も
に
、

現
代
に
合
っ
た

木
工
の
在
り
方
を
考
え
る

［学歴］
愛知産業大学造形学部産業デザイン学科卒業

京都芸術大学大学院芸術研究科芸術専攻修了

1996年 3月

2024年 4月

［主な業績および活動］

［職歴］
有限会社バニークラフト（至1997年3月）

中田工芸株式会社（至2005年9月）

愛知産業大学実習棟（モデリングスタジオ）技術指導員（至2024年3月）

愛知産業大学造形学部建築学科講師

1996年 4月

1997年 5月

2005年10月

2024年 4月

●公募展「全日本食品サンプルあーとグランプリin郡上」準グランプリ受賞 2014年7月

●ジブリパーク建築物の制作（「猫の事務所」の制作および「地球屋」装飾を担当）

　2020年１月～2022年3月

●「日本の伝統的建築技法を活用した木製足踏み式アルコールポンプ」共著

　日本デザイン学会 デザイン学研究作品集27号2021 2021年3月

●京都芸術大学大学院芸術研究科 修士研究「移動可能な木造住宅の研究」

　作品名「湖畔に運ぶ家」 学長賞受賞 2024年3月

 

私
は
、小
学
生
の
頃
ア
メ
リ
カ
の
S
F
映
画

「B
ack  

to  

the  Future

」の
登
場
人
物

エ
メッ
ト・ブ
ラ
ウ
ン
博
士
に
憧
れ
、自
分
も
発
明

家
に
な
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。中
学
生
に
な

り
、父
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
中
古
の

P
C
9
8
0
1
、M
S
X
等（
元
祖・パ
ー
ソ
ナ

ル
コ
ン
ピュ
ー
タ
）で
、B
A
S
I
C
言
語
を
用
い

た
ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
熱
中
。こ
の
頃
か

　

こ
れ
ま
で
に
、ロ
ボ
ッ
ト
の
ふ
る
ま
い
や
発
話

の
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
て
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

の
苦
手
な
内
気
な
人
で
も
会
話
を
楽
し
く
続

け
ら
れ
る
手
助
け
を
す
る
会
話
促
進
ロ
ボ
ッ
ト

（
愛
称
：
ニュ
ー
ト
）を
構
築
し
ま
し
た
。「
思
わ

ず
発
言
が
促
さ
れ
た
」、「
自
分
か
ら
会
話
を

切
り
出
せ
た
」な
ど
、人
の
気
持
ち
を
揺
り
動

か
し
な
が
ら
、人
同
士
の
能
動
的
な
コ
ミ
ュニ

ロ
ボ
ッ
ト
構
築
を
通
し
て

社
会
に
広
く
貢
献
し
た
い

ものづくりの道を志し、
奥深き木工の世界へ

木
工
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
。得
手
不
得
手
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、木
工

を
は
じ
め
と
す
る「
も
の
づ
く
り
」を
一
部
の
人

間
の
特
殊
能
力
に
し
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
や
地
産

地
消
が
謳
わ
れ
る
昨
今
に
お
い
て
も
木
工
は
そ

れ
ら
と
非
常
に
相
性
が
良
く
、こ
れ
か
ら
の
時

代
に
こ
そ
必
要
と
さ
れ
る
分
野
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。現
代
に
合
っ
た
木
工
の
在
り
方

を
、こ
れ
か
ら
を
生
き
る
後
輩
た
ち
と
探
り
続

け
る
こ
と
が
、私
の
使
命
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Interview 新任教員紹介 06

［専門］木工、家具デザイン、木造建築、建築材料

造形学部 建築学科 森本 達也 講師

映画の博士に憧れ
発明家を夢見た幼少期

Interview 新任教員紹介 05

［専門］インタラクションデザイン、UI/UX

造形学部 スマートデザイン学科 大島 直樹 准教授

［学歴］

［職歴］

［主な研究テーマ］
1.肩乗り型ふれあいロボットによるコミュニケーション場の活性化に関する実証実験

2.一人暮らし高齢者の孤独を防ぐagent仲介型の遠隔コミュニケーション場の研究

3.構成的手法に基づく内気な人の予期メカニズム解明と会話支援ロボットの行動モデル確立

［主な論文および発表］
1.Designing Conversational Human-Robot Collaborations in Silence, HCII （2024.06）.
2.異能エージェントの提案, ヒューマンインタフェース学会論文誌 （2024.05）.
3.Pocketable-Bones: Self-Augment Mobile Robot Mediating our Sociality, JRM （2023.05）.
4.ときどきモノ忘れする〈Talking-Bones〉は子どもたちのどのような関係形成の媒介になるのか？，
HAIシンポジウム （2021.03）.
5.遠隔共食コミュニケーションの場を調整するエージェントのデザイン, HCGシンポジウム （2020.12）.

長野工業高等専門学校, 電子制御工学科
豊橋技術科学大学, 工学部, 知識情報工学課程（3年次編入） 
豊橋技術科学大学, 工学研究科, 知識情報工学専攻 
豊橋技術科学大学, 工学研究科, 電子・情報工学専攻 

2002年4月 - 2007年3月
2007年4月 - 2009年3月
2009年4月 - 2011年3月
2011年4月 - 2014年3月

東京電機大学, 情報環境学部情報環境学科, 非常勤講師
東京電機大学, 情報環境学部情報環境学科, 助教 
東京電機大学, システムデザイン工学部デザイン工学科, 助教 
豊橋技術科学大学, エレクトロニクス先端融合研究所, 講師 
豊橋技術科学大学, 次世代半導体・センサ科学研究所, 講師 
愛知産業大学, 造形学部スマートデザイン学科, 准教授 

2014年4月 - 2014年8月
2014年9月 - 2018年3月
2018年4月 - 2019年4月
2019年5月 - 2023年3月
2023年4月 - 2024年3月
2024年4月 - 現在　　 

ら
、将
来「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
人
に
対
し
て
協
力

的
な
対
話
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
未
来
社
会

を
実
現
し
た
い
」と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

技
術
が
必
要
な
の
か
を
学
ぶ
た
め
、長
野
工
業

高
等
専
門
学
校（
高
専
）に
進
学
、さ
ら
に
豊

橋
技
術
科
学
大
学
に
3
年
次
編
入
し
、知
識

を
深
め
て
き
ま
し
た
が
、ま
だ
幼
少
期
か
ら
の

夢
で
あ
る
コ
ン
ピュ
ー
タ
と
の
対
話
の
実
現
に
は

至
って
い
ま
せ
ん
。

ケ
ー
シ
ョン
を
引
き
出
す
効
果
が
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
ま
す（
図
1
）。

　

ま
た
、チ
ャッ
ト
ボ
ッ
ト
、IoT

セ
ン
サ
、ク
ラ

ウ
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、人
工
知
能（
深
層
学
習
）

と
いっ
た
最
先
端
の
情
報
技
術
を
駆
使
し
て
、

人
同
士
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る

た
め
に
介
入
す
る
エ
ー
ジェン
ト
の
開
発
も
進
め

て
い
ま
す
。一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
社
会
的
孤

立
防
止
や
、遠
隔
地
家
族
間
のQ

o
L

向
上
の

た
め
に
、生
活
空
間
に
配
置
し
たIoT

セ
ン
サ

デ
ー
タ
の
蓄
積・分
析
に
基
づ
き
、相
手
の
遠
隔

共
食
に
対
す
る
身
体
的・心
理
的
な
準
備
状
況

な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
仲
介
型
の

エ
ー
ジ
ェン
ト
で
す
。人
と
は
異
な
る
エ
ー
ジ
ェン

ト
を「
仲
介
役
」と
す
る
こ
と
で
、直
接
言
い
づ

ら
い・聞
き
づ
ら
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
弁
し
て
伝

え
て
く
れ
る
な
ど
、遠
隔
地
家
族
間
の
仲
を
取

り
も
つ
機
能
を
実
現
し
ま
す
。

　

今
後
も
、オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
コ
ン
セ

プ
ト
立
案
、ロ
ボ
ッ
ト
や
エ
ー
ジ
ェン
ト
の
デ
ザ
イ

ン
造
形
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
シ
ス
テ
ムへの

実
装
を
極
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
な
ロ
ボ
ッ
ト
構
築
の
研
究
活
動
を
通
し
て
、

研
究
室
で
の
学
生
教
育
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
か
ら

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
の
対
話
を
試
み
る

日
常
の
中
に
あ
る

デ
ザ
イ
ン
に
気
付
く

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

16 15
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愛
知
産
業
大
学

　

令
和
6
年
4
月
8
日（
月
）か
ら
13
日（
土
）の

6
日
間
、東
京
日
本
橋
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
ノ

ン
で
開
催
さ
れ
た「
紙
版・シ
リ
コペ・ペ
ー
パ
ー
ス
ク

リ
ー
ン
の
世
界
」展
に
、大
学
通
信
教
育
部
か
ら

学
生
12
名
、卒
業
生
1
名
、教
員
1
名
、職
員
1

名
の
14
名
が
34
点
の
作
品
を
出
品
し
ま
し
た
。

　

展
覧
会
に
は
美
術
愛
好
者
の
ほ
か
、作
家
や
教

育
関
係
者
、美
術
雑
誌
の
記
者
も
訪
れ
ま
し
た
。

高
度
な
表
現
の
多
様
性
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
も

に
、誰
も
が
簡
単
に
取
り
組
め
る
こ
と
、昨
今
版

画
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
身
体
や
費
用
、環
境
へ
の

負
担
も
少
な
く
て
す
む
こ
と
な
ど
紙
版
画
の
魅

力
を
知
って
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。子
ど

も
の
教
材
に
と
ど
ま
ら
ず
、版
画
作
家
の
表
現
手

法
と
し
て
可
能
性
を
秘
め
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
感
想
を
多

く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

個
人
的
な
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、本
学
の

通
信
教
育
部
に
て
建
築
の
教
育
、研
究
活
動
を

行
う
傍
ら
、2
0
2
1
年
4
月
に
明
治
大
学

大
学
院
博
士
後
期
課
程
に
社
会
人
学
生
と
し

て
入
学
し
、2
0
2
4
年
に
同
課
程
を
修
了
、

そ
の
間
に
執
筆
し
た
博
士
論
文
が
受
理
さ
れ
、

博
士（
工
学
）の
学
位
を
取
得
し
ま
し
た
。博

士
論
文
は「
植
物
資
源
を
用
い
た
循
環
型
建

築
材
料
の
開
発
と
利
用
促
進
に
関
す
る
研

究
」と
題
し
、地
球
温
暖
化
や
資
源
問
題
が
顕

在
化
す
る
現
代
に
お
い
て
、建
築
の
設
計
や
使

用
さ
れ
る
建
築
材
料
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て

い
く
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、石
油
や
鉱
物
由
来
の
近
代
的
な

建
築
材
料
の
マ
テ
リ
ア
ル・リ
サ
イ
ク
ル
、樹
木

や
草
本
に
代
表
さ
れ
る
植
物
由
来
の
建
築
材

料
の
活
用
に
つ
い
て
の
既
往
事
例
を
体
系
的
に

整
理
し
た
上
で
、未
活
用
の
植
物
資
源
と
し
て

の
茅
に
可
能
性
を
見
出
し
、様
々
な
密
度
で
茅

を
圧
縮
成
形
し
た
ボ
ー
ド
を
試
作
、そ
れ
等
を

壁
体
や
家
具
の
材
料
と
し
て
使
用
し
た
ワ
ー
ク

通
信
教
育
部「
版
画
ク
ラ
ブ
」

東
京
日
本
橋
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
展
示

博
士（
工
学
）学
位
取
得
論
文
の
紹
介

　

今
年
の
三
月
に
奈
良
女
子
大
学
大
学
院
よ

り
博
士（
学
術
）の
学
位
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

博
士
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は「
戸
建
て
住
宅
の
空
き

家
を
住
ま
い
以
外
の
用
途
で
利
活
用
す
る
た
め

の
研
究 

―
初
期
費
用
と
改
修
工
事
を
中
心
に

―
」で
す
。簡
単
に
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

日
本
で
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
伴

い
、空
き
家
率
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。市
町
村
に
よ

る
空
き
家
の
利
活
用
は
、「
移
住・定
住
」や「
二

博
士
論
文
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
6
月
に
、豊
田
市
足
助
の
町
並
み

が
愛
知
県
初
の「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
を
機
に
、

将
来
の
町
並
み
保
存
や
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手

で
あ
る
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
、郷
土
の
歴
史

や
町
並
み
保
存
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
ほ

豊
田
市
足
助「
重
伝
建
の
町
並
み
」を

活
用
し
た
構
築
環
境
教
育
の
実
践

通
信
教
育
部

▲地域居住とまちづくり
　中山徹（編）

し
い
、と
い
う
豊
田
市
文
化
財
課
足
助
分
室
の

想
い
か
ら
平
成
25
年
度
に
始
ま
り
ま
し
た
。今

年
度
で
12
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
は
豊
田

市
か
ら
委
託
さ
れ
て
、ど
の
学
年
に
、ど
の
時
期
に
、

ど
の
よ
う
な
内
容
で
行
う
と
よ
い
か
、学
年
の
学
習

課
題
に
合
わ
せ
て
、タ
イ
ミ
ン
グ
や
内
容
を
模
索
し

ま
し
た
。そ
の
3
年
間
の
成
果
を
、豊
田
市
内
の
小

学
校
教
員
が
町
並
み
学
習
を
展
開
で
き
る
よ
う

に
、学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、足
助
小
学
校
を
中
心
に
構
築
環
境

教
育
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。全
学
年
に
行
っ
た

年
も
あ
り
ま
す
が
、現
在
は
1・2
年
生
、４
年
生
、

６
年
生
で
実
施
し
て
い
ま
す
。1・2
年
生
は
生
活

科
の
単
元「
町
た
ん
け
ん
」を
活
用
し
て
、町
並
み

で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
な
が
ら
ク
イ
ズ
の
答
え
を
探
す

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。4
年
生
は
総
合
的
な
学
習
の
時

間（
以
下
、総
合
学
習
）の
テ
ー
マ「
防
災
」に
合
わ

せ
て
、火
事
や
災
害
を
防
ぐ
昔
の
道
具
や
建
物
の

工
夫
、現
在
の
防
災
の
取
り
組
み
を
体
験
し
な
が

ら
学
び
ま
す
。6
年
生
は
総
合
学
習
の
テ
ー
マ「
歴

史
」に
合
わ
せ
、児
童
そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
を
持
っ
た

事
柄
を
調
べ
る
学
習
を
行
って
き
ま
し
た
。令
和
2

年
度
か
ら
は
足
助
の
町
並
み
に
関
し
て
地
元
の
大

［受賞］●2022年度（第18回）「こども環境学会賞」
　こども環境活動賞（活動奨励賞）
●2023年度「とよしん育英財団」教育文化奨励賞

地
域
居
住・他
地
域
居
住
」な
ど
住
ま
い
と
し

て
の
活
用
が
多
い
の
で
す
が
、住
ま
い
以
外
の
用

途
に
変
わ
る
こ
と
で
、地
域
に
良
い
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、住
ま
い
以
外
の
活

用
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
戸
建
て
住
宅
の
空
き
家
を

住
ま
い
以
外
の
用
途
で
利
活
用
し
た
近
畿
地
方
の

事
例
を
調
査
し
、費
用
を
抑
え
て
有
効
に
活
用
す

る
方
法
に
つい
て
提
案
し
ま
し
た
。住
ま
い
以
外
の

用
途
と
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
方
法
が
あ
り

ま
す
が
、今
後
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
民
泊
と
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
利
活
用
に
着
目
し
ま
し

た
。調
査
は
主
に
初
期
費
用（
改
修
工
事
費
を
含

む
）と
改
修
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
を
行
い
、さ
ら
に
関
係
す
る
法
令
に
つい
て
ま
と

め
ま
し
た
。ま
た
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資

金
の一
部
を
調
達
し
た
事
例
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、活
用
の
用
途
、金
額
、資
金
の
活
用
の
内

訳
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
メ
リ
ッ
ト・デ
メ

リ
ッ
ト
な
ど
を
整
理
し
ま
し
た
。調
査
し
た
21
の

事
例
の
う
ち
9
件
は
築
90
年
を
超
え
て
い
ま
し

た
が
、築
年
数
が
古

い
も
の
ほ
ど
改
修
費

用
が
か
か
る
の
で
は

な
く
、空
き
家
で

あ
っ
た
期
間
、建
物

ブ
ー
ス
を
作
成
、そ
の
環
境
性
能（
吸
音
性
能
、

温
熱
性
能
）を
実
験
に
よ
り
評
価
し
ま
し
た
。

　

教
員
と
学
生
の
二
足
の
草
鞋
で
博
士
論
文
を

執
筆
す
る
こ
と
は
一
筋
縄
で
は
な
く
、途
中
厳
し

い
状
況
に
幾
度
か
直
面
し
ま
し
た
が
、粘
り
強
く

研
究
に
取
り
組
む
過
程
で
、多
く
の
得
難
い
出
会

い
や
気
づ
き
も
あ
り
ま
し
た
。今
後
も
学
び
を
続

け
る
一
社
会
人
と
し
て
、本
学
の
学
生
の
模
範
と

な
れ
る
よ
う
、精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学生作品を
紹介しています。

が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
か
に
よ
る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
、現
在
で
あ
れ
ば
活

用
用
途
の
面
積
を
2
0
0
㎡
以
内
に
抑
え
る
こ

と
で
用
途
変
更
申
請
が
不
要
に
な
る
た
め
、そ
の

時
間
と
費
用
を
か
け
ず
に
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。そ
の
他
、事
例
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
を
基
に「
空
き
家
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
の
提
案
」を
し
て
い
ま
す
。

　

3
月
31
日
に
指
導
教
授
で
あ
る
中
山
徹
教
授

が
、こ
れ
ま
で
に
博
士
を
取
得
し
た
ゼ
ミ
生
33
名

に
よ
る
書
籍『
地
域
居
住
と
ま
ち
づ
く
り
』を
出

版
し
ま
し
た
。Ⅴ
章 

人
口
減
少
と
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
の「
６ 

古
民
家
等
の
空
き
家
活
用
」

に
博
士
論
文
の一
部
の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。（
P
2
7
7
〜
2
8
4
）

▲足助の町並みや町並み保存に対する理解を育む

人
た
ち
に
提
案
す
る
方
向
に
転
換
し
て
い
ま
す
。

　

足
助
小
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
る
程
度
固

定
化
し
な
が
ら
、そ
の
都
度
、担
任
の
先
生
の
想

い
も
汲
み
入
れ
流
動
的
に
進
め
て
い
ま
す
。現
在

は
、豊
田
市
職
員（
文
化
財
課
足
助
分
室 

/ 

博

物
館
）、足
助
小
の
教
員
と
で
実
施
し
て
い
ま
す

が
、職
員
や
教
員
が
異
動
す
る
年
度
始
め
に
打

合
せ
を
行
い
、前
年
度
の
活
動
を
共
有
し
ま
す
。

さ
ら
に
、数
年
に一
度（
平
成
31
年
4
月
と
令
和

6
年
4
月
）職
員
や
教
員
に
向
け
た
町
並
み
研

修
を
行
っ
て
継
続
性
に
努
め
て
い
ま
す
。教
員
に

過
度
な
負
担
を
掛
け
ず
、講
師
や
豊
田
市
職
員

が
中
心
と
な
って
準
備
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、足
助
小
に
限
ら
ず
、足
助
中
学
校
や

足
助
高
等
学
校
で
も
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。地
域
の
財
産
に
つい
て
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、地

域
課
題
に
つ
い
て「
探
究
」す
る
学
習
活
動
が
展

開
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。調
べ
て
分
析・整
理
し
、

地
域
や
来
訪
者
に
足
助
の
町
並
み
の
良
さ
を
伝

え
る「
子
ど
も
町
並
み
ガ
イ
ド
」に
育
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

例
年
、各
地
で
開
催
し
て
い
る
卒
業
研
究
展
に

つ
き
ま
し
て
、今
回
も
名
古
屋（
名
古
屋
ス
ク
ー
リ
ン
グ

会
場・れ
ん
が
橋S

T
U
D
IO

）を
皮
切
り
に
福

岡（
福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館
）、東
京（
日
本
建
築
学

会
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）に
て
多
く
の
方
々
に
ご
来
場

頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。過
去
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
開
催
で
き
な
か
っ
た
時
期
に
は
中
止
と
い
う

卒
研
展
、Ｖ
Ｒ
で
も
開
催

▲VR技術による「オンライン卒研展（東京）」

▲YouTube「建築卒業研究展（名古屋）」

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。学
生
の
皆
さ
ん
が
、ひ
た
む

き
に
取
り
組
ん
だ
集
大
成
を
何
と
か
よ
り
多
く

の
方
々
に
見
て
頂
け
る
機
会
は
持
て
な
い
だ
ろ
う

か
と
い
う
思
い
と
、日
本
学
術
振
興
会
の
科
学
研

究
費
助
成
事
業
に
採
択
さ
れ
た
研
究『
オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
Ｖ
Ｒ
を
利
用
し
た
遠
隔・非
同
期
で
の
建
築

教
育
ツ
ー
ル
の
開
発
に
つ
い
て
の
研
究（
研
究
代
表

者・増
田
忠
史
）』の
成
果
の
１
つ
と
し
て
、卒
業
研

究
展
の
会
場
を
丸
ご
と
デ
ー
タ
取
得
し
仮
想
空

間
化
し
た
も
の
を
公
開
い
た
し
ま
し
た
。

　
Ｖ
Ｒ
技
術
に
よ
って
開
催
会
場
を
丸
ご
と
オ
ン
ラ

イ
ン
上
に
再
現
し
、ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
展
示
会

場
を
歩
き
ま
わ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
出
展
作
品
の
パ

ネ
ル
や
模
型
を
拡
大
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

模
型
は
オ
ブ
ジ
ェク
ト
Ｖ
Ｒ
と
い
う
技
術
に
よ
り
、マ

ウ
ス
操
作（
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
あ
れ
ば
ス
ワ
イ
プ
操
作
）

に
よ
って
回
転
さ
せ
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、Yo

uT
u
b
e

で
も
会
場
の
様
子
を
動

画
で
見
て
頂
け
る
よ
う
に
も
い
た
し
ま
し
た
。視

聴
回
数
は
会
期
を
終
え
た
後
も
増
え
続
け
４
月

末
時
点
で
合
計
四
〇
〇
回
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

会
場
に
足
を
運
ん
で
、図
面
や
模
型
を
見
て
も

ら
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、来
場
し
た
く
て
も
来
場

で
き
な
い
と
い
う
事
情
を
抱
え
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
き
、多
様
な
学
び

を
体
現
す
る
展
開
と
し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、以
下
に
示
し
ま
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。

YouTube卒研展

公開講評会 名古屋

オンライン卒研展

東京 名古屋福岡

研
究
活
動
紹
介

造
形
学
部
建
築
学
科 

准
教
授

増
田
忠
史

造
形
学
部
建
築
学
科 
准
教
授

玉
井
香
里

造
形
学
部
建
築
学
科 

准
教
授

堀
部
篤
樹

ト
ピ
ッ
ク
ス

▲実験で使用した吸音ワークブース

幼
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UNIVERSITY、 JUNIOR COLLEGE

通
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4
月
に
短
大
へ
着
任
し
ま
し
た
、藤
戸
敏
弘

と
申
し
ま
す
。元
々
関
西
エ
リ
ア
で
生
ま
れ
育

ち
ま
し
た
が
、仕
事
の
関
係
で
1
9
9
9
年
に

名
古
屋
へ
居
を
移
し
て
か
ら
は
25
年
間
名
古
屋

で
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。一時
民
間
企
業
に
勤
め

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
以
外
は
大
学
教

員
を
生
業
と
し
て
お
り
、本
校
が
4
校
目（
愛

知
県
内
で
3
校
目
）の
勤
め
先
と
な
り
ま
す
。

　

経
歴
は（
恐
ら
く
）少
し
変
わ
っ
て
い
て
、国

内
の
工
学
分
野
で
大
学
・
大
学
院
を
修
了
し
た

後
、専
門
を
情
報
系
へ
変
え
よ
う
と
、米
国
の

大
学
院
へ
留
学
し
ま
し
た
。国
内
の
大
学
で

は
、金
属
に
生
じ
る
亀
裂
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

つい
て
研
究
し
て
い
ま
し
た
が
、い
く
ら
実
験
を

繰
り
返
し
て
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
も
発
生
の

原
理
原
則
の
解
明
ま
で
は
辿
り
着
け
そ
う
に

な
く
、表
面
を
引
っ
掻
い
て
い
る
だ
け
と
い
う
も

ど
か
し
さ
か
ら
、複
雑
す
ぎ
る
自
然
で
は
な
く

人
工
物
で
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
相
手
に
し
よ

う
と
い
う
浅
は
か
な
思
い
つ
き
か
ら
で
し
た
。と

は
い
え
、そ
れ
ま
で
一
度
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
書
い

た
こ
と
の
な
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ズ
ブ
の
素
人
で

「
計
算
」と
い
う
現
象
に
魅
せ
ら
れ
て

　

さ
て
、そ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
研
究
で
す
が
、昨

今
で
は
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
も
メ
デ
ィ
ア

で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
、普
通
に
使
わ
れ
る
言

葉
に
な
っ
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。ス
マ
ホ
を
は

じ
め
、日
常
生
活
の
隅
々
で
コ
ン
ピュ
ー
タ
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、色
々
と
便
利
な
こ
と
を
し
て

計
算
困
難
問
題
へ
の
理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ

し
た
が（
受
け
入
れ
て
く
れ
た
米
国
の
大
学
も

度
量
が
広
い
と
い
い
ま
す
か
・・・
）、中
々
英
語

を
う
ま
く
使
え
な
い
自
分
に
と
っ
て
、プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
言
語
の
方
が
よ
ほ
ど
簡
単
で
使
い
や
す

い
と
思
い
な
が
ら
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
身
に
つ

け
て
いっ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、元
々
不

器
用
で
特
に
化
学
系
実
験
が
苦
手
な
自
分
に

と
っ
て
、プ
ロ
グ
ラ
ム
は
何
度
走
ら
せ
て
も
全
く

同
じ
結
果
が
返
って
く
る（
当
た
り
前
で
す
が
）

の
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
一通

り
身
に
つ
け
る
と
、プ
ロ
グ
ラ
ム
を
書
く
作
業

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
落
と
す
作
業
）自
体
は
単
純
で

退
屈
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
う
す

る
と
、ど
う
や
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
る

か
、ど
の
よ
う
な
手
順
で
答
え
を
導
け
ば
よ
い

か
、と
い
う
、プ
ロ
グ
ラ
ム
化
す
る
前
の
段
階
、す

な
わ
ち
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
設
計
が
重
要
な
作
業

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
言
う
に
及
ば

ず
、そ
の
バッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
る
離
散
数
学

や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
素
養
す
ら
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
か
っ
た
自
分
に
と
っ
て
、こ
れ
ま
で
に
考

案
さ
れ
た
巧
妙
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
や
デ
ー
タ
構

造
を
理
解
す
る
こ
と
は
、難
し
か
っ
た
も
の
の

そ
の
見
事
さ
に
感
銘
を
受
け
、そ
の
上
数
学
的

解
析
に
よ
り
理
論
的
に
議
論
で
き
る
と
こ
ろ

が
新
鮮
で
し
た
。こ
の
よ
う
に
し
て
、ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
の
設
計
・
解
析
と
い
う
分
野
に
出
会
い
、紆

余
曲
折
が
あ
っ
た
も
の
の
何
と
か
こ
の
分
野
で

博
士
論
文
を
書
き
上
げ
学
位
を
取
得
し
た
次

第
で
す
。そ
の
後
運
よ
く
大
学
の
教
員
ポ
ス
ト

に
就
く
こ
と
が
で
き
、今
日
に
至
る
ま
で
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
の
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。一時
民
間
企

業
の
研
究
所
に
勤
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、や
は
り
大
学
だ
か
ら
こ
そ
理
論
研
究
を
研

究
活
動
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た

は
ず
で
、こ
れ
ま
で
雇
用
し
て
く
だ
さ
っ
た
大

学
に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

く
れ
て
い
る
の
は
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
な
ん
だ
、と
徐
々

に
認
知
さ
れ
て
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。恐
ら

く
は
、ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
＝
計
算
手
順
、と
認
識
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、実
は
教
科
書
的
に
は

「
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
間
違
って
は
い
け
な
い
」と
な
っ

て
お
り
、そ
の
よ
う
に
私
も
習
い
、ま
た
教
え
て

も
い
ま
す
。従
来
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
研
究
で
も
、

そ
の
よ
う
な
決
し
て
間
違
え
な
い
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

を
如
何
に
設
計
す
る
か
、そ
の
上
で
如
何
に
高

速
化
す
る
か
、と
い
う
の
が
中
心
テ
ー
マ
で
あ

り
、考
案
者
の
名
前
を
冠
し
た
有
名
な
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
が
い
く
つ
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、実
用
的
に
重
要
な
問
題
の
多
く

が
、入
力
デ
ー
タ
サ
イ
ズ
と
共
に
計
算
量
が
爆

発
的
に
上
昇
せ
ざ
る
を
得
な
い
、本
質
的
な
計

算
困
難
問
題
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、こ
の

こ
と
は
、前
世
紀
に
お
け
る
必
死
の
努
力
に
も

か
か
わ
ら
ず
未
だ
証
明
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん

が
、ほ
ぼ
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す（「
P
≠
N
P
問

題
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
）。こ
の
種
の
問

題
の
例
と
し
て
、「
巡
回
セ
ー
ル
ス
マ
ン
問
題
」と

い
う
、セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
最
短
時
間（
あ
る
い
は
最

短
距
離
）で
顧
客
訪
問
を
終
え
る
た
め
の
訪
問

順
を
決
め
る
問
題
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、本

質
的
に
計
算
困
難
な
問
題
に
対
し
て
は
、「
間

違
え
ず
」と「
高
速
に
」を
両
立
さ
せ
て
解
く
こ

と
は
不
可
能
で
す
。そ
の
た
め
、従
来
の
金
科

玉
条
で
あ
っ
た「
正
確
な
計
算
」の
実
行
を
場

合
に
よ
っ
て
は
放
棄
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
出

て
来
ま
し
た
。更
に
話
を
複
雑
化
さ
せ
た
の

は
、今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
I
T
社
会
の
大

規
模
化
、多
様
化
に
よ
っ
て
、従
来「
計
算
機
に

は
向
か
な
い
」と
言
わ
れ
て
い
た
分
野
に
計
算

機
が
堂
々
と
進
出
し
て
来
た
こ
と
で
す
。例
え

ば
列
車
ダ
イ
ヤ
の
線
引
き
と
か
コ
ン
ビ
ニ
の
配

送
計
画
等
、 

従
来
い
わ
ゆ
る
職
人
芸
の
世
界
で

し
た
が
、 

最
近
で
は
質
の
良
い
近
似
解
を
計
算

機
が
瞬
時
に
出
し
て
く
れ
ま
す
。ま
た
為
替
取

引
や
オ
ー
ク
シ
ョン
と
言
っ
た
経
済
活
動
で
は
、

将
来
の
為
替
変
動
や
他
人
の
行
動
が
分
か
り

ま
せ
ん
か
ら
、正
確
な
計
算
は
そ
も
そ
も
不
可

能
な
の
で
す
が
、そ
れ
で
も
与
え
ら
れ
た
条
件

下
で
出
来
る
だ
け
良
い
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
設
計

す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。ま
た
、皆
さ
ん
も
日
常
的
に
ネ
ッ
ト
検
索

を
利
用
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、検
索
エ
ン

ジ
ン（
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
）が
返
す
結
果
を
、全
く
の

主
観
抜
き
に
良
し
悪
し
を
議
論
す
る
こ
と
は

で
き
か
ね
ま
す
。こ
う
し
た
応
用
に
お
い
て
最

も
重
要
な
の
は
、計
算
機
が
出
し
て
く
る
解
答

が
い
か
に
我
々
の
要
望
に
か
な
っ
て
い
る
か
で

す
。つ
ま
り
、ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
目
指
す
も
の
が
、

速
度
か
ら
解
の
品
質
に
大
き
く
変
化
し
て
来

た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、現
在
の
計
算
機
処
理（
即
ち
、

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る
解
決
）が
求
め
ら
れ
る
問

題
は
様
々
な
レ
ベ
ル
の
困
難
性
を
伴
って
い
ま
す

が
、そ
の
様
な
計
算
困
難
問
題
に
対
し
て
高
品

質
な
解
の
計
算
を
保
証
す
る
、実
用
性
の
高
い

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
設
計
や
汎
用
性
の
あ
る
設
計

方
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。も
う
少
し

具
体
的
に
言
う
と
、現
在
は
以
下
の
よ
う
な
研

究
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

1.新しいアルゴリズムやモデルの設計
資源配分、施設配置、生産／配送計画、スケジューリング、VLSI設

計、最適ルーチングなどに現れる重要な組合せ最適化問題（典型

的にはグラフ・ネットワークや集合の問題ととらえる）を主な対象とし

て、新しいアルゴリズムや数理モデル化を考案／設計する。その正

当性や有効性を示すため、理論的解析あるいは計算機実験により

性能評価を行う。 

2.アルゴリズム設計手法の開発
組合せ最適化問題を解くアルゴリズムの動力源となる、最適化の原

理やメカニズムについて追求する。テーマ１と比べ、よりメタな考察

が必要となる。例として、線形計画法の双対定理・相補性定理や分

割統治法に基づくアルゴリズム設計技法などがあげられる。

3.パズル・ゲームの計算量
パズルを解くのは難しい、だけど解けたら爽快感が得られる。NP完

全といわれる計算問題には、このような特性があり、多くのパズル問

題がNP完全であることがわかっているものの、重要な未解決パズ

ル（例えば、魔方陣の完成問題）も残っている。また、パズルを解くだ

けでなく、（良い）パズル問題を作るためのアルゴリズムやその難しさ

も重要テーマである。

計
算
困
難
性
へ
の
挑
戦

国際コミュニケーション学科

藤戸 敏弘 教授

Interview
教員紹介

図1 シュタイナー木問題の例

図2 泥棒-警官ゲームの警官数最小化問題の例

図3 魔方陣完成問題の例
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高等学校
0607 0405

普通科／電気科／電子科／機械科

名古屋たちばな高等学校
全日制課程

「名古屋たちばな」から広がる、私の可能性。

普通科／電気科／機械科

名古屋たちばな高等学校
通信制課程

見つめる先に未来がある

普通科／電気科／情報処理科

感謝　礼儀　誠実　積極　努力

普通科

新しい単位制

愛知産業大学
三河高等学校
全日制課程

愛知産業大学
三河高等学校
通信制課程

ホームページ

昭和37年6月開校（明治38年 私立愛知高等裁縫女学院創設）
校　長 坂 美好
副校長 野田 昌彦
教　頭 桂 幸司
事務長 栗谷 政信
生徒数 1,011名（男：955名・女：56名）
教職員数 専任教員：71名、非常勤講師：32名、職員：10名

設置学科・募集定員
◎普通科：80名
◎電気科・電子科：150名
◎機械科：159名

アクセス
地下鉄名城線「東別院駅」より徒歩5分
ＪＲ・名鉄「金山総合駅」より徒歩10分

所在地
〒460 -0026 愛知県名古屋市中区伊勢山1-2-29
ＴＥＬ 052‐322‐1911
https://tachibana-hs.ed.jp/

ホームページ

昭和58年4月開校
校　長 竹治 玄造
教　頭 近藤 政弘、黒柳 洋一
事務長 鈴木 康弘
生徒数 1,109名
教職員数 専任教員：76名、非常勤講師：18名、職員：9名

昭和60年4月開設
校　長 竹治 玄造
教　頭 丸山 浩孝
事務長 鈴木 康弘
生徒数 学年制：1,512名
　　　 単位制：  314名
　　　 （学年制は技能連携校の入学が条件となります）
教職員数 専任教員：10名、兼務：4名、職員：2名、非常勤講師：1名

設置学科・募集定員
◎学年制 普通科：580名（男女）
◎単位制 普通科：120名（男女） 午前コース・午後コース

アクセス
名鉄名古屋本線「藤川駅」より徒歩5分
「藤川駅」へは、「名鉄名古屋駅」より45分、「豊橋駅」より30分

所在地
〒444‐3523 愛知県岡崎市藤川町西川向1‐20
TEL 0564‐48‐5230
https://www.asu-mikawa-tani.jp/

ホームページホームページ

設置学科・募集定員
◎普通科：294名
◎電気科：120名
◎情報処理科：90名

アクセス
名鉄名古屋本線「藤川駅」より徒歩15分
「藤川駅」へは、「名鉄名古屋駅」より45分、「豊橋駅」より30分

所在地
〒４44‐0０05 愛知県岡崎市岡町字原山12‐10
TEL 0564‐48‐5211
https://www.mikawa.ed.jp/

昭和40年4月開設
校　長 坂 美好
副校長 野田 昌彦
教　頭 河合 幸司
事務長 栗谷 政信
生徒数 学年制：1,720名
        単位制：　383名
         （学年制は技能連携校の入学が条件となります）
教職員数 専任教員：13名、非常勤講師：4名、職員：1名

設置学科・募集定員・コース
◎学年制 普通科：840名、電気科：60名、機械科：60名
◎単位制 普通科：160名 午前コース・午後コース・日曜コース

アクセス
地下鉄名城線「東別院駅」より徒歩5分、
ＪＲ・名鉄「金山総合駅」より徒歩15分

所在地
〒460‐0016 名古屋市中区橘1-21-25
TEL 052‐322‐5255
http://www.asu-tchs.jp/

（旧 愛知産業大学工業高等学校） （旧 愛知産業大学工業高等学校）

幼
稚
園

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

高
等
学
校
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令
和
6
年
度
よ
り
、愛
知
産
業
大
学
工
業

高
等
学
校
か
ら
校
名
を
変
更
し
、「
名
古
屋

た
ち
ば
な
高
等
学
校
」と
な
り
ま
し
た
。校

名
変
更
に
よ
り
、学
校
は
大
き
な
変
化
を
見

せ
て
い
ま
す
。ま
ず
一つ
は
今
年
度
よ
り
設
置

さ
れ
た
普
通
科
で
す
。本
校
は
昨
年
度
ま
で

は
工
業
高
校
と
し
て「
機
械
科
」「
電
気
科
」

「
電
子
科
」の
3
つ
の
学
科
で
教
育
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。し
か
し
、現
代
の
ニ
ー
ズ
を
加
味

し
、幅
広
く
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育

成
を
行
う
た
め
、新
た
に「
普
通
科
」を
設
置

H I G H  S C H O O L  

名古屋たちばな高等学校、始動！ 名
古
屋
た
ち
ば
な
高
等
学
校

H
IG

H
 S

C
H

O
O

L
 

全
日
制
課
程

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。普
通
科
で
は
以

前
よ
り
あ
っ
た
進
学
コ
ー
ス
で
の
実
績
を
基
に

基
礎
学
力
の
底
上
げ
、丁
寧
な
進
路
指
導
、

生
徒
一
人
一
人
の
適
性
を
見
極
め
な
が
ら
の
補

習
を
行
い
、四
年
制
大
学
な
ど
の
進
学
を
目

指
し
て
い
く
予
定
で
す
。そ
の
他
、他
の
学
校

と
の
大
き
な
違
い
は
、機
械
や
電
気
電
子
の

学
び
に
近
い
こ
と
で
す
。本
校
で
は「
総
合
的

な
学
習
」の
中
で
機
械
科
、電
気
科
、電
子
科

に
つ
い
て
学
ぶ
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。工
業

の
発
達
し
て
い
る
東
海
三
県
に
お
い
て
、将
来

の
進
路
で
工
業
の
知
識
が
少
な
か
ら
ず
必
要

に
な
る
こ
と
が
あ
り
、本
校
で
は
他
の
普
通

NAGOYA
TACHIBANA
HIGH SCHOOL

　

令
和
6
年
3
月
23
日（
土
）か
ら
26
日（
火
）ま

で
、広
島
県
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
、令
和
5

年
度
第
43
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会

で
、本
校
の
空
手
道
部
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

本
校
は
2
0
2
0
年
か
ら
設
置
さ
れ
た
三

人
制
組
手
に
力
を
入
れ
て
お
り
、今
年
度
も
東

海
大
会
で
は
決
勝
戦
ま
で
勝
ち
抜
き
ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
敗
北
し
て
し
ま
い
、全
国
大
会
へ
の

出
場
を
惜
し
く
も
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。し

か
し
、本
校
空
手
部
の
実
力
と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
の
社
会
貢
献
が
評
価
さ
れ
、「
夢・き

ぼ
う
枠
」と
し
て
推
薦
を
し
て
い
た
だ
き
、全
国

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。初

戦
か
ら
快
進
撃
を
続
け
、準
決
勝
で
は
僅
差
と

な
る
も
勝
利
し
、全
力

を
尽
く
し
て
全
国
の

頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

空
手
部
員
で
あ
る
御

厨
君
は「
今
ま
で
本
当

に
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。優
勝
で

き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。」と
喜
び
を

語
って
く
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
た
ち
ば
な
高
等
学
校

（
旧 

愛
知
産
業
大
学
工
業
高
等
学
校
）

空
手
部
全
国
制
覇
！

学
生
の
活
躍

科
高
校
と
違
い
、工
業
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
た
め
、も
の
づ
く
り
に
大
切
な
こ
と
、工
業

の
重
要
性
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
の
づ
く
り
に
関
わ
る
部
活
動
に
も
積
極
的

に
参
加
で
き
る
た
め
、様
々
な
学
び
、経
験
を

得
る
こ
と
が
で
き
、「
工
業
学
科
の
中
に
あ
る

普
通
科
」と
い
う
特
色
を
生
か
し
、生
徒
に

様
々
な
経
験
を
得
て
も
ら
い
、何
事
も
楽
し

ん
で
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、本
校
で
は
普
通
科
設
置
に
あ
た
っ
て

今
年
度
よ
り
共
学
と
な
り
ま
し
た
。愛
知
産

業
大
学
工
業
高
校
は
長
ら
く
男
子
校
で
し
た

が
、そ
の
前
身
は
女
子
学
校
で
あ
り
ま
し
た
。

建
学
の
精
神
で
あ
る「
豊
か
な
知
性
と
誠
実

な
心
を
持
ち 

社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育

成
す
る
」を
軸
と
し
て
、多
様
化
を
理
念
に

男
女
共
学
を
行
い
、機
械
科
、電
気
科
、電
子

科
で
も
分
け
隔
て
な
く
技
術
を
教
え
、社
会

に
出
て
即
戦
力
と
な
れ
る
よ
う
技
術
を
指
導

し
て
い
き
ま
す
。な
お
、男
女
共
学
に
伴
い
、

制
服
や
体
操
服
も
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
、現
代

に
即
し
た
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
制
服
、体
操
服

は
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

名
古
屋
の
橘
町
か
ら
始
ま
っ
た
本
校
は
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
、根
柢
の
校
訓
、建

学
の
精
神
を
大
切
に
、こ
れ
か
ら
も
成
長
し

続
け
る
学
校
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

幼
稚
園

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

高
等
学
校
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令
和
5
年
8
月
1
日（
火
）、2
日（
水
）に
ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
静
岡

で
行
わ
れ
た
第
18
回
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会
電
気
工
事

士
部
門
に
て
、本
校
電
気
科
の
堀
之
内
琉
馬
君
が
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。本
大
会
に
は
数
年
前
か
ら
本
校
生
徒
が
出
場
し
、何

度
も
優
勝
を
獲
得
し
て
き
ま
し
た
。歴
代
の
先
輩
の
偉
業
に
憧

れ
て
大
会
出
場
を
目
指
し
た
堀
之
内
君
。「
毎
日
の
練
習
は
と
て

も
厳
し
く
感
じ
ま
し
た
が

毎
日
の
練
習
で
ミ
ス
を
見

つ
け
、改
善
点
を
探
し
な

が
ら
少
し
ず
つ
成
長
し
て

い
く
こ
と
が
や
り
が
い
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。全
国

大
会
で
い
い
結
果
を
残
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

そ
れ
が
叶
っ
て
満
足
し
て

い
ま
す
。」と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。全
国
二
連
覇
を

果
た
し
た
本
校
。三
連
覇

の
目
標
を
持
っ
て
後
輩
た

ち
も
現
在
特
訓
中
で
す
。

本
校
電
気
工
事
士
部
門

の
躍
進
に
こ
れ
か
ら
も
期

待
が
か
か
り
ま
す
。

第
18
回
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会

電
気
工
事
士
部
門 
全
国
大
会 

優
勝 

2
連
覇

　

令
和
5
年
12
月
9
日（
土
）、10
日（
日
）にA

ich
i  

Sky  

E
x
p
o

で
行
わ
れ
た
第
2
回
高
校
生
ロ
ボ
ッ
ト
S
I（
シ
ス
テ
ム

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
）競
技
会
に
本
校
生
徒
が
初
参
加
し
、新
人

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。こ
の
競
技
会
は
生
徒
だ
け
で
な
く
、愛
知

県
の
企
業
が「
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
」と
し
て
応
援
に
入
っ
て
い
た
だ

く
と
い
う
、企
業
と
学
校
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。本
校
生
徒
は
企
業
の
方
に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、3
年

生
で
行
う
課
題
研
究
を
基
に
行
っ
た
今
回
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン

や
課
題
研
究
で
製
作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
展
示
し
ま
し
た
。当
競
技

第
2
回
高
校
生
ロ
ボ
ッ
ト

S
I
リ
ー
グ
新
人
賞
受
賞
！

 

3
年
前
に
本
校
に
進
学
コ
ー
ス
が
で
き
、そ

の
生
徒
た
ち
が
3
年
生
と
な
っ
た
昨
年
度
。

中
堅
〜
難
関
大
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
生
徒

た
ち
は
華
々
し
い
結
果
を
出
し
て
く
れ
ま
し

た
。ま
ず
、自
分
の「
得
意
」を
伸
ば
し
て
国

公
立
の
筑
波
大
学
に
合
格
し
た
の
は
間
瀬

太
陽
君
で
す
。彼
は
一
年
生
の
頃
か
ら
情
報

難
関
大
学
合
格
者
続
々
！

自
分
の
強
み
で
戦
お
う

SCHOOL TOPICS

■４年制大学／140名　■短期大学／7名　■専門学校／93名

筑波大学（1名）
愛知産業大学（17名）
中京大学（5名）
名城大学（4名）
南山大学（5名）
愛知大学（1名）
中部大学（10名）
大同大学（20名）
愛知工業大学（5名）
愛知学院大学（2名）
愛知淑徳大学（3名）
愛知東邦大学（6名）
愛知工科大学（2名）
愛知みずほ大学（1名）

愛知文教大学（1名）
名古屋学院大学（4名）
名古屋外国語大学（1名）
名古屋経済大学（5名）
名古屋文理大学（1名）
名古屋商科大学（1名）
日本福祉大学（7名）
至学館大学（2名）
星城大学（3名）
同朋大学（1名）
東海学院大学（6名）
岐阜聖徳学園大学（2名）
中部学院大学（1名）
東海学園大学（4名）

鈴鹿医療科学大学（1名）
福井工業大学（2名）
国士舘大学（1名）
桜美林大学（1名）
明治国際医療大学（1名）
神戸国際大学（1名）
大正大学（1名）
上武大学（2名）
国際武道大学（1名）
龍谷大学（2名）
京都精華大学（1名）
京都産業大学（1名）
京都橘大学（4名）

■求人会社数／1,325社　■求人数／2,060人　■求人倍率／10.19倍

アイカ工業㈱
愛三工業㈱
㈱アイシン
アイシンシロキ㈱
アイシン高丘㈱
愛知機械工業㈱
㈱青山製作所
㈱アドヴィックス
㈱ＦＴＳ
オークマ㈱
河村電器産業㈱
三五㈱
ＣＫＤ㈱

㈱シーテック
㈱ジェイテクト
スズキ㈱
住友重機械工業㈱
大同特殊鋼㈱
大同メタル工業㈱
一般財団法人中部電気保安協会
㈱デンソー
㈱デンソーエレクトロニクス（旧 アンデン㈱）
㈱トーエネック
㈱東海理化電機製作所
東海旅客鉄道㈱
東芝エレベータ㈱

東邦ガス㈱
豊田合成
トヨタ自動車㈱
㈱豊田自動織機
トヨタ車体㈱
トヨタ紡織精工㈱（トヨタ車体精工㈱）
名古屋鉄道㈱
日本軽金属㈱
日本製鉄㈱
日本トレクス㈱
㈱ノリタケカンパニーリミテド
パロマ㈱
フジパン㈱

フタバ産業㈱
プライムアースＥＶエナジー㈱
豊生ブレーキ工業㈱
三菱自動車工業㈱
三菱重工業㈱
三菱電機㈱
村田機械㈱
名菱テクニカ㈱
山崎製パン㈱
㈱ＵＡＣＪ
横浜ゴム㈱
㈱ＬＩＸＩＬ ほか

大学合格状況 主な企業内定状況

学
生
の
活
躍

会
に
は
愛
知
県
の
企
業
の
方
々
だ
け
で
な
く
、愛
知
県
知
事
も
訪

れ
て
お
り
、多
く
の
大
人
の
前
で
本
校
生
徒
は
堂
々
と
ロ
ボ
ッ
ト
の

説
明
や
、日
々
の
授
業
に
つい
て
説
明
し
ま
し
た
。今
回
参
加
し
た

機
械
科
鈴
木
創
大
君
は
、「
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
け
て
あ

り
が
た
く
思
って
い
ま
す
。幼
少
期
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
に
興
味
を
持
っ

て
お
り
、課
題
研
究
で
は
念
願
の
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
な
ど
を
研
究
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。班
の
仲
間
た
ち
と
協
力
し
な
が
ら
、今

ま
で
の
知
識
と
技
術
を
最
大
限
発
揮
し
た
結
果
、新
人
賞
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、頑
張
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
ま
し

た
」と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。来
年
度
も
本
校
の
課
題
研
究
か
ら

実
績
を
伸
ば
す
生
徒
が
続
々
と
出
て
き
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

系
の
勉
強
に
興
味
を
持
ち
、資
格
取
得
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。2
年
生
で
は
基
本
情
報
技

術
者
試
験
、さ
ら
に
上
級
の
応
用
情
報
技
術

者
試
験
に
合
格
。社
会
人
で
も
合
格
が
難

し
い
試
験
に
挑
戦
し
、資
格
を
獲
得
し
ま
し

た
。そ
の
実
績
を
生
か
し
、筑
波
大
学
の
総

合
型
選
抜
試
験
に
臨
み
、見
事
に
合
格
を

果
た
し
ま
し
た
。他
に
も
、一
般
選
抜
で
難
関

校
に
挑
戦
し
、南
山
大
学
、名
城
大
学
、中

京
大
学
、愛
知
大
学
に
合
格
者
を
輩
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。進
学
コ
ー
ス
で
は

講
習
を
積
極
的
に
行
い
、生
徒
の
学
習
習
慣

を
つ
け
、苦
手
な
と
こ
ろ
や
わ
か
ら
な
い
と
こ

ろ
を
わ
か
る
ま
で
教
員
が
指
導
し
ま
し
た
。

ま
た
、定
期
的
に
学
校
内
外
で
模
試
を
行

い
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

自
分
の
強
み
を
見
つ
け
、そ
れ
を
伸
ば
し
て

く
れ
る
教
員
と
の
二
人
三
脚
が
好
結
果
を

出
し
た
と
言
え
ま
す
。今
年
度
か
ら
開
設

さ
れ
た
普
通
科
に
て
、こ
の
実
績
は
生
か
さ

れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

幼
稚
園

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

高
等
学
校

26 25



05
　

令
和
６
年
度
４
月
、校
名
が「
名
古
屋
た
ち

ば
な
高
等
学
校
」に
な
り
、生
ま
れ
変
わ
っ
た

気
持
ち
で
、こ
れ
ま
で
の
良
き
伝
統
を
引
き
継

ぎ
な
が
ら
、よ
り
進
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
通
信
制
高
校
の
ブ
ー
ム
に
よ
り
、こ

こ
数
年
で
、通
信
制
高
校（
サ
ポ
ー
ト
校
）が
急

激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。そ
ん
な
中
、本
校
の

魅
力
や
独
自
性
、他
校
と
の
差
別
化
を
図
る
た

め
に
は
、各
姉
妹
校
と
連
携
し
、学
園
の
ブ
ラ
ン

ド
力
を
生
か
し
た
教
育
活
動
は
必
須
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。高
校
卒
業
資
格
だ
け
で
は
な

H I G H  S C H O O L  

校名変更から
新たなステージへ

　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
座
も
３
年
目
を
む
か

え
、Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
＆
公
務
員
専
門
学
校
の

協
力
を
得
て
、「
ビ
ジ
ネ
ス
系 

エ
ク
セ
ル
」「
ビ
ジ

ネ
ス
系　

ワ
ー
ド
」の
２
講
座
を
新
規
開
講
し

ま
し
た
。ま
た
、本
校
職
員
に
よ
る「
Ｉ
Ｔ
パ
ス

ポ
ー
ト
試
験
対
策
講
座
」を
、卒
業
後
の
就
職

や
進
学
へ
の
活
用
や
、ま
た
現
代
社
会
に
お
い
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
情
報
の
ス
キ
ル
や
知
識
を

養
う
目
的
で
開
講
し
ま
し
た
。

﹇
各
種
検
定
試
験
﹈

　

日
本
漢
字
能
力
検
定
と
実
用
英
語
技
能
検

定
の
２
検
定
を
２
年
前
か
ら
本
校
で
も
実
施
。

受
験
者
数
が
順
調
に
伸
び
、合
格
者
数
も
伸

び
て
き
て
い
ま
す
。

　

３
級
合
格
を
皮
切
り
に
準
２
級
、２
級
と
受

験
級
を
上
げ
進
学
に
お
け
る
自
己
Ｐ
Ｒ
と
し

て
活
用
す
る
生
徒

も
い
ま
す
。今
年
度

は
さ
ら
に
多
く
の

生
徒
が
受
験
し
、ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が

る
よ
う
促
し
ま
す
。

﹇
小
論
文
対
策
講
座
﹈

　

こ
こ
数
年
で
４
年
制
大
学
進
学
希
望
者
が

増
加
。昨
年
度
の
小
論
文
対
策
講
座
の
受
講

者
数
は
20
名
。こ
の
講
座
に
参
加
し
て
い
る
生

徒
は
全
員
希
望
大
学
へ
の
進
学
を
果
た
し
て
い

ま
す
。今
年
度
は
25
名
の
生
徒
が
講
座
に
参

加
し
希
望
大
学
への
進
学
を
目
指
し
ま
す
。

　

体
験
学
習
を
通
し
て
、興
味
関
心
を
抱
い

た
分
野
か
ら
、卒
業
後
の
進
路
を
考
え
、主
体

的
な
学
び
に
つ
な
げ
る
道
筋
が
確
立
し
、キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
座
へ
の
参
加
者
や
専
門
学
校

進
学
者
、大
学・短
大
進
学
者
の
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
は
新
た
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

中
部
に
赴
き
、世
界
的
な
感
覚
を
養
う
目
的

で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
講
習
会
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
で
の
校
外
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。費
用
本
人
負
担
で
の
参
加

者
数
や
交
通
手
段
、現
地
で
の
生
徒
指
導
な
ど

予
測
で
き
な
い
課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、現
地

で
は
、普
段
校
内
で
見
る
事
の
な
い
生
徒
の一面

を
垣
間
見
る
事
が
で
き
、企
画
の
必
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。

　

今
後
、継
続
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
学
習
の
要

素
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
普
段
の
生
活
か
ら
は
経
験

で
き
な
い
企
画
を
考
え
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
度
の
大
学
入
試
は
年
内
入
試
に
留

ま
ら
ず
、一
般
入
試
で
勝
負
す
る
生
徒
が
増

え
、志
望
校
や
学
び
た
い
学
科・専
攻
に
合
格

し
ま
し
た
。４０
名
近
い
生
徒
が
４
年
制
大
学

へ
進
学
し
、短
期
大
学
や
専
門
学
校
を
合
わ

せ
る
と
、７０
名
の
生
徒
が
進
学
し
ま
し
た
。

愛
知
大
学
、愛
知
産
業
大
学
、愛
知
淑
徳
大
学
、愛
知
東

邦
大
学
、京
都
芸
術
大
学
、京
都
産
業
大
学
、金
城
学
院

大
学
、中
部
大
学
、中
京
大
学
、東
海
学
園
大
学
、東
京

電
機
大
学
、東
京
福
祉
大
学
、名
古
屋
学
院
大
学
、名
古

屋
経
済
大
学
、名
古
屋
女
子
大
学
、名
古
屋
文
理
大
学
、

日
本
福
祉
大
学
、佛
教
大
学
、放
送
大
学
、名
城
大
学

　

昨
年
度
卒
業
生
は
動
き
が
早
く
、意
欲
的

に
就
職
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。ま

た
、社
会
的
背
景
も
加
わ
り
、学
校
斡
旋
の
就

職
内
定
率
は
１
０
０
％
。２０
名
の
生
徒
が
今
春

社
会
人
と
し
て
デ
ビュ
ー
を
飾
り
ま
し
た
。

　

通
信
制
高
校
は一
般
的
に
世
間
か
ら「
学
校

に
通
っ
て
い
な
い
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ

て
い
ま
す
。特
に
就
職
に
お
い
て
は「
出
社
で
き

る
の
か
」と
い
う
疑
問
を
抱
か
れ
て
い
ま
す
。そ

　
「
前
の
学
校
を
退
学
し
て
か
ら
暗
く
長
い
ト
ン

ネ
ル
の
中
に
い
た
私
た
ち
で
す
が
、貴
校
と
の
出

会
い
に
よ
り
そ
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
か
ら
よ
う
や
く
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。電
車
通

学
で
す
ら
不
安
で
し
た
が
、人
の
少
な
い
時
間
帯

な
ら
と
い
う
こ
と
で
、昼
か
ら
の
コ
ー
ス
を
自
分
で

選
択
し
、自
分
の
苦
手
な
と
こ
ろ
を
少
し
ず
つ
克

服
し
、先
生
方
の
お
か
げ
で
無
事
卒
業
式
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。私
た
ち
に
と
っ
て
は

奇
跡
の
よ
う
に
感
じ
る
出
来
事
で
す
。」

　

こ
の
生
徒
は
２
年
間
引
き
こ
も
り
を
経
験

し
、ご
家
族
に
と
って
は
絶
望
的
な
日
々
を
過
ご

し
て
い
た
こ
と
と
察
し
ま
す
。本
校
に
通
い
始

め
た
頃
は
暗
く
、心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、本

校
職
員
と
の
会
話
か
ら「
自
分
の
事
が
分
か
っ

た
気
が
す
る
」と
自
信
を
取
り
戻
し
、勉
学
に

励
む
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。「
人
は

変
わ
れ
る
」そ
の
現
場
に
私
達
教
職
員
が
立
ち

会
っ
て
お
り
、本
校
の
あ
る
べ
き
姿
、や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
改
め
て
学
ば
せ
て
頂
い

た
手
紙
の
内
容
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
生
徒・保
護

者
の
期
待
に
そ
え
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
座 

令
和
６
年
度
新
講
座
開
講

総
合
的
な
探
究
の
時
間（
体
験
学
習
）

校
外
研
修 

ジ
ブ
リ
パ
ー
ク

令
和
６
年
度 

大
学
入
試
結
果

令
和
５
年
度 

卒
業
生
就
職
状
況

進
路
指
導（
就
職
指
導
）

公
務
員
対
策
講
座

愛
知
県
警
１
次
試
験
合
格

令
和
５
年
度
卒
業
証
書
授
与
式

【
手
紙
か
ら
一
部
】

　

公
務
員
対
策
講
座
受
講
生
か
ら
愛
知
県
警

採
用
試
験
１
次
学
科
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。

ま
た
、本
講
座
を
在
学
中
に
受

講
し
、Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
＆
公

務
員
専
門
学
校
に
進
学
し
た
生

徒
が
入
学
１
年
目
に
し
て
名
古

屋
市
消
防
局
の
採
用
試
験
に
合

格
し
、今
春
か
ら
晴
れ
て
消
防

局
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
講
座
を
切
っ
掛
け

に
知
り
合
っ
た
先
生
に
指
導
を

受
け
た
い
と
進
学
す
る
な
ど
内

部
進
学
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

く
、資
格
取
得
や
広
く
知
識
を
身
に
付
け
ら

れ
る
よ
う
、生
徒
個
々
の
将
来
の
目
標
に
合
わ

せ
、主
体
的
な
学
び
が
で
き
る
環
境
作
り
を
目

指
し
ま
す
。

４
年
制
大
学 

合
格
大
学
一覧

愛
知
産
業
大
学
短
期
大
学
、名
古
屋
文
化
短
期
大
学

短
期
大
学 

合
格
一覧

愛
知
県
立
総
合
看
護
専
門
学
校
、米
田
柔
整
専
門
学
校

看
護
医
療
系
専
門
学
校

Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
＆
公
務
員
専
門
学
校
、名
古
屋
工
学

院
専
門
学
校
、名
古
屋
外
語・ホ
テ
ル・ブ
ラ
イ
ダ
ル
専
門

学
校
、あ
い
ち
造
形
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
、あ
い
ち
福
祉

医
療
専
門
学
校
、中
日
美
容
専
門
学
校
、名
古
屋
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
ア
ー
ト
専
門
学
校　

等
、多
数
合
格

専
門
学
校

の
た
め
、来
校
さ
れ
る
企
業
の
方
に
は
校
内
を

案
内
し
、授
業
の
様
子
を
見
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

授
業
中
の
生
徒
の
生
き
生
き
と
し
た
様
子

や
先
生
方
の
授
業
に
対
す
る
熱
意
、自
習
教
室

で
静
か
に
黙
々
と
課
題
に
取
り
組
む
姿
を
見

て
、驚
か
れ
、殆
ど
の
方
が
、本
校
生
徒
に
良
い

印
象
を
持
って
帰
ら
れ
ま
す
。

　

本
校
の
就
職
指
導
と
し
て
、生
徒・保
護
者
対
象

の
就
職
説
明
会
の
開
催
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携

事
業
、さ
ら
に
、志
望
理
由
書
の
作
成
や
面
接
対
策

で
は
、生
徒
の
考
え
を
聞
き
な
が
ら
一
緒
に
形
に
し

て
い
く
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。昨
年
度
末
に
は
新

た
な
試
み
と
し
て
、１
年・２
年
の
就
職
希
望
者
を

対
象
に「
オ
ー
プ
ン・カ
ン
パ
ニ
ー
」（
職
場
体
験
）を

職
種
の
研
究
の一環
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
３
月
１５
日 

卒
業
賞
与
授
与
式
を

行
い
ま
し
た
。令
和
５
年
度
は
前
期
後
期
合
わ

せ
て
１
４
３
名
の
生
徒
が
本
校
の
学
び
舎
か
ら

巣
立
って
い
き
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
入
学
式

　

令
和
６
年
４
月
１２
日
、入
学
式
を
挙
行
し
、

新
た
に
１
２
２
名
の
入
学
生
を
迎
え
ま
し
た
。

入
学
生
は
５
月
１
日
現
在
で
１
２
５
名
と
な
り
、

例
年
の
秋
ご
ろ
の
数
字
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
保
護
者
様
か
ら

　

令
和
５
年
度
卒
業
証
書
授
与
式
後
、卒
業

生
の
保
護
者
か
ら
担
任
に一通
の
手
紙
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
度
、同
じ
悩
み
を
持
つ
保
護

者
の
方
の
支
え
に
な
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
か
ら

掲
載
を
承
諾
し
て
頂
き
ま
し
た
。

名
古
屋
た
ち
ば
な
高
等
学
校

H
IG

H
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C
H

O
O
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通
信
制
課
程

幼
稚
園

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

高
等
学
校
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H I G H  S C H O O L  

三
河
高
等
学
校

愛
知
産
業
大
学 

全
日
制
課
程

　
『
楽
し
い
学
校
』を
目
指
し
て
様
々
な
面
で

見
直
し
や
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。休
み
時
間

や
放
課
後
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に『
憩
い

の
場
』を
充
実
さ
せ
、電
子
レ
ン
ジ
も
設
置
し

ま
し
た
。昼
食
時
に
は
多
く
の
生
徒
が
弁
当
を

持
ち
寄
り
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。放
課
後
は
勉
強
の
場
に
も
な
り
、先
生
が

教
え
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
体
育
祭

『M
IK
A
-
1

グ
ラ
ン
プ
リ
』や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

な
ど
三
河
高
校
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
も
好
評

で
す
。

　

中
学
校
で
の
進
路
説
明
会
を
入
試
広
報
の

若
手
教
員
で
実
施
し
、中
学
生
と
保
護
者
に

も
楽
し
ん
で
三
河
高
校
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る

内
容
に
し
ま
し
た
。進
路
説
明
会
に
お
い
て
体

験
入
学
会
へ
の
参
加
を
促
し
、2
回
実
施
で
約

1
6
0
0
名
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

在
校
生
、教
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
好
み
の

ブ
ー
ス
を
出
店
し
、時
間
内
で
好
き
な
だ
け
回

れ
る
形
式
で
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
実
施
し
ま

し
た
。ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
が
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
商

品
引
換
券
と
な
り
大
変
好
評
で
し
た
。学
校

紹
介
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、東
海
地
区
初
と
な
る

「
る
る
ぶ
」で
の
発
行
と
な
り
、生
徒
と
共
に
制

作
し
ま
し
た
。今
ま
で
以
上
に
広
報
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

＃三河変わった

①
中
学
生
か
ら
選
ば
れ
る
学
校

②
在
校
生
が
三
河
を
選
ん
で

　

良
か
っ
た
と
思
え
る
学
校

本年度も昨年度に続き、「＃三河変わった」をキーワードに改革を進めています。
①中学生から選ばれる学校。

②在校生が三河を選んで良かったと思える学校。

③教育環境もますます充実。施設も「＃三河変わった」。

④教職員が三河で働きたいと思える学校を目指しています。

　

体
験
入
学
会
で
は
、教
科
に
関
係
な
く
先

生
が
自
分
の
好
き
な
内
容
で
ブ
ー
ス
を
出
店

し
、自
ら
楽
し
む
姿
を
見
て
も
ら
う
な
ど
、や

り
た
い
事
の
ア
イ
デ
ア
を
受
け
入
れ
る『
や
り

甲
斐
』を
感
じ
ら
れ
る
職
場
作
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
「
＃
三
河
変
わ
っ
た
」三
年
計
画
の
2
年

目
、在
校
生
に
も
地
域
に
も
教
職
員
に
も
良

い
意
味
で「
三
河
変
わ
っ
た
」と
思
わ
れ
る
学

校
を
目
指
し
ま
す
。

　

普
通
科
で
は
、Ⅰ
類
Ⅱ
類
Ⅲ
類
の
各
類
に

所
属
し
て
い
る
生
徒
の
希
望
進
路
に
即
し
た

教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。一
般
選
抜
に
よ
る
大

学
進
学
を
目
指
す
Ⅰ
類
で
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
英
会
話
指
導
、平
日
授
業
後
や
土
曜
日

の
進
学
補
習
、お
昼
の
英
検
資
格
補
習
な
ど

を
実
施
し
、国
公
立
大
学
合
格
を
目
指
し
て

い
ま
す
。推
薦
に
よ
る
大
学
進
学
や
就
職
希

望
が
多
い
Ⅱ
・
Ⅲ
類
で
は
、「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」に
お
い
て
、１
年
次
か
ら
進
路
探
究

や
学
術
研
究
活
動
を
早
期
に
実
施
し
、2
年

生
終
了
時
に
は
推
薦
入
試
へ
の
準
備
が
あ
る

程
度
で
き
て
い
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

④
教
職
員
が

　

三
河
で
働
き
た
い
と
思
え
る
学
校

③
教
育
環
境
も
ま
す
ま
す
充
実
。

　

施
設
も「
＃
三
河
変
わ
っ
た
」

英
検
準
1
級
合
格
、広
島
大
学
合
格

【
普
通
科
】

﹇
令
和
４
・５
年
度
﹈

憩
い
の
場
整
備

﹇
令
和
４
年
度
﹈

無
線
L
A
N（W

i
-F
i

）環
境
整
備

﹇
令
和
５
年
度
﹈

ト
イ
レ
改
修（
洋
式
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
化
）

﹇
令
和
５
年
度
﹈

多
目
的
室
リ
ニュ
ー
ア
ル（
机
椅
子
）

﹇
令
和
６
年
度
﹈

体
育
館
空
調
設
備
設
置

幼
稚
園

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

高
等
学
校
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第
三
種
電
気
主
任
技
術
者
試
験

年
間
6
名
合
格

　

令
和
5
年
度
全
国
合
格
率
上
期
16.6
％
、下

期
21．2
％
と
高
校
生
に
と
って
難
関
試
験
で
す
。

  

そ
の
難
関
国
家
資
格
で
あ
る
第
三
種
電
気

主
任
技
術
者
試
験
に
上
期
2
年
生
1
名
，3

年
生
1
名
、下
期
2
年
生
4
名
が
合
格
し
電

気
科
電
験
三
種
在
学
時
合
格
者
累
計
1
6
2

名
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
高
校
生
合
格
者
ラ
ン
キ
ン
グ
上
期
全

国
４
位（
県
内
１
位
）電
気
書
院
調
べ〔
下
期
未

公
表
〕

【
電
気
科
】

応
用
情
報
技
術
者
試
験
合
格

　

2
0
2
3
年
度
の
就
職
者
は
1
4
8
名

（
学
年
全
体
の
42
％
）で
あ
り
、全
員
の
就
職
先

が
決
定
し
ま
し
た
。就
職
指
導
室
が
中
心
と

な
り
、外
部
講
師
に
よ
る
職
業
講
話
や
面
接
指

導
な
ど
を
通
し
、希
望
者
に
対
し
早
期
か
ら
進

路
指
導
を
し
て
き
た
成
果
で
あ
り
ま
す
。生

徒
・
保
護
者
か
ら
の
人
気
が
高
い
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー

プ
へ
決
定
し
た
生
徒
は
ト
ヨ
タ
自
動
車（
株
）の

13
名
を
は
じ
め
、4
社
28
名
の
生
徒
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、数
年
ご
縁
が
無
か
っ
た（
株
）

デ
ン
ソ
ー
に
も
3
名
の
生
徒
が
見
事
に
合
格
し

ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
は
、新
た
に「
H
a
n
d
y
進

路
指
導
室
」を
導
入
し
、生
徒
が
家
庭
に
お
い

て
も
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
か
ら
求
人
票
の
閲
覧
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。生
徒
・
保
護
者
に

と
って
は
よ
り
便
利
に
な
り
進
路
を
決
定
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

卒業生の紹介

Interview

近藤 緋音さん

　

令
和
5
年
度
卒
業
生
の
大
学
等
合
格
状

況
は
、広
島
大
学
・
三
重
大
学
を
は
じ
め
と

し
た
国
公
立
大
学
に
14
名
、私
立
大
学
で
は

南
山
大
学
6
名
、愛
知
大
学
6
名
、愛
知
学

院
大
学
19
名
、名
城
大
学
6
名
、中
京
大
学

10
名
を
含
む
1
6
3
名
が
合
格
の
栄
冠
を
勝

ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。専
門
学
校
に
は

79
名
が
合
格
し
、希
望
進
路
を
実
現
し
ま
し

た
。進
学
率
は
年
々
向
上
し
、全
体
で
60
％
、情

報
処
理
科
で
も
60
％
を
超
え
て
お
り
、よ
り
高

度
な
知
識
を
身
に
つ
け
た
い
と
考
え
る
生
徒
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

進
路
実
現
満
足
度
１
０
０
％
を
目
指
し
て

指
導
を
し
て
い
き
ま
す
。

【
情
報
処
理
科
】

【
就
職
指
導
科
】

【
進
学
指
導
科
】

就職実績

［14年連続］

100%達
成

学校斡旋内定者

　

第
三
種
電
気
主
任
技
術
者
と
は
、電
圧
5

万
ボ
ル
ト
未
満
の
事
業
用
電
気
工
作
物
の
工

事
、維
持
及
び
保
安
の
監
督
が
で
き
る
資
格
で

す
。電
気
科
で
は
、2
年
次
か
ら
難
関
資
格
を

目
指
す
電
験
ク
ラ
ス
を
設
け
授
業
・
補
習
を
通

し
合
格
を
目
指
し
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。　

　

応
用
情
報
技
術
者
と
は
、社
会
人
の
中
堅

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
や
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
受
け

る
レ
ベ
ル
の
国
家
資
格
で
、令
和
5
年
度
に

本
校
の
生
徒
が
合
格
を
果
た
し
ま
し
た
。さ

ら
に
同
年
、基
本
情
報
技
術
者
・
I
T
パ
ス

ポ
ー
ト
試
験
に
12
人
が
合
格
し
、情
報
処
理

科
で
は
高
校
生
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
国
家

試
験
に
毎
年
多
く
の
合
格
者
を
輩
出
し
て
い

ま
す
。い
ず
れ
も
2
年
次
か
ら
上
級
レ
ベ
ル
の

資
格
取
得
ク
ラ
ス
に
所
属
し
、日
々
の
授
業

と
補
習
を
通
し
て
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

進
路
に
関
し
て
、就
職
に
お
い
て
は
東
海

理
化
学
園
が
新
設
さ
れ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
科

に
本
校
情
報
処
理
科
の
生
徒
を
採
用
す
る

よ
う
に
な
り
、（
株
）ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
も
学
園
生

と
し
て
情
報
処
理
科
生
徒
を
採
用
し
ま
す
。

世
の
中
は
、ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
か
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

へ
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
ま
す
。情
報
処
理
科

は
、こ
れ
か
ら
も
高
度
情
報
社
会
に
対
応
で

き
る
人
材
の
育
成
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

広島大学合格＆千葉ロッテマリーンズ ドラフト1位

©C.L.M.

Interview 1

　私は三年間文武両道に励み、たくさん 苦しみ悩んだ自

分の努力を結果に残したいと思い、広島大学の受験を決

意しました。受験前、本当に合格できるのか不安だった私

を先生方や部活動の仲間たちが「絶対合格できる！」と 

まっすぐな言葉で支えてくれました。

　苦しんだり悩んだりすることは辛いかもしれませんが、高

校生のうちは周りの環境や大人を頼って、やりたいことに

思いっきり挑戦してほしいと思います。

上田 希由翔さん

Interview 2

　本校硬式野球部から明治大学へ進学し、大学リーグ戦

では通算打率３割１分２厘、打点７４の成績をマーク、2023

年度、千葉ロッテマリーンズにドラフト１位で指名されました。

　在学中は、２年次に甲子園出場を果たし、横浜高校の

及川投手（現阪神ダイガース）からヒットを放ち、レフトスタ

ンドの応援団は大きく盛り上がりました。

　プロ１年目の今年は、１軍での出場も果たし、これからの

活躍に期待がかかります。

幼
稚
園

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

高
等
学
校

32 31
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新しい単位制
三
河
高
等
学
校

愛
知
産
業
大
学 

通
信
制
課
程

　

今
年
度
よ
り
、公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
導
入
し
ま

し
た
。既
存
の
連
絡
手
段
の
電
話
に
加
え
、生

徒
が
日
常
的
に
利
用
す
る
ア
プ
リ
で
も
連
絡

が
取
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、欠
席
連
絡
や

質
問
な
ど
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、履
修
申
請
シ
ス
テ
ム
も
改
修
し
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
手
書
き
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

パ
ソ
コ
ン
上
で
入
力
し
、時
間
割
と
各
書
類

デ
ー
タ
が
自
動
的
に
リ
ン
ク
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、ミ
ス
が
減
り
、所
要
時

間
も
短
く
な
る
こ
と
で
、業
務
の
効
率
化
が
実

現
し
て
い
ま
す
。同
時
に
、成
績
処
理
シ
ス
テ
ム

も
改
修
し
ま
し
た
。パ
ソ
コ
ン
上
で
簡
単
に一
覧

を
呼
び
出
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
に
つ
な
が
って
い
ま
す
。

　

新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、事

務
的
な
処
理
を
減
ら
し
、生
徒
と
向
き
合
う

時
間
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
校
で
は
、一
人
一
人
の
時
間
割
を
組
み
、週

に
２・３
日
登
校
し
て
対
面
授
業
を
受
け
る

こ
と
で
、単
位
修
得
を
目
指
し
ま
す
。自
分

の
ペ
ー
ス
で
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、不
登
校
に
な
っ
て
し
ま
い
毎
日
学
校

に
通
う
こ
と
が
難
し
い
生
徒
や
、夢
に
向
か
っ

て
真
面
目
に
努
力
し
た
い
生
徒
が
多
く
通
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
入
学
生
は
、昨
年
度
に
引
き
続

き
増
加
し
ま
し
た
。特
に
中
学
校
か
ら
の
入

　

本
校
に
転
学
し
、現
在
３
年
生
の
伊
藤
夕
里

子
さ
ん
が
、第
21
回
高
校
生
福
祉
文
化
エッ
セ

イ
コ
ン
テ
ス
ト 

第
３
分
野 

わ
た
し
が
考
え
る
こ

れ
か
ら
の
社
会
│
全
て
の
人
が
幸
せ
で
あ
る
た

め
に
│ 

に
お
い
て
入
選
し
ま
し
た
。

　

弱
い
人
を
強
い
人
が
助
け
る
世
界
。も
っ
と

言
え
ば
障
害
者
を
健
常
者
が
助
け
る
世
界
。

こ
れ
こ
そ
が
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
だ
と
私
は

ず
っ
と
考
え
て
い
た
。

　

入
学
後
す
ぐ
に
、想
像
と
は
か
な
り
違
う

高
校
生
活
に
私
は
戸
惑
い
を
覚
え
た
。強
い

人
が
弱
い
人
を
見
下
し
、利
用
す
る
小
さ
な

社
会
が
そ
こ
に
は
あ
り
、そ
れ
に
抗
う
勇
気

の
無
い
私
は
入
学
し
て
2
ヶ
月
で
適
応
障
害

と
診
断
さ
れ
た
。

　

そ
ん
な
時
、知
的
障
害
者
支
援
施
設
の
職

員
と
し
て
働
く
父
か
ら「
夏
休
み
に
中
高
生

向
け
放
デ
イ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
な
い
か
。」

と
誘
い
を
受
け
た
。ダ
ウ
ン
症
の
兄
の
お
か
げ

で
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
も
の
を

知
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、自
分
の
事
だ
け
で
精
一

杯
な
今
の
私
に
で
き
る
の
か
ど
う
か
悩
ん
だ
。

し
か
し
、暗
い
気
持
ち
の
ま
ま
で
は
良
く
な
い

と
思
い
、父
の
誘
い
を
引
き
受
け
た
。

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
導
入
・

各
シ
ス
テ
ム
改
修

中
学
校
か
ら
の
入
学
者
増
加
傾
向

３
年
生 

伊
藤
夕
里
子
さ
ん

第
21
回
高
校
生
福
祉
文
化

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
入
選

「
私
の
選
択
」

愛
知
産
業
大
学
三
河
高
等
学
校

通
信
制
課
程
単
位
制 

３
年 

伊
藤 

夕
里
子

　

覚
悟
は
し
て
い
た
も
の
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

と
て
も
神
経
を
使
っ
た
し
、か
な
り
大
変
な
事

も
多
か
っ
た
。そ
ん
な
日
々
の
中
で
、私
の
考

え
が
大
き
く
変
わ
る
出
来
事
が
あ
っ
た
。

　

川
に
出
掛
け
た
日
、あ
る
利
用
者
の
女
の

子
と
手
を
繋
い
で
い
る
私
の
姿
を
他
の
ス
タ
ッ

フ
が
写
真
に
撮
っ
て
く
れ
た
。後
日
、そ
の
写

真
を
家
に
持
ち
帰
る
と
、母
が「
夕
里
子
の
笑

顔
が
戻
っ
て
き
た
。」と
嬉
し
そ
う
に
話
し
か

け
て
き
た
。確
か
に
私
は
高
校
に
入
学
し
て

か
ら
上
手
く
笑
え
な
く
な
っ
て
い
た
が
、そ
こ

に
映
る
私
は
以
前
の
よ
う
に
キ
ラ
キ
ラ
と
楽

し
そ
う
に
笑
っ
て
い
る
。そ
う
、私
は
彼
女
を

助
け
支
援
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
私
も
彼

女
に
助
け
て
も
ら
っ
て
い
た
の
だ
。

　

助
け
る
は
ず
が
助
け
ら
れ
て
い
た
と
気
づ

い
た
瞬
間
、弱
い
人
を
強
い
人
が
助
け
る
べ
き

と
い
う
私
の
中
の
凝
り
固
ま
っ
た
価
値
観
は
、

ま
る
で
オ
セ
ロ
の
よ
う
に
パ
タ
パ
タ
と
ひ
っ
く

り
返
っ
て
いっ
た
。

　

人
の
一
面
に
過
ぎ
な
い
強
さ
弱
さ
で
価
値

を
判
断
す
る
危
う
さ
に
気
づ
い
た
私
は
、抗

う
勇
気
を
出
し
て
転
校
す
る
こ
と
を
決
心
し

た
。こ
れ
は
、違
和
感
が
ま
と
わ
り
つ
く
社
会

に
適
応
す
る
の
で
は
な
く
、社
会
を
作
っ
て
い

く
選
択
に
繋
が
る
と
信
じ
て
い
る
。

　

全
て
の
人
が
お
互
い
に
助
け
合
い
、支
え
合

う
世
界
、こ
れ
こ
そ
が
私
が
考
え
る
こ
れ
か
ら

の
社
会
だ
。

TOPICS

令和５年度卒業生 主な進学先
愛知教育大学
愛知大学
愛知工業大学
愛知産業大学
愛知淑徳大学
愛知学院大学
京都芸術大学
静岡産業大学
東海学園大学

鈴鹿医療科学大学
東京通信大学
中京大学
中部大学
名古屋産業大学
日本福祉大学
愛知学泉短期大学部
岡崎女子短期大学
愛知工科大学自動車短期大学

名古屋文化短期大学
ELICビジネス＆公務員専門学校
名古屋工学院専門学校
愛知ペット専門学校
中部美容専門学校
名古屋デザイナー学院
日本マンガ芸術学院
穂の香看護専門学校
米田柔整専門学校　等

主な就職先
エイ・エス機工（株）

エム・ティ・エス（株）

大野電着塗装（株）

（株）香月堂

刈谷紙器（株）

（株）ガマテック

クサマ工業（株）

興和工業（株）

（株）豊島技研

日本特殊合金（株）

（株）ヤマナカ　等

昨年度に引き続き、今年度も新しい教員を３名迎え入れ、２年間で６名の教員が加わりました。

若く新しい知見に、これまで本校が培ってきた豊富な経験を組み合わせ、

現代を生き抜く生徒たちに寄り添った教育を行っていきます。

学
生
が
増
え
て
お
り
、前
年
比
３
割
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
午
後
か
ら
登
校
す
る
コ
ー
ス
を

設
け
て
お
り
、朝
起
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

人
間
関
係
が
不
安
、と
い
っ
た
生
徒
が
選
択

し
て
い
ま
す
。ま
た
、毎
週
金
曜
日
に
は
、中

学
校
ま
で
の
内
容
が
不
安
な
生
徒
を
支
援

す
る「
学
び
直
し
講
座
」が
開
か
れ
て
い
ま

す
。様
々
な
事
情
を
抱
え
た
生
徒
に
寄
り
添

え
る
よ
う
、私
た
ち
教
職
員
も
様
々
な
手
段

で
学
校
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
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ホームページ Facebook Instagramホームページ Facebook Instagramホームページ Facebook Instagramホームページ YouTube Instagram

ブライダルビューティー科

名古屋ブライダル
ビューティー専門学校

平成22年4月開校
校　長 垣本 勝三
事務長 梅村 浩司
学生数 12名
教職員数 教員：3名、非常勤講師：3名、職員：2名

平成11年４月開校
校　長 垣本 勝三
事務長 梅村 浩司
学生数 310名　
教職員数 教員：14名、非常勤講師：7名、職員：3名

平成9年4月開校
校　長 丸山 健
教務部長 前田 順子
事務長 鈴木 利充
学生数 101名
教職員数 教員：5名、非常勤講師：31名、職員：2名

設置学科・募集定員
◎美容学科 2年：160名
　  ● トップスタイリストコース
　  ● サロンディレクターコース
　  ● ヘアクリエイターコース
　  ● ヘアメイクアーティストコース
　  ● ヘアプランナーコース

アクセス
「金山総合駅」南口より徒歩1分

所在地
〒456‐0002 名古屋市熱田区金山町1‐8‐10
TEL 052‐678‐3911
https://www.nagoyabiyo.ac.jp

設置学科
◎ブライダルビューティー科
　● ブライダルプランナーコース
　● ブライダルスタイリストコース

アクセス
「金山総合駅」南口より徒歩1分

所在地
〒456‐0002 名古屋市熱田区金山町1‐6‐9
TEL 052‐683‐4011
https://www.nbb.ac.jp/

［令和7年3月閉校予定］

設置学科・募集定員
◎歯科衛生士科 ３年：４０名

アクセス
名鉄名古屋本線「藤川駅」より徒歩10分、
「藤川駅」へは、「名鉄名古屋駅」より45分、「豊橋駅」より30分

所在地
〒444‐0005 愛知県岡崎市岡町原山12‐130
TEL 0564‐48‐6680
https://mikawa-dental.ac.jp/

２年間のビジネス体験が
「プロ意識を持った学生」の育成に繋がっています。

美容学科 

名古屋美容
専門学校

SMILE AND SP IR IT
想像以上の自分に会いに。

歯科衛生士科

三河歯科衛生
専門学校

幅広い知識と技術をしっかり学ぶ。
心ゆたかな歯科衛生士を目指す。

V
O

C
A

T
IO

N
A

L
 C

O
L

L
E

G
E

専門学校
09

昭和53年4月開校
校　長 森 登志男
教務部長 木村 公一
指導部長 加藤 佳明
事務長 髙田 典明
学生数 240名
教職員数 教員：11名、非常勤講師：16名、職員：2名

設置学科・募集定員
◎ITスキル科 2年：100名
　● 情報処理コース
　● 医療事務・情報ビジネスコース
　● マネジメントコース（留学生）
◎公務員科 2年：60名
◎短期公務員科 1年：40名

アクセス
「金山総合駅」南口より徒歩３分

所在地
〒456-0018 名古屋市熱田区新尾頭1‐12‐10
TEL 052-683-0035
https://www.elic.jp/

ITスキル科／公務員科／短期公務員科

ELICビジネス＆
公務員専門学校

徹底的によりそう指導で、
希望の進路に結び付ける。

081011
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技
術
の
進
歩
に
伴
い
、様
々
な
も
の
が
バ
ー
チ
ャ
ル
で
体
験
・
経
験
で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。決

し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。た
だ
、ホ
ン
モ
ノ
を
目
に
し
た
と
き
の
興
奮
や
心
の
揺
ら
ぎ
も

大
切
で
は
な
い
か
…
。本
校
で
は
、学
生
に
ホ
ン
モ
ノ
を
体
験
し
て
ほ
し
い
、そ
し
て
ホ
ン
モ
ノ
か
ら
少
し

で
も
刺
激
を
受
け
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
、様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
や
っ
と
海
外
に
も
気
軽
に

行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。本
校
で
は
、

令
和
6
年
3
月
16
日
か
ら
18
日
で
2
泊
3
日

の
台
湾（
タ
イ
ペ
イ
）研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。参
加
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
初
飛
行
機
、初

海
外
。慣
れ
な
い
搭
乗
手
続
き
、手
荷
物
確
認

か
ら
ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
し
た
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

現
地
に
着
く
と
、初
め
て
見
る
景
色
、露
店

か
ら
漂
っ
て
く
る
食
べ
物
の
匂
い
に
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。昼
間
は
台
湾
で
最
も
高
い
ビ
ル
で
あ

る
台
北
1
0
1
で
シ
ョッ
ピ
ン
グ
を
し
、小
籠
包

で
有
名
な
デ
ィ
ン
タ
イ
フ
ォ
ン
の
本
店
で
台
湾

料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。夜
は
台
湾
旅
行
の

醍
醐
味
で
あ
る
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
散
策
。

皆
、中
国
語
は
で
き
ま
せ
ん
が
、ジ
ェス
チ
ャ
ー

や
日
本
語
交
じ
り
の
英
語
を
駆
使
し
な
が
ら

積
極
的
に
現
地
の
店
員
さ
ん
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
を
と
って
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

二
日
目
は
、今
回
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ

る
九
份
へ
。今
で
は「
台
湾
旅
行
と
言
え
ば
九

份
」と
い
う
ほ
ど
有
名
で
す
が
、も
と
も
と
は

台
湾
北
部
の
山
間
に
あ
る
寂
れ
た
村
。19
世

紀
に
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
を
経
験
し
活
気
づ
き

ま
し
た
が
、閉
山
後
は
再
び
忘
れ
ら
れ
た
村

に
。そ
の
後
、ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
名
作「
千
と

千
尋
の
神
隠
し
」に
登
場
す
る
油
屋
の
モ
デ
ル

に
な
っ
た
こ
と
で
一
気
に
観
光
地
化
さ
れ
ま
し

た
。当
日
は
生
憎
の
雨
で
し
た
が
、日
本
で
は

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
九
份
の
街
並
み
に
皆
大

興
奮
で
し
た
。

　

帰
国
後
、学
生
た
ち
は「
日
本
で
は
で
き
な

い
経
験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
！
」「
来
年
も
あ
っ

た
ら
ま
た
参
加
し
た
い
！
」な
ど
の
感
想
が
出

ま
し
た
。直
接
、現
地
で
異
文
化
体
験
を
し
た

こ
と
が
、今
後
の
人
生
に
役
立
っ
て
く
れ
る
と

嬉
し
い
で
す
。

E
L
IC

ビ
ジ
ネ
ス
＆
公
務
員
専
門
学
校

学生に「ホンモノ」の刺 激を！

初
の
台
湾
研
修

華
や
か
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル

　

本
校
の
１
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
は
、

何
と
も
あ
で
や
か
な
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
て

い
ま
す
。「
負
け
な
い
」。岐
阜
市
に
在
住
さ
れ
、

か
つ
て
は
愛
知
産
業
大
学
の
教
授
も
務
め
ら
れ

た
加
藤
由
朗
さ
ん
の
作
品
で
す
。ワ
ル
シ
ャ
ワ
ポ

ス
タ
ー
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
も
銀
賞
を
獲
得
す
る

な
ど
、世
界
で
も
通
用
す
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
で
す
。加
藤
さ
ん
の
作
品
の
良
さ
は
、豪

快
な
色
遣
い
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
。ち
ょっ
と
奇
抜

な
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
パ
ン
ツ
を
履
い
た
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
が
バ
ー
ベ
ル
を
持
ち
上
げ
る
。普
通
の
ス
ー
ツ

で
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
バ
ー
ベ
ル
を
軽
々
と
持

ち
上
げ
る
。と
い
う
こ
と
は
、少
し
奇
抜
な
方

が
パ
ワ
ー
は
あ
る
の
か
？
画
一的
で
は
良
く
な
い

の
か
？
い
や
い
や
、そ
れ
は
風
刺
で
は
な
い
の

か
？
見
る
側
は
大
い
に
考
え
ま
す
。一
方
で
、女

性
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
し
て
い
る
の
は
地
球
。地

球
を
動
か
す
ほ
ど
の
仕
事
が
で
き
る
の
か
？

「
負
け
な
い
」の
文
字
が
ネ
ッ
ト
に
見
え
、そ
れ

を
超
え
て
い
こ
う
と
す
る
の
か
？
見
て
い
る
だ

け
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
作
品
で
す
。

　

学
生
た
ち
に
は「
あ
あ
、何
か
飾
って
あ
る
な
」

と
ま
ず
は
目
に
留
ま
って
ほ
し
い
で
す
し
、さ
ら
に

「
何
か
普
通
と
は
違
う
の
か
な
あ
」と
ほ
ん
の
少

し
で
も
良
い
の
で
考
え
て
ほ
し
い
。そ
の
考
え
る

と
い
う
行
為
が
刺
激
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

　

加
藤
さ
ん
に
は
３
枚
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
は
、毎
月
ロ
ー
テ
ー

シ
ョン
で
飾
って
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ポ
ス
タ
ー
の
周
り
に
は
、「
い
け
花
」が

登
場
し
ま
し
た
。草
月
流
の
長
谷
川
萩
貞
氏
の

作
品
で
す
。生
け
花
も
様
々
な
流
派
が
あ
り

ま
す
が
、そ
の
中
で
も
草
月
流
は
自
由
で
前
衛

的
な
作
風
が
特
徴
で
す
。一
般
的
な
生
花
と
花

器
だ
け
で
な
く
、あ
ら
ゆ
る
も
の
を
使
っ
て
表

現
す
る
の
を
是
と
し
て
い
る
の
も
草
月
流
の
面

白
い
と
こ
ろ
で
す
。長
谷
川
さ
ん
は
草
月
流
愛

知
県
支
部
の
支
部
長
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、ご

自
宅
で
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。ま
た
、様
々
な

展
覧
会
に
出
展
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
谷
川
さ
ん
に
は
二
度
、ご
来
校
い
た
だ
き

ま
し
た
。一
度
目
は
本
年
度
の
入
学
式
か
ら
始

業
式
に
か
け
て
。こ
の
と
き
は
桜
を
使
い
、学
生

の
皆
さ
ん
の
門
出
と
新
生
活
を
祝
い
ま
し
た
。

二
度
目
は
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョン
が
実
施

前
後
に
て
。カ
ー
ネ
ー
シ
ョン
と
バ
ラ
は
そ
れ
ぞ

れ
母
の
日・父
の
日
に
送
る
花
。親
へ
の
感
謝
を

表
す
と
と
も
に
、そ
の
周
り
に
は
白
樺
の
木
が

添
え
ら
れ
ま
し
た
。白
樺
は
、忍
耐
強
さ
を
表

す
木
。親
が
辛
抱
強
く
子
を
見
て
い
る
様
子
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。も
ち
ろ
ん
、花
や
木
の
意

味
を
知
ら
な
け
れ
ば
こ
こ
ま
で
の
考
え
は
浮
か

ば
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、花
は
人
間

の
心
を
浮
き
浮
き
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。場
が
華

や
か
に
な
り
ま
す
。す
こ
し
で
も
学
生
に
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
い
、二
度
、

い
け
花
の
展
示
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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技
術
の
進
歩
、学
生
の
変
化
に
、旧
態
依
然

と
し
た
態
度
で
臨
む
の
は
良
く
な
い
こ
と
だ

と
学
校
全
体
で
認
識
を
し
て
い
ま
す
。我
々

教
職
員
も
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

本
校
で
は
積
極
的
に
教
員
研
修
を
実
施
し
、

教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま

す
。こ
こ
で
は
、令
和
5
年
度
に
実
施
さ
れ
た

教
職
員
研
修
か
ら
二
つ
、ご
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査
で
は
、令

和
5
年
度
に
通
信
制
高
校
に
通
う
高
校
生

は
、高
校
生
全
体
の
8.
3
％
を
占
め
る
と
い

う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。本
校
に
お
い
て
も
、

年
々
通
信
制
高
校
に
通
っ
て
い
る
高
校
生
の
入

学
が
増
え
て
い
ま
す
。ま
た
、教
職
員
の
中
に

は「
全
日
制
に
通
う
学
生
と
同
じ
指
導
で
良
い

の
か
」と
い
う
疑
問
を
感
じ
て
い
る
者
も
い
ま

す
。「
な
ら
ば
、通
信
制
高
校
の
先
生
に
そ
の

あ
た
り
の
実
態
を
聞
い
て
み
よ
う
」と
い
う
こ

と
で
、上
記
の
研
修
が
教
職
員
全
体
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、愛
知
県
立
旭
陵
高
等
学
校
進

路
指
導
主
事
で
数
学
科
教
諭
の
加
藤
圭
太
先

生
を
お
招
き
し
、

□
通
信
制
高
校
の
現
状
と
課
題

□
通
信
制
高
校
の
進
路
の
現
状
と
課
題

を
ご
講
演
い
た
だ
き
、

□
通
信
制
高
校
の
生
徒
を
対
象
と
し
た

　

学
生
募
集

□
通
信
制
高
校
出
身
の
学
生
を
対
象
と
し
た

　

学
習
支
援

に
つ
い
て
、現
状
か
ら
の
改
善
点
を
出
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
主
眼
に
し
、参
加
者
で
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
に
参
加
し
た
教
職
員
か
ら
は
、

□
今
ま
で
何
と
な
く
イ
メ
ー
ジ
で

　
つ
か
ん
で
い
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

□
通
信
制
高
校
に
通
う
生
徒
の

　
マ
イ
ン
ド
が
分
か
っ
た
。

□
全
日
制
、通
信
制
両
方
に
通
用
す
る

　

学
習
指
導
が
必
要
。

等
、非
常
に
研
修
に
対
し
て
前
向
き
な
意
見

が
多
く
出
ま
し
た
。こ
の
研
修
を
受
け
て
す

ぐ
、授
業
ス
タ
イ
ル
の
変
更
に
取
り
組
ん
で
い

る
教
員
も
実
際
に
い
ま
す
。

　

18
歳
人
口
が
減
っ
て
い
る
今
、全
日
制・通
信

制
な
ど
様
々
な
高
校
生
に「
選
ば
れ
る
専
門

学
校
作
り
」を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、本
校
は

消
滅
の
危
機
を
迎
え
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。通

信
制
高
校
生
の
マ
イ
ン
ド
を
知
る
と
い
う
今
回

の
研
修
が
、今
後
の
本
校
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

き
っ
と
役
立
つ
も
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
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C
hatG

P
T

は

授
業
に
生
か
せ
る
の
か

通
信
制
高
校
に
通
う

学
生
の
マ
イ
ン
ド
を
知
る

資
格
取
得
状
況

1
人
平
均
１４
資
格
を
取
得

積
極
的
に
行
う

教
職
員
研
修
の
現
場
よ
り

　

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
科
医
療
事
務・情
報
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
ス
は
、ま
だ
明
確
に
将
来
や
り
た
い
仕
事

が
決
ま
っ
て
い
な
い
高
校
生
を
対
象
に
し
て
い

ま
す
。一つ
の
専
門
分
野
の
み
を
学
習
す
る
の

で
は
な
く
、幅
広
く
学
習
し
、本
当
に
自
分
が

や
り
た
い
仕
事
、向
い
て
い
る
仕
事
を
見
つ
け

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
来
、専
門
学
校
と
は
一つ
の
専
門
分
野
を

深
く
学
習
し
、ス
キ
ル
を
身
に
付
け
て
い
く
学

校
で
す
。そ
れ
な
の
に
な
ぜ
、こ
の
よ
う
な
コ
ー

ス
を
設
置
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、

「
先
生
、医
療
事
務
員
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

た
け
ど
、や
め
る
」「
事
務
職
考
え
て
い
た
け

ど
、販
売
ス
タ
ッ
フ
を
目
指
す
」こ
の
よ
う
な
学

生
が
、毎
年
複
数
人
い
る
か
ら
で
す
。で
は
、こ

の
よ
う
な
学
生
を
見
捨
て
て
良
い
の
で
し
ょ
う

か
。良
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。本
校
で
は
、

し
っ
か
り
と
就
職
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
べ
く
、

様
々
な
資
格
が
取
得
で
き
る
本
コ
ー
ス
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

就
職
ミ
ス
マッ
チ
を
な
く
す
た
め
に
考
え
ら

れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、医
療
事
務
関
係
の

資
格
を
５
種
、経
理・営
業
販
売
と
いっ
た
ビ
ジ

ネ
ス
関
連
の
資
格
を
６
種
、パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
関

連
の
資
格
を
４
種
、合
計
で
15
種
類
の
資
格

を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。し
か

も
、こ
の
中
に
は
、難
関
資
格
と
言
わ
れ
る
医

薬
品
登
録
販
売
者
、I
T
パ
ス
ポ
ー
ト
と
いっ

た
国
家
資
格
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
卒
業
の
12
名
の
学
生
た
ち
は
、

延
べ
1
7
6
の
資
格
試
験
に
合
格
、平
均
す
る

と
１
人
14
個
の
資
格
試
験
に
合
格
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。同
じ
資
格
試
験
で
も
、上
位
級

を
狙
っ
て
の
合
格
も
あ
る
た
め
、資
格
の
種
類

で
数
え
れ
ば
少
な
く
な
り
ま
す
。そ
れ
で
も
、

平
均
で
1
人
11
種
の
資
格
を
取
得
し
て
い
ま

す
。た
っ
た
２
年
間
で
11
種
の
資
格
っ
て
、な
か

な
か
取
得
で
き
な
い
も
の
で
す
。そ
れ
だ
け
本

コ
ー
ス
に
在
籍
す
る
学
生
た
ち
が
良
く
頑
張
っ

て
い
る
こ
と
の
証
拠
だ
と
思
い
ま
す
。

　

幅
広
く
学
習
し
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た
こ

と
で
、進
路
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。そ
し
て
、

納
得
の
い
く
進
路
先
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ま
た
、「
就
職
活
動
の
時
に
は
直
接
役

立
つ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
資
格
で
も
、数

年
後
に
助
け
て
く
れ
た
」と
言
っ
て
く
れ
る
卒

業
生
も
多
く
い
ま
す
。や
は
り
、資
格
は
自
分

を
助
け
て
く
れ
る
も
の
な
の
で
す
。

　

今
現
在
流
行
っ
て
い
る「C

hatG
P
T

」。こ

れ
が
世
界
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
、と

い
う
A
I（
人
工
知
能
）に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
受
け
ま
し
た
。ChatG

PT

は
名
前
か
ら
し

て
チ
ャッ
ト
＝
文
章
形
式
で
の
や
り
取
り
で
あ

る
こ
と
は
想
像
が
つ
く
と
思
い
ま
す
。で
す

が
、ほ
か
の
機
能
を
プ
ラ
グ
イ
ン（
追
加
）す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、学
習
ア
プ
リ
や
分
析
と
いっ
た

内
容
を
チ
ャッ
ト
形
式
で
や
り
取
り
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、人
の
手
を

介
さ
ず
予
約
が
可
能
に
な
る
、今
ま
で
人
が

命
令
し
て
行
っ
て
い
た
計
算
や
集
計
を
自
動

で
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、ま
す
ま
す

便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、便
利
だ
か
ら
と
い
っ
て
使
い
方
を

間
違
え
る
と
大
き
な
事
件
へ
と
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。例
え
ば
、顧
客
や
従
業
員
の
個
人
情
報

な
ど
を
入
力
し
て
し
ま
う
と
、A
I
が
学
習

し
て
し
ま
い
、他
の
人
が
使
用
し
た
際
に
流
出

し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
険
が

あ
り
ま
す
。

　

逆
に
考
え
る
と
、そ
こ
に
気
を
付
け
る
こ
と

が
で
き
れ
ばChatGPT

は
飛
躍
的
に
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、将
来
的
に
は
学
校
に
お
い
て

もC
hatG

PT

を
用
い
た
授
業
が
広
く
展
開

さ
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

A
I
は
無
防
備
に
使
う
と
生
徒
が
そ
の
情

報
を
鵜
呑
み
に
す
る
な
ど
よ
く
な
い
こ
と
が

起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、正
し
く

使
う
こ
と
に
よ
っ
て
先
生
の
負
担
を
減
ら
す
、

生
徒
の「
聞
け
な
い
」を
な
く
す
な
ど
様
々
な

面
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

授
業
で
取
り
扱
う
に
は
準
備
や
ル
ー
ル
な
ど

様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
課
題
を
こ

な
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
ま
た
違
っ
た
授
業
が

行
え
る
と
感
じ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。
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履
歴
書
作
成
か
ら
面
接
指
導
、個
別
面

談
を
行
う
な
ど
、安
心
し
て
採
用
試
験
に
臨

め
る
よ
う
就
職
活
動
の
ス
キ
ル
を
し
っ
か
り

と
指
導
し
ま
す
。

 

学
生
数
を
大
き

く
上
回
る
求
人
の

な
か
か
ら
希
望
す

る
歯
科
医
院
へ
の

就
職
を
目
指
し

ま
す
。

　

食
事
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
歯
。噛
む
こ

と
に
よ
り
、心
の
発
達
、体
の
健
康
へ
と
つ
な

が
り
ま
す
。
そ
こ
で
注
目
し
た
の
が「
食

育
」。お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
歯
の
健
康
を

学
び
、調
理
実
習
で
、こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健

康
を
考
え
な
が
ら
、歯
科
衛
生
士
と
し
て
の

保
健
指
導
力
と
家
庭
で
の
健
や
か
な
食
生

活
の
あ
り
方
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

学
生
指
導
と
と
も
に
、国
家
試
験
対
策

に
つ
い
て
も
経
験
豊
富
な
教
員
に
よ
る
指
導

に
よ
り
、例
年
高
い
国
家
試
験
合
格
率
を
維

持
し
て
い
ま
す
。指
導
の
一
部
と
し
て
、全
国

レ
ベ
ル
で
実
力
を
把
握
で
き
る
年
6
回
の
全

国
統
一
模
擬
試
験
や
苦
手
科
目
を
克
服
す

る
た
め
に
年
12
回
の
模
擬
試
験
を
受
験
す

る
ほ
か
、ペ
ー
パ
ー
対
策
だ
け
で
な
く
、複
数

教
員
に
よ
る
口
頭
試
問
を
お
こ
な
い
、知
識

の
定
着
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
冬
期
か
ら
は

学
生
の
力
に
応
じ
て
学
習
す
る
習
得
別
学

習
を
集
中
し
て
お
こ
な
い
、実
力
に
合
わ
せ

た
無
理
の
な
い
ペ
ー
ス
で
国
家
試
験
に
合
格

で
き
る
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
金
制
度
と
は
、働

く
人
の
主
体
的
で
、中
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
支
援
し
、雇
用
の
安
定
と
再
就
職
の
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
雇
用
保
険
の
給
付
制

度
で
す
。一
定
の
条
件
を
満
た
す
雇
用
保
険
の
被

保
険
者
が
、本
校
に
自
己
負
担
で
入
学
し
た
際

に
、入
学
金・授
業
料
な
ど
実
際
に
必
要
と
な
る

経
費
の一部
を
給
付
金
と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、厚
生
労
働
省
や
ハロ
ー
ワ
ー
ク
の
サ

イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の
学
び
な
お
し
を
す

る
た
め
再
度
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
に
躊
躇

し
て
し
ま
う
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、専
門

実
践
給
付
金
制
度
を
利
用
し
経
済
的
負
担
も

軽
減
さ
れ一歩
を
踏
み
出
す
こ
と
で
自
分
の
想

像
以
上
に
多
く
の
こ
と
が
学
べ
ま
し
た
。結
果

的
に
、卒
業・国
家
試
験
合
格・歯
科
衛
生
士
と

し
て
就
職
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

国
家
試
験
に
備
え
た
集
中
学
習
で

高
い
合
格
率
を
維
持

就
職
サ
ポ
ー
ト

求
人
倍
率
約
35
倍

学
生
の
個
性
を
見
極
め
た
就
職
指
導

□歯科衛生士国家試験合格率

令和5年度

令和4年度

令和3年度

令和2年度

令和元年度

平成30年度

92.4%

93.0%

95.6%

93.3%

94.3%

96.2%

年  度 全国平均

100%

100%

100%

100%

97.6%

100%

本 校

専
門
実
践
教
育
訓
練

給
付
金
制
度

﹇
学
生
の
声
﹈

□求人総数　三河地区の求人数

愛知県

東三河地区

愛知県

西三河地区

令和5年度実績

令和5年度実績

277人

220人

57人

※その他地域にも多くの求人があります。

岡崎市（66人）
豊田市・みよし市（48人）
刈谷市（27人）
安城市（35人）

（8人）

三浦 ももさん（2023年度卒）

食
育
実
習

国
家
試
験
対
策

食
を
と
お
し
て
体
全
体
の
健
康
を
考
え
ら
れ
る

歯
科
衛
生
士
に

09
V

O
C

A
T

IO
N

A
L

 C
O

L
L

E
G

E

三
河
歯
科
衛
生
専
門
学
校
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4年連続
合格率
100%達成

□全求人数 1,344人

西尾市（23人）
碧南市
高浜市
知立市（11人）

令和5年度臨床式

NPO日本食育
インストラクター

3級取得！！
令和5年度

2年生37名全員取得

▲食育実習
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高
校
卒
業
後
、な
べ
た
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
歯
科
助
手
と
し
て
就
職
し
ま
し
た
。当

初
は
歯
科
に
興
味
が
あ
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、仕
事
を
続
け
る
う
ち
に
、も
っ
と
患

者
さ
ん
に
関
わ
り
た
い
と
言
う
気
持
ち
が
強

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。そ
ん
な
時
、歯
科
衛

生
士
の
専
門
学
校
に
通
い
な
が
ら
働
い
て
い

る
先
輩
か
ら
言
わ
れ
た「
そ
れ
な
ら
歯
科
衛

生
士
に
な
っ
た
ら
い
い
じ
ゃ
ん
」の一
言
に
背
中

を
押
さ
れ
、進
学
を
決
め
ま
し
た
。

　

私
は
高
校
卒
業
後
、４
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク

が
あ
っ
た
た
め
、レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
り
、試

験
勉
強
を
し
た
り
す
る
の
に
苦
労
し
ま
し

た
。し
か
し
、夢
の
た
め
に
は「
や
る
し
か
な

い
！
」そ
う
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、テ
ス
ト
前

に
は
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
と
励
ま
し
あ
い
な
が

ら
一
緒
に
勉
強
し
ま
し
た
。ク
ラ
ス
の
友
だ
ち

に
限
ら
ず
、先
生
方
も
一
生
懸
命
私
た
ち
と

向
き
合
っ
て
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が

印
象
的
で
し
た
。友
だ
ち
同
士
助
け
合
え
る

雰
囲
気
が
あ
っ
て
先
生
方
が
支
え
て
く
れ
る

環
境
が
あ
る
と
こ
ろ
が
、三
河
歯
科
衛
生
専

門
学
校
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
も
変
わ
ら
ず
、な
べ
た
デ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
勤
務
し
て
お
り
、主
に
患
者
さ
ん
の

ス
ケ
ー
リ
ン
グ
や
シ
ー
ラ
ン
ト
等
の
予
防
処
置

や
、診
療
補
助
、ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
等
の
保
健
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。最
近
は
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン

グ
等
の
自
由
診
療
の
需
要
も
多
く
、そ
れ
ら

の
説
明
を
す
る
機
会
も
増
え
て
い
ま
す
。歯

科
助
手
の
頃
と
は
異
な
り
、歯
科
衛
生
士
と

し
て
主
体
的
に
患
者
さ
ん
に
関
わ
れ
る
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。患
者
さ
ん
の
治

療
法
や
ケ
ア
を
ド
ク
タ
ー
に
相
談
し
、そ
れ
に

よ
っ
て
口
腔
内
の
状
態
に
改
善
が
見
ら
れ
た

時
に
は
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

歯
科
医
療
は
日
々
進
歩
し
て
い
ま
す
。最
新

の
機
器
や
薬
剤
は
ど
ん
ど
ん
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
。現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、常
に
ア
ン
テ

ナ
を
張
り
巡
ら
せ
、時
代
に
取
り
残
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、最
新
の
治
療
法
や
技
術
に
つい

て
学
び
続
け
て
行
き
た
い
で
す
。加
え
て
、患

者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
大
切
に
し
、

不
安
に
な
り
が
ち
な
歯
科
治
療
を
安
心
し
て

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い

き
た
い
で
す
。ま
た
、私
自
身
が
先
輩
か
ら
背

中
を
押
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、後
輩
に
ア
ド
バ

イ
ス
で
き
る
よ
う
な
歯
科
衛
生
士
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

国
家
資
格
は
人
生
に
お
い
て
大
き
な
自
信

に
な
り
ま
す
。資
格
が
あ
れ
ば
、仕
事
の
選

択
肢
が
広
が
り
ま
す
。ま
た
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
等
で
一
度
仕
事
を
離
れ
た
と
し
て
も
歯

科
衛
生
士
は
需
要
が
高
い
の
で
、復
帰
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。実
際
、私
の
周
り
に
も
そ

ん
な
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。こ
の
学
校
で
一

生
も
の
の
資
格
を
手
に
し
、自
分
の
強
み
に

し
て
く
だ
さ
い
。同
じ
目
標
を
持
つ
友
人
と

の
出
会
い
も
一
生
の
宝
物
で
す
。

　

Ｗ
カ
レ
ッ
ジ
と
は
、本
校
入
学
と
同
時
に
愛
知

産
業
大
学
短
期
大
学
通
信
教
育
部
国
際
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に
も
入
学
し
、単
位
修
得
に
よ

り
、短
期
大
学
士（
短
大
卒
業
）の
学
位
取
得
を

目
指
す
も
の
で
す
。専
門
学
校
の
授
業
の一
部
が

短
期
大
学
の
単
位
に
認
定
さ
れ
る
た
め
、負
担
が

少
な
く
、専
門
学
校
の
学
習
と
並
行
し
、安
心
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。専
門
学
校
の
専

門
知
識
修
得
と
と
も
に
、併
修
を
お
こ
な
う
こ
と

に
よ
っ
て
、幅
広
い
知
識
が
増
え
、視
野
が
広
が
る

だ
け
で
な
く
、ス
ク
ー
リ
ン
グ
時
に
様
々
な
年
齢
層

の
学
生
と
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、人
間
力
や
社
会
性

が
高
ま
り
、職
業
観
の
形
成
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
前
半
で
は
、岡
崎
市
医
師
会
と
岡

崎
市
歯
科
衛
生
士
会
の
方
々
に
よ
る
歯
科
健

診
が
行
わ
れ
、本
校
学
生
は
補
助
の
役
割
を

担
い
つつ
障
害
者
歯
科
の
難
し
さ
を
学
び
ま
し

た
。イ
ベ
ン
ト
後
半
で
は
講
堂
を
利
用
し
て
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
全
員
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
新
型
の
P
C
を
導
入
し
、学
生
に
は

office365

の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
配
布
さ
れ
、

い
つ
で
も
最
新
の

ア
プ
リ
が
使
用

で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

卒業生の紹介

Interview

社
会
人
時
代

今
後
の
夢
や
目
標

歯
科
衛
生
士
を
目
指
す
人
へ

専
門
学
校
時
代

本
校
で
は
初
め
て
行
わ
れ
た

障
が
い
者
歯
科
イ
ベ
ン
ト

P
C
実
習
室

施
設
が
リ
ニュ
ー
ア
ル

短
大
併
修（
W
カ
レッ
ジ
）

国
家
資
格
だ
け
で
な
く

短
期
大
学
士
も
取
得
で
き
る

［勤務先］なべたデンタルクリニック

加藤 有美さん（2015年度卒）

﹇
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
紹
介
﹈

﹇
行
事
紹
介
﹈

臨
地
実
習（
介
護
老
人
保
健
施
設
・
幼
稚
園
）

臨
床
式（
２
年
生
）

　

歯
科
衛
生
士
の
主
な
仕
事
の
ひ
と
つ
で
あ

る
歯
科
保
健
指
導
。歯
科
衛
生
士
と
し
て
専

門
的
な
立
場
か
ら
助
言
や
援
助
を
お
こ
な
い

ま
す
。工
夫
を
凝
ら
し
た
媒
体
を
作
成
し
て
、

介
護
老
人
保
健
施
設
で
は
口
腔
機
能
向
上
の

た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
を
、幼
稚
園
で
は
歯

磨
き
法
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

現
場
で
の
実
習
に
臨
む
に
あ
た
り
、医
療
人

と
し
て
職
業
意
識
を
高
め
、そ
の
責
任
の
重
さ

を
自
覚
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
１
年
間
に
わ
た
る

臨
床
実
習
が
始
ま
り
ま
す
。

　

国
家
資
格
対
策
が
本
格
化
す
る
前
に
、

2
泊
3
日
で
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト・
浅

草
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

全
学
年
参
加
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
と
し

て
、5
月
に
岡
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ボ
ウ
ル
に
て
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
実
施
、11
月
に
は
1・2
年
生
が

バ
ス
ツ
ア
ー
に
て
伊
勢・志
摩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

研
修
旅
行（
3
年
生
）

合
同
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
1
〜
3
年
生
）

仕
事
に
つ
い
て

▲岡崎市の介護老人保健施設での様子

▲安城市の幼稚園での様子

イ
ベ
ン
ト
報
告

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学
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名
古
屋
美
容
の
専
任
教
員
は
、国
家
試
験
研

修
セ
ン
タ
ー
か
ら
直
接
、傾
向
と
対
策
の
指
導

を
受
け
て
い
ま
す
。国
家
試
験
前
は
、実
技・学

科
と
も
国
家
試
験
講
習
を
実
施
。国
家
試
験

全
員
合
格
に
向
け
て
先
生
が
学
生
一人
ひ
と
り

を
丁
寧
に
指
導
し
て
お
り
、ク
ラ
ス
で
も
団
体

競
技
の
よ
う
な
熱
い
ム
ー
ド
が
あ
る
の
で
大
き

な
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

名
美
の
代
名
詞
と

も
言
え
る「
マ
ン
ス
リ
ー

チ
ェッ
ク
」は
、国
家
試

験
に
則
し
た
毎
月
行

わ
れ
る
技
術
試
験
で

す
。学
生
た
ち
が
自
己

ベス
ト
を
め
ざ
し
た
試
験
の
後
は
、学
生
全
員
の

前
で
表
彰
が
行
わ
れ
上
位
者
を
発
表
。ト
ッ
プ

５
に
は
名
美
生
憧
れ
の
バッ
ジ
が
贈
ら
れ
ま
す
。

最
後
に
ク
ラ
ス
賞
も
発
表
さ
れ
る
た
め
ク
ラ
ス
の

絆
も
深
ま
り
ま
す
。競
争
の
中
で
技
術
を
磨

き
、強
い
絆
と
精
神
力
が
養
わ
れ
ま
す
。ま
た
、

練
習
す
る
習
慣
は
美
容
師
と
し
て
の
現
場
技

術
の
修
得
に
つ
な
が
り
ま
す
。

１
０
０
名
以
上
受
験
し
た

学
校
の
中
で
日
本
一
の
合
格
率
。

合
格
率
日
本
一
の
理
由
。そ
れ
は
、

名
古
屋
美
容
の
代
名
詞

「
マ
ン
ス
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
」

10
V
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A
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名
古
屋
美
容
専
門
学
校

VOCATIONAL COLLEGE

歓喜の渦へ
ようこそ。

　

名
美
だ
か
ら
こ
そ
の
豪
華
な
人
気
サ
ロ
ン

の
ス
タ
イ
リ
ス
ト
が
講
師
と
な
り
、作
品
撮

り
や
デ
ザ
イ
ン
、カ
ッ
ト
、ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
に
つ
い

て
の
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
学
び
ま
す
。加
え
て

若
者
に
人
気
の
ブ
リ
ー
チ
カ
ラ
ー
を
最
大
手

シ
ュ
ワ
ル
ツ
コ
フ
か
ら
学
び
、終
了
後
は
デ
ィ
プ

ロ
マ
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

【
講
師
サ
ロ
ン
】

jurk/w
it/tsunagu/teto hair/in chelsea/

’A
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美
容
ス
キ
ル
だ
け
で
な
く
、誰
に
も
真
似

で
き
な
い
自
分
だ
け
の
感
性
や
表
現
力
を
身

に
付
け
る
科
目
。自
身
の
セ
ル
フ
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
高
め
る
と
と
も
に
S
N
S
や
一
眼
レ
フ

カ
メ
ラ
で
の
撮
影
や
編
集
、フ
ァッ
シ
ョ
ン
、カ
ル

チ
ャ
ー
、流
行
、マ
ナ
ー
な
ど
、技
術
だ
け
で
な

く
時
代
に
選
ば
れ
る
美
容
師
に
な
る
た
め
の

感
性
を
磨
き
ま
す
。

　

新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
も

あ
る「
売
れ
る
美
容
師
」を
輩
出
す
る
た
め
、

自
己
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、好
感
度

の
高
い
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
デ
ザ
イ
ン

性
の
高
い
映
像
表
現
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル

の
両
方
を
兼
ね
備
え
た
人
材
を
獲
得
を
目

指
し
、ま
た
同
種
他
校
が
実
施
し
て
い
な
い

独
自
性
と
話
題
性
を
兼
ね
備
え
た
奨
学
金

制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
ス
タ
イ
リ
ス
ト
コ
ー
ス

　

学
ぶ
科
目
の
す
べ
て
が
美
容
師
に
直
結
し
た

６
科
目
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
。カ
ッ
ト
、カ

ラ
ー
、パ
ー
マ
等
の
美
容
師
と
し
て
の
技
術
修
得

に
加
え
、ヘ
ア
ケ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
の
検
定
も
取
得

で
き
ま
す
。

サ
ロ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
コ
ー
ス

　

美
容
師
ス
キ
ル
と
ヘア
ケ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
の
検
定

取
得
に
加
え
て
、ネ
イ
ル
ア
ー
ト
も
学
べ
る
コ
ー

ス
。プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
だ
け
で
な
く
、毛
髪
診
断

や
サ
ロン
経
営
の
方
向
性
に
つい
て
も
学
び
ま
す
。

ヘ
ア
ク
リ
エ
イ
タ
ー
コ
ー
ス

　

美
容
師
に
特
化
し
た
5
科
目
に
加
え
て

ネ
イ
ル
ア
ー
ト
を
加
え
た
コ
ー
ス
。美
容
師
と

し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
ネ
イ
リ
ス
ト
の
セ
ン
ス

を
美
容
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
学
び
ま
す
。

ヘ
ア
メ
イ
ク
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
コ
ー
ス

　

美
容
師
と
し
て
の
ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
や
ヘ
ア
カ

ラ
ー
に
加
え
、メ
イ
ク
ア
ッ
プ
や
ま
つ
エ
ク
等
、

現
代
の
女
性
を
美
し
く
す
る
た
め
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
コ
ー
ス
。今
後
の
美
容
業
界
で
幅
広
い

活
躍
が
期
待
で
き
ま
す
。

ヘ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
コ
ー
ス

　

美
容
師
ス
キ
ル
に
加
え
て
ヘ
ア
メ
イ
ク
と
ブ

ラ
イ
ダ
ル
系
の
７
科
目
が
学
べ
る
コ
ー
ス
。美

容
師
国
家
試
験
を
取
得
し
て
、ブ
ラ
イ
ダ
ル

業
界
を
め
ざ
す
方
に
適
し
た
コ
ー
ス
で
す
。

美
容
師
に
特
化
し
た
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、

売
れ
る
美
容
師
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
新
た
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
一
新
。カ
ッ
ト
や
カ
ラ
ー
、パ
ー
マ
な
ど
美
容

師
に
特
化
し
た
主
要
科
目
に
加
え
て
、メ
イ

ク
や
ネ
イ
ル
、ま
つ
エ
ク
等
の
プ
ラ
スα
の
技
術

が
学
べ
る
全
１２
科
目
か
ら
５
つ
の
コ
ー
ス
編
成

で
売
れ
る
美
容
師
を
め
ざ
し
ま
す
。１
年
次

か
ら
国
家
試
験
技
術
に
留
ま
ら
ず
、ト
ッ
プ

ス
タ
イ
リ
ス
ト
に
な
る
た
め
の
作
品
撮
り
や
ヘ

ア
デ
ザ
イ
ン
、ブ
リ
ー
チ
カ
ラ
ー
を
学
び
ま

す
。２
年
次
は
５
つ
の
選
択
コ
ー
ス
か
ら
自
分

に
合
っ
た
コ
ー
ス
を
選
択
し
て
、自
身
の
成
り

た
い
美
容
師
像
を
極
め
ま
す
。学
生
の
個
性

を
尊
重
し
た
教
育
方
針
で
唯
一
無
二
の
美
容

師
を
育
成
し
ま
す
。

セ
ル
フ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
奨
学
金
を
新
設

﹇
新
科
目
そ
の
１
﹈サ
ロ
ン
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

﹇
新
科
目
そ
の
２
﹈ト
レ
ン
ド
ラ
イ
フ

日本一の
合格率を
達成

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学
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な
ぜ
、名
古
屋
美
容
は
イ
ベ
ン
ト
が
多
い
の

か
。そ
の
理
由
は
、人
間
力
育
成
を
柱
と
し
た

教
育
方
針
に
あ
り
ま
す
。同
じ
夢
を
も
っ
た

仲
間
同
士
が
力
を
合
わ
せ
、イ
ベ
ン
ト
を
成
功

に
導
く
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
に
多
く
の
感
動
と

学
び
が
あ
り
ま
す
。学
生
た
ち
は
協
調
性
や

創
造
力
を
養
い
、エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
を

発
揮
し
て
、充
実
し
た
２
年
間
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

こ
こ
で
の
毎
日
が
、き
っ
と
生
涯

忘
れ
ら
れ
な
い
日
々
に
な
り
ま
す
。

 

開
催
は
、2
0
0
5
年「
愛・地
球
博
」の
特

設
ス
テ
ー
ジ
。そ
れ
か
ら
毎
年
、後
輩
た
ち
に

受
け
継
が
れ
て
来
た
名
古
屋
美
容
の
美
と
情

熱
の
祭
典
と
な
る
ヘ
ア
ー
シ
ョ
ー
。各
ク
ラ
ス
ご

と
に
ヘ
ア
メ
イ
ク
、衣
装
、映
像
、音
響
、照
明

に
至
る
、す
べ
て
を
学
生
自
ら
が
作
り
あ
げ
ま

す
。技
術
力
、創
造
力
、企
画
力
、そ
し
て
何
よ

り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
試
さ
れ
る
渾
身
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
毎
年
、観
る
人
た
ち
の
心
を

魅
了
し
ま
す
。

B
E
A
U
T
Y
 E
X
P
O

　

全
国
１１
地
区
で
地
区
大
会
を
開
催
し
、そ

の
地
区
大
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
選
手
が

全
国
大
会
へ
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。令
和

５
年
度
は
、約
２
０
０
校
か
ら
選
抜
さ
れ
た

約
２
，０
０
０
人
の
選
手
が
地
区
大
会
に
出

場
。美
容
部
門・カ
ッ
ト
種
目
で
伊
藤
優
里
さ

ん
が
銀
賞
、ネ
イ
ル
ア
ー
ト
部
門
と
ま
つ
毛
エ

ク
ス
テ
部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

VOCATIONAL COLLEGE

理
美
容
甲
子
園
全
国
大
会

カ
ッ
ト
部
門
３
大
会
連
続
上
位
入
賞

　

理
美
容
甲
子
園
東
海
地
区
予
選
参
加
校

最
多
の
１８
名
入
賞
。当
日
開
催
さ
れ
た
美
容

技
術
種
目
４
部
門
中
、３
部
門
で
優
勝
し
て

他
校
を
圧
倒
し
ま
し
た
。

  ST
Y
LIN
GCO

LLECT
IO
N
 2023

  

ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
部
門

■
優
秀
賞　
　

松
井 

七
瀬

　
　
　
　
　
　

曽
根 

小
町

　
　
　
　
　
　

内
山 

美
羽

　
　
　
　
　
　

三
輪 

南
月

　
　
　
　
　
　

原 

菜
々
美

  

第
７１
回
芸
術
祭
全
国
大
会

  

ま
と
め
髪
ア
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
の
部

■
敢
闘
賞　
　

伊
藤 

二
胡

  

美
容
週
間
マ
ス
タ
ー
ズ
カ
ッ
プ 2023

  

ネ
イ
ル
ア
ー
ト
部
門

■
準
優
勝　
　

西
井 

綾
香

■
３
位　
　
　

市
原 

由
貴

  O
PK
BEA

U
T
ICIA

N
FA
IR 2023

  

ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
部
門

■
３
位　
　
　

眞
弓 

綺
華

■
入
賞（
５
位
）上
田 

恋
菜

  

三
都
杯 2023 

ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
部
門

■
入
賞（
６
位
） 

曽
根 

小
町

東
海
地
区
最
多
の
入
賞
者

﹇
関
東
﹈

﹇
関
西
﹈

コ
ン
テ
ス
ト
実
績
が
証
明
す
る
技
術
力
＆
指
導
力

理
美
容
甲
子
園
全
国
大
会

理
美
容
甲
子
園
東
海
地
区
予
選

カット部門実績

■ 今大会／銀賞
■ 前回／金賞
■ 前々回／銀賞

名古屋美容インスタ

努力と涙で掴んだ
18個のクリスタル。

ハロウィン学校祭

BEAUTY EXPO

学
生
の
満
足
度
を
高
め
る
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
。

ベストセレクション賞／安藤 琢真

グランプリ／三浦 奈桜サロン特別賞／
益山 夢叶

サロン特別賞／
大橋 依吹

サロン特別賞／
水谷 愛奈

Designers  Award  2023

CHUBU HAIRSTYLEAWARD

名
古
屋
を
代
表
す
る
人
気
サ
ロ
ン
と
の
産
学
連
携

多
く
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞
を
受
賞
。

選抜作品／伊藤 有里 選抜作品／青木 友里 選抜作品／楢原 和香奈

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

48 47



　

近
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
軸
は
、令
和
３

年
度
よ
り
導
入
し
た
、東
海
地
区
専
門
学
校

で
は
唯
一
本
校
の
み
が
取
り
入
れ
て
い
る
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
ブ
ラ
イ
ダ
ル
産

業
新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
現
役
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
接
客
向
上
す
る
た
め

に
受
講
す
る
本
格
的
セ
ミ
ナ
ー
に
な
っ
て
い
ま

す
。内
容
は
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
に
特
化
し
た

接
客
の
理
論
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
術
を
学
び
、お
客

様
の
心
を
つ
か
む
提
案
が
で
き
る「
感
動
接

客
」を
学
び
ま
す
。

　

開
校
2
年
目
か
ら
導
入
し
て
い
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の一つ
。学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
応
募

の
あ
っ
た
一
般
の
方
の
結
婚
式
を
学
生
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。ブ
ラ
イ

ダ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
コ
ー
ス
2
年
間
の
集
大
成
と
し
て
、学
ん
で
き

た
成
果
を
発
揮
し
ま
す
。提
案
、打
ち
合
わ
せ
、準
備
、当
日
の

運
営
ま
で
す
べ
て
を
プ
ロ
同
様
に
学
生
が
実
施
す
る
こ
と
で
、

学
生
か
ら
職
業
人
へ
と
技
術
と
心
構
え
を
整
え
ま
す
。

リ
ア
ル
フ
ォ
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

　

昨
今
で
は
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
も
多
様
化
さ
れ
、そ
の一つ
の
形
式
で

あ
る
フ
ォ
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
を
平
成
28
年
度
か
ら
授
業
に
取
り
入

れ
ま
し
た
。一
般
の
花
婿
花
嫁
さ
ま
の
フ
ォ
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
を
お

手
伝
い
し
、ブ
ラ
イ
ダ
ル
ス
タ
イ
リ
ス
ト
コ
ー
ス
２
年
間
の
集
大

成
と
し
て
、ド
レ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、ヘ
ア
メ
イ
ク
、撮
影
、撮
影

デ
ー
タ
の
編
集
な
ど
プ
ロ
同
様
に
実
施
し
ま
し
た
。

リ
ア
ル
結
婚
式
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

11
V

O
C

A
T

IO
N

A
L

 C
O

L
L

E
G

E

名
古
屋
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
専
門
学
校

VOCATIONAL COLLEGE

PROFESSIONAL STUDENT PROJECT

PROFESSIONAL

TRAINING

5Days

P T 5

就
職
内
定
率
96
%

［令和5年度 内定実績企業］

株式会社ゼットン

株式会社Plan・Do・See

株式会社ベストアニバーサリー

株式会社Douce vie

株式会社ベルクリエイト

株式会社松枝衣裳店総本店

株式会社ブレス

ニュートンプラスイー株式会社

株式会社フォーシス アンド カンパニー

株式会社ミルク

株式会社ニューアートシーマ

ＴＢＣグループ株式会社

株式会社モデスティ

（
令
和
5
年
度
）

64％
ブライダル業界17％

ビューティー業界

一般企業
17％

　

実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
イ
ベ
ン
ト
、プ
ロ
か
ら
の
指
導
を
通
し
て
、在
学
中
の
２
年
間
で

社
会
に
出
て
即
戦
力
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
本
校
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

指
針
と
し
令
和
６
年
３
月
ま
で
に
４
３
２
名
の
卒
業
生
が
ブ
ラ
イ
ダ
ル
や
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
業
界
に

羽
ば
た
い
て
い
き
ま
し
た
。

Real  Wedding

Real  Photo  Wedding

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

50 49



VOCATIONAL COLLEGE

［沿革］ HISTORY

NAGOYA BRI  DAL BEAUTY

閉
校 

予
定

そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
に
特
化
す
る
た
め
に

４
コ
ー
ス
を
改
編
。

ブ
ラ
イ
ダ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
コ
ー
ス
と

ブ
ラ
イ
ダ
ル
ス
タ
イ
リ
ス
ト
コ
ー
ス
、

エ
ス
テ・メ
イ
ク
コ
ー
ス
と
ネ
イ
ル
コ
ー
ス

「P
R
O
F
E
S
S
IO
N
A
L

 

ST
U
D
E
N
T

」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
。

ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
を
主
軸
に
し
た
専
門
学
校
へ
。

ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
科
の
廃
止
。

１
学
科
３
コ
ー
ス
に
改
編
。

ブ
ラ
イ
ダ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
コ
ー
ス
と
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ス
タ
イ
リ
ス
ト
コ
ー
ス
と

ト
ー
タ
ル
ビュ
ー
テ
ィ
ー
コ
ー
ス

１
学
科
２
コ
ー
ス
に
再
改
編
。

ブ
ラ
イ
ダ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
コ
ー
ス
と
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ス
タ
イ
リ
ス
ト
コ
ー
ス

（
株
）ニュ
ー
バ
リ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
協
力
の

ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
専
門
の
接
客
短
期
集
中
型
セ
ミ
ナ
ー
を
開
始
。

２
・３
階
教
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

ド
レ
ス
サ
ロ
ン
が
で
き
る
。

応
募
に
よ
る
リ
ア
ル
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
を

学
生
が
初
め
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。

ブ
ラ
イ
ダ
ル
と
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
両
方
が
学
べ
る
専
門
学
校
と
し
て

２
学
科
４
コ
ー
ス
を
設
置
。

開
校

リ
ア
ル
結
婚
式
場
や
ホ
テ
ル
を
借
用
し
た

本
格
的
な
模
擬
結
婚
式
授
業
を
導
入
。

地
下
１
階
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
を
リ
ニュ
ー
ア
ル
。

学
生
た
ち
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
。

外
壁
と
１
階
ロ
ビ
ー
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
。

白
を
基
調
と
し
ブ
ラ
イ
ダ
ル
要
素
増
す
校
舎
に
。

「
金
山
ま
つ
り
」に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
。

2
年
次
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ス
タ
イ
リ
ス
ト
コ
ー
ス
に

フ
ォ
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
授
業
を
導
入
。

〈
北
海
道
新
幹
線
が
開
業
〉

〈
新
元
号「
令
和
」〉

〈
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
〉

リ
モ
ー
ト
授
業
や
オ
ン
ラ
イ
ン
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
取
り
入
れ
る
。

多
く
の
行
事
が
中
止
に
な
っ
た
。

〈
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
〉

〈
能
登
半
島
地
震
発
生
〉

〈
東
日
本
大
震
災
が
発
生
〉

2025
2017

2018
2019

2021
2022

2019
2020

2021
2024

2016
2013

2010
2011

2015
2016

2011
幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

52 51
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You are NBB's Precious

校長あいさつ

名古屋ブライダルビューティー専門学校 校長 垣本 勝三

卒業生432名と在校生12名

このたび、学校法人愛知産業大学は、令和5年3月24日の理事会におきまして、

令和6年度から名古屋ブライダルビューティー専門学校の学生募集を停止し、

令和7年3月末にて閉校する決定をいたしました。

本校は、平成22年（2010年）名古屋市に開校以来、

14年間にわたりブライダル業界およびビューティー業界に432名の人材を輩出して参りました。

しかしながら、18歳人口の減少とともに昨今の大学のユニバーサル化の流れを受けて、

本校の入学者確保も困難な状況が続き、苦渋の決断ではありますが、このような結論に達しました。

これまで長きにわたり本校の運営・教育のご支援を賜り、心より感謝いたします。

SPECIAL THANKS!

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

54 53
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島
田
幼
稚
園

PRESCHOOL

一 人ひとりが輝いて
一人ひとりの「島田」

昭和45年4月開園
園　長 水野 晴基
副園長 中井 美幸
事務長 戸﨑 博文
園児数 282名（男：143名、女：139名）
教職員数 教員：18名、非常勤：7名、職員：2名、非常勤：4名

募集定員
満3歳児：25名（男・女）、3歳児：100名（男・女）、
4歳児：15名（男・女）、5歳児：若干名（男・女）

アクセス
市バス「おおね荘」バス停留所より徒歩1分

所在地
〒468-0028
名古屋市天白区島田黒石507番地
TEL：052-802-5256
http://www.shimadayouchien.jp/

ホームページ

　
は
じ
め
て
の
集
団
生
活
で
、期
待
と
不
安
が

いっ
ぱ
い
な
子
ど
も
た
ち
。基
本
的
生
活
習
慣

を
身
に
つ
け
、自
分
で
や
って
み
よ
う
と
す
る
気

持
ち
が
育
ま
れ
て
い
く
よ
う
に
友
だ
ち
や
先

生
と
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。今
年
度
は
、歌
や
体
操
を
通
し
て
先
生
や

友
だ
ち
と
親
し
み
、伸
び
伸
び
と
表
現
す
る
こ

と
を
楽
し
み
ま
す
。ま
た
、様
々
な
遊
び
を
通

し
て
、自
分
の
思
い
や
感
じ
た
こ
と
を
相
手
に

伝
え
る
力
を
育
ん

で
い
き
ま
す
。野
菜

を
育
て
、成
長
を
喜

ん
だ
り
、収
穫
を
楽

し
ん
だ
り
し
て
食

育
に
も
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。

　
年
中
組
に
な
り
一つ

大
き
く
な
っ
た
喜
び

を
感
じ
、新
し
い
環
境

に
す
ぐ
に
慣
れ
て
、楽

し
く
過
ご
す
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。遊
び
や

集
団
で
の
活
動
を
通
し
て
、表
現
す
る
こ
と
や

身
体
を
動
か
す
こ
と
を
楽
し
み
、保
育
者
や
友

だ
ち
と
の
関
わ
り
を
深
め
て
い
き
ま
す
。今
年

度
は
年
間
通
し
て
折
り
紙
に
取
り
組
む
こ
と

で
想
像
力
、集
中
力
、忍
耐
力
、巧
緻
性
を
培
っ

て
い
き
ま
す
。ま
た
、友
だ
ち
の
前
で
歌
や
踊

り
を
発
表
し
た
り
、新
た
な
楽
器
に
触
れ
、演

奏
し
合
う
楽
し
さ
を
感
じ
た
り
し
て
、表
現
力

や
互
い
を
認
め
合
う
心
を
育
ん
で
年
長
組
の

生
活
に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
幼
稚
園
で一番
大
き
い
ク
ラ
ス
に
な
り
、や
る

気
いっ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
。小
さ
い
子
の
お
世

話
や
友
だ
ち
と
の
ふ
れ
合
い
を
通
し
て
相
手
の

気
持
ち
を
考
え
、思
い
や
り
や
感
謝
の
気
持
ち

も
育
て
ま
す
。和
太
鼓
や
リ
レ
ー
、組
立
体
操

な
ど
今
ま
で
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
様
々
な
こ
と

や
野
菜
作
り
に
も
取
り
組
み
ま
す
。今
年
度

は
年
間
通
し
て
切
り
紙
に
取
り
組
み
、作
品
作

り
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
に
気
づ
き
認
め

合
い
な
が
ら
、想
像
力
と
創
造
力
、集
中
力
、表

現
力
を
養
い
ま
す
。ま
た
、初
め
て
の
こ
と
や
苦

手
な
こ
と
で
も
自
ら

挑
戦
す
る
気
持
ち
が

も
て
る
よ
う
計
画
的

に
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

ど
き
ど
き
！
わ
く
わ
く
！

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
年
少
組

年
少
組

や
さ
し
い
！
た
の
し
い
！

だ
い
す
き
！
年
中
組

年
中
組

心
は
ひ
と
つ
！

や
る
気
あ
ふ
れ
る
年
長
組
！

年
長
組

EVENT
［1年間の行事］

誕生会 わくわくサマーチャレンジ 運動会 お別れ遠足

発表会 芋掘り遠足 大根抜き遠足 豆まき 卒園式

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

幼
稚
園

56 55



　学校法人愛知産業大学の令和5年度決算の概要をお知らせいたします。

　本学園の設置する学校は、愛知産業大学・愛知産業大学短期大学・ELICビジネス＆公務員専門学校・三河歯科衛生専門学校・名

古屋美容専門学校・名古屋ブライダルビューティー専門学校・愛知産業大学工業高等学校・愛知産業大学三河高等学校・島田幼稚園

の9校であります。学校法人は文部省令（第18号）により「学校法人会計基準」にしたがって会計処理を行っております。本学園は、同基準

に定められている「資金収支計算書」、「事業活動収支計算書」、「貸借対照表」をお知らせすることにより、本学園における財政状態をよ

り正確にご理解いただき、皆様のご支援をお願い申し上げます。

財務の概要 （令和5年度決算の概要）

資金収支計算書

事業活動収支計算書

令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

令和5年4月1日から令和6年3月31日

貸借対照表 令和6年3月31日

資金収支計算書は、当該会計年度の諸活動に対応するすべての収入及び支出の内容に当該会計年度における支払資金（現金預金）の収入
及び支出のてん末を明らかにするものです。

事業活動収支計算書は、当該会計年度の活動に対する、事業活動収入及び事業活動支出の内容及び基本金組入後の均衡を明らかにする
ものです。

貸借対照表は、当該会計年度末の財政状態（運用形態と調達源泉）を明らかにするものです。

科目

収入の部

支出の部

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

　国庫補助金収入

　地方公共団体補助金収入

資産売却収入

付随事業・収益事業収入

受取利息・配当金収入

雑収入

借入金等収入

前受金収入

その他の収入

資金収入調整勘定

前年度繰越支払資金

収入の部合計

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

〔予備費〕

資金支出調整勘定

翌年度繰越支払資金

支出の部合計

 3,581,376,000

87,100,000

16,728,000

1,555,365,000

191,474,000

1,363,891,000

４１，０００

52,188,000

8,787,000

416,529,000

0

804,912,000

263,385,000

△ 1,117,569,000

7,146,973,000

12,815,815,000

3,317,626,000

1,205,272,000

383,253,000

0

0

159,713,000

60,355,000

６００，５１８，０００

334,111,000

(38,490,000）

11,510,000

△ 433,359,000

7,176,816,000

12,815,815,000

3,612,103,696

80,548,400

16,778,000

1,570,538,051

203,398,600

1,367,139,451

４０，７９０

50,018,633

8,779,509

410,674,394

0

836,671,510

309,797,933

△ 1,161,750,221

7,146,973,085

12,881,173,780

3,309,103,465

1,155,963,846

346,053,934

0

0

146,909,744

58,616,048

600,517,462

416,569,529

△ 474,930,211

7,322,369,963

12,881,173,780

△ 30,727,696

６，５５１，６００

△ ５０，０００

△ 15,173,051

△ 11,924,600

△ 3,248,451

210

２，１６９，３６７

７，４９１

5,854,606

0

△ 31,759,510

△ 46,412,933

44,181,221

△ 85

△ 65,358,780

８，５２２，５３５

49,308,154

37,199,066

0

0

12,803,256

1,738,952

538

△ 82,458,529

 

11,510,000

41,571,211

△ 145,553,963

△ 65,358,780

予算 決算 差異

科目 予算 決算 差異
資産の部

負債の部

純資産の部

科目
固定資産
　有形固定資産
　特定資産
　その他の固定資産
流動資産
資産の部合計

固定負債
流動負債
負債の部合計

基本金
　第１号基本金
　第２号基本金
　第４号基本金
繰越収支差額
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

31,925,728,580
27,238,524,344
2,750,344,900
1,936,859,336
7,972,544,625
39,898,273,205

32,230,561,428
27,841,601,636
2,749,827,438
1,639,132,354
7,383,407,351
39,613,968,779

△ 304,832,848
△ 603,077,292

517,462
297,726,982
589,137,274
284,304,426

1,271,813,228
1,877,008,716
3,148,821,944

1,288,454,052
1,719,123,074
3,007,577,126

△ 16,640,824
△ 157,885,642
141,244,818

43,706,734,218
43,327,447,218

2,287,000
377,000,000

△ 6,957,282,957
36,749,451,261
39,898,273,205

43,508,264,079
43,128,977,079

2,287,000
377,000,000

△ 6,901,872,426
36,606,391,653
39,613,968,779

198,470,139
198,470,139

0
0

△ 55,410,531
143,059,608
284,304,426

本年度末 前年度末 増減

科目 本年度末 前年度末 増減

科目 本年度末 前年度末 増減

事業活動収入計
事業活動支出計

（参考）
5,721,079,000
5,761,990,000

5,752,383,838
5,609,324,230

△ 31,304,838
152,665,770

科目
学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
　国庫補助金
　地方公共団体補助金
付随事業収入
雑収入
教育活動収入計

人件費
教育研究経費
管理経費
徴収不能額等
教育活動支出計

教育活動収支差額

教育活動外収支差額

特別収支差額

〔予備費〕
 

基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
基本金取崩額
翌年度繰越収支差額

経常収支差額

3,581,376,000
87,100,000

0
1,543,793,000
191,474,000
1,352,319,000
52,417,000
413,494,000
5,678,180,000

3,327,558,000
1,999,643,000
394,832,000
4,121,000

5,726,154,000
△ 47,974,000

8,787,000
0

8,787,000

3,612,103,696
80,548,400
４７９，５２０

1,558,883,251
203,398,600
1,355,484,651
51,228,734
407,018,280
5,710,261,881

3,292,462,641
1,949,520,861
357,326,525
３，４７４，１７３

5,602,784,200
107,477,681

△ 30,727,696
6,551,600
△ ４７９，５２０

△ 15,090,251
△ 11,924,600
△ 3,165,651
１，１８８，２６６
6,475,720

△ ３２，０８１，８８１

35,095,359
50,122,139
37,505,475
646,827

123,369,800
△ 155,451,681

8,779,509
0

8,779,509

7,491
0

7,491

0
0
0

8,787,000
△ 39,187,000

0
0
0

8,779,509
116,257,190

0
0
0

7,491
△ 155,444,190

41,000
34,071,000
34,112,000

40,789
33,301,659
33,342,448

211
769,341

△ 769,552

２２７，０００
６，３５３，０００
6,580,000
27,532,000
(20,744,000)
29,256,000

△ 40,911,000
△ 203,011,000
△ 243,922,000
△ 6,901,872,000

0
△ 7,145,794,000

１９２，８４７
６，３４７，１８３
6,540,030
26,802,418

143,059,608
△ 198,470,139
△ 55,410,531

△ 6,901,872,426
0

△ 6,957,282,957

34,153
５，８１７
39,970
729,582

29,256,000
△ 183,970,608
△ 4,540,861

△ 188,511,469
426
0

△ 188,511,043

予算 決算

科目 予算 決算 差異

差異

科目 予算 決算 差異

科目 予算 決算 差異

科目 予算 決算 差異

科目 予算 決算 差異

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

受取利息・配当金
その他の教育活動外収入
教育活動外収入計

借入金等利息
その他の教育活動外支出
教育活動外支出計

資産売却差額
その他の特別収入
特別収入計

資産処分差額
その他の特別支出
特別支出計

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部
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令和6年度　学校法人 愛知産業大学 役員・評議員名簿
令和6年5月1日 現在

学校法人愛知産業大学の学園奨学金のご案内

理事長

理　事

監　事

評議員

小林　英三

髙橋　　実

森　登志男

木藤　新吾

坂　　美好

竹治　玄造

石橋　　豊

浅岡　勇夫

森　　文夫

新井　勇治

計屋　昭生

青木　高弘

豊林由美子

水野　晴基

三苫　民雄

宇野　勇治

坂　　美好

竹治　玄造

丸山　浩孝

垣本　勝三

神尾　篤信

浅野　陽治

木藤　新吾

浅岡　勇夫

小林　英三

新井　勇治

森　　文夫

髙橋　　実

森　登志男

計屋　昭生

奥田　真之

丸山　　健

西村　雅史

河合　幸司

石橋　　豊

宮﨑　晋一

氏　名

H28.4.1

R4.4.1

R6.4.1

H26.4.1

R4.4.1

R4.4.1

R6.4.6

H26.4.1

H31.4.1

R2.4.1

R6.4.6

H26.4.1

H30.6.1

H28.4.1

H30.4.1

R2.4.1

R4.4.1

R4.4.1

R6.4.1

R6.4.1

H28.4.6

R4.4.1

H9.4.1

H26.4.1

H28.4.1

H30.4.1

H31.4.1

R4.4.1

H28.4.1

R6.4.6

R3.4.1

R3.4.1

R6.4.1

R6.4.1

R6.4.6

R6.4.6

就任年月日

R6.4.1

H28.4.1

R6.4.1

R6.4.1

R6.4.1

R6.4.6

R6.4.1

R5.5.27

R5.5.27

R6.4.1

R6.4.1

R6.4.1

R6.4.1

R6.4.1

R6.4.6

R6.4.1

R6.4.1

R6.4.1

R6.4.1

R6.4.1

R6.4.6

R6.4.1

R6.4.1

R6.4.1

R6.4.1

重任年月日

学園長・日本証券金融株式会社執行役会長

愛知産業大学学長・愛知産業大学短期大学学長

ＥＬＩＣビジネス＆公務員専門学校校長

学校法人愛知産業大学法人事務局長

名古屋たちばな高等学校校長

愛知産業大学三河高等学校校長

愛知産業大学経営学部長

税理士

クロスプラス株式会社相談役

愛知産業大学大学院造形学研究科長・愛知産業大学造形学部長

愛知産業大学事務局長

有限会社フルボデザイン代表取締役

VIホールディング株式会社アカデミー事業部顧問

島田幼稚園園長

愛知産業大学短期大学通信教育部長・愛知産業大学短期大学国際コミュニケーション学科長

愛知産業大学造形学部建築学科長

名古屋たちばな高等学校校長

愛知産業大学三河高等学校校長

愛知産業大学三河高等学校教頭（通信制）

名古屋美容専門学校校長・名古屋ブライダルビューティー専門学校校長

龍玉精工株式会社（愛知産業大学三河高等学校卒業生）

株式会社丸の内フローラ代表取締役（名古屋たちばな高等学校卒業生）

学校法人愛知産業大学法人事務局長

税理士

日本証券金融株式会社執行役会長

愛知産業大学大学院造形学研究科長・愛知産業大学造形学部長

クロスプラス株式会社相談役

愛知産業大学学長・愛知産業大学短期大学学長

ＥＬＩＣビジネス＆公務員専門学校校長

愛知産業大学事務局長

愛知産業大学経営学部総合経営学科長

歯科医師・三河歯科衛生専門学校校長

愛知産業大学造形学部スマートデザイン学科長

名古屋たちばな高等学校教頭（通信制）

愛知産業大学経営学部長

愛知産業大学通信教育部長

役職等　学校法人愛知産業大学は、卒業生の方の親族が本学園の設置する学校に入学される場合、奨学金を給付しています。

詳細は入学を希望される本学園各設置校にお問い合わせください。

愛知産業大学（通信教育部含む）、愛知産業大学短期大学、ELICビジネス＆公務員専門学校、三河歯科衛生専門学校、

名古屋美容専門学校、名古屋たちばな高等学校（通信制課程単位制含む）、愛知産業大学三河高等学校（通信制課程単位制含む）

①兄弟姉妹奨学金：入学時に兄弟姉妹が本学園の設置校に在籍している方

②親 族 奨 学 金：入学時に2親等以内の親族が本学園の設置校（過去に設置していた場合も含む）を卒業している方

学校法人愛知産業大学が設置する学校（学園奨学金対象校）

1．給付基準

2．給付金額

愛知産業大学

愛知産業大学短期大学

ELICビジネス＆公務員専門学校

三河歯科衛生専門学校

名古屋美容専門学校

名古屋たちばな高等学校

愛知産業大学三河高等学校

大学院

造形学部、経営学部

通信教育部

全日制

単位制

全日制

単位制

150,000円

200,000円

40,000円

20,000円

100,000円

100,000円

100,000円

200,000円

20,000円

100,000円

20,000円

兄弟姉妹奨学金

75,000円

100,000円

20,000円

10,000円

50,000円

50,000円

50,000円

100,000円

10,000円

50,000円

10,000円

親族奨学金

※島田幼稚園は本奨学金の対象外です。

60 59



www.asu-g. jp/

学校法人

愛知産業大学 広報誌［コミュ］

発行元：学校法人 愛知産業大学
〒460-0016 名古屋市中区橘2-6-15
Tel .052-339-2781

監修・発行責任：学校法人愛知産業大学
2024年7月1日 Vol.22（10,000部） ホームページ Facebook Instagram


	Commu24_H1_240626
	Commu24_P01_02_挨拶_再入稿240627
	Commu24_P03_04_大学扉_240626
	Commu24_P05_06_ASU1_240626
	Commu24_P07_08_ASU2_240626
	Commu24_P09_10_ASU3_教員紹介1_240626
	Commu24_P11_12_ASU4_教員紹介2_240626
	Commu24_P13_14_ASU5_教員紹介3・4_240626
	Commu24_P15_16_ASU6_教員紹介5・6_240626
	Commu24_P17_18_ASU_通信_再入稿240627
	Commu24_P19_20_ASU_短大_240626
	Commu24_P21_22_高校扉_再入稿240627
	Commu24_P23_24_たちばな高校1_240626
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	Commu24_P53_54_ブライダル3_240626
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